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「二年ぶりに豊ほう穣じょう祭を開かい催さいする」

　ガルアド帝てい国こく皇こう帝ていヴァルト゠シア゠ガルアドが貴族議会を招集して宣言した。

　白銀の髪かみは怜れい悧りな美び貌ぼうを引き立たせ、ダークブルーの瞳ひとみは星を包む夜空のように美しい。

　その腕うでには可愛かわいいクマのぬいぐるみが抱だかれているが、すでに見慣れた光景に突つっ込こむ者は誰だれもいない。

　豊穣祭とは、豊穣を祈いのり、食への感謝を捧ささげるガルアド帝国の伝統的な祭りだ。

　しかし、二年前にルビクス王国との戦争が勃ぼっ発ぱつしたことで中止となっていた。

　いまだ戦争の爪つめ痕あとは残っているが、今年になって豊穣祭の開催に踏ふみ切ったのには訳がある。

「豊穣祭の開催にあたって、皆みなにもう一つ報告がある」

　ヴァルトの合図で、議場の扉とびらが開かれた。

　皆の視線が、入ってくる人物に注がれる。

　ローズピンクの髪を結ゆい上げ、赤あか紫むらさき色いろの瞳で前を見み据すえ、入ってきたのは──。

　ガルアド帝国に和平のために嫁とついだ、ルビクス王国第三王女フェルリナ゠ルビクス。

　皆が姿を見るのは、結けっ婚こん式しき以来だ。

　皇帝の隣となりへと歩みを進めるフェルリナの姿を、貴族たちは品定めするように見つめていた。

「皇こう妃ひの療りょう養ようが明けた故ゆえ、皆にも改めて紹しょう介かいする。彼女が私の皇妃フェルリナだ」

「フェルリナ゠ルビクスと申します。皆様には療養中、大変なご迷めい惑わくとご心配をおかけしてしまい、申し訳ございませんでした。これからは、皇妃として精せい一いっ杯ぱい務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　そう言って、皇妃は皆への敬意を持って丁てい寧ねいに一礼する。

　柔やわらかな声こわ音ねは耳に心ここ地ちよく、その所作も美しい。

　高こう慢まんで、ガルアド帝国を野や蛮ばんな国だと見下しているルビクス王女──という噂うわさとは全く違ちがう姿がそこにはあった。

　皇妃が療養していたのは、反和平派による皇妃暗殺未み遂すい事件が起こったからだ。

　事件からおよそ一カ月の間、皇妃は療養のため一いっ切さい公おおやけの場に姿を現さなかった。

　そのため、療養を口実に公務を放ほう棄きしている、所しょ詮せん人ひと質じちの王女に皇妃は務まらない、といった噂話が社交界には広まっていた。

　しかし、皇帝直々に議会の場で皇妃を紹介したのだ。

　人質の王女ではなく、正式に皇妃として扱あつかえ、という強い圧力を感じる。

　着席していた貴族たちは一いっ斉せいに立ち上がり、皇妃へ一礼を返した。

「もう一つの報告というのは他でもない。豊穣祭の祈りの儀ぎ式しきについてだ」

　フェルリナを含ふくめた皆が着席したのを確かく認にんし、改めてヴァルトが口を開いた。

「なんと、祈りの儀式を復活されるのですか！」

　一人の重臣が、喜びの声を上げる。

　皇帝と皇妃が祈りを込めて踊おどる祈りの儀式は、豊穣祭の起源より行われてきた。

　しかし、皇帝と皇妃が揃そろっていなければできないため、先せん帝ていが病に倒たおれてからは、やむなく祈りの儀式はなくなり、代わりに祈りの時間を設けていたのだ。

　豊穣祭は二年ぶりだが、祈りの儀式自体は四年ぶりになる。

「ルビクス王国との和平が成立し、こうして皇妃を迎むかえることもできた。祈りの儀式は過去にならって行う。戦争で疲ひ弊へいした民たみを励はげますためにも、今年の豊穣祭は盛せい大だいに開催するぞ」

　皇帝の言葉に、皆が目を輝かがやかせて頷うなずいた。

　食を大切にするガルアド帝国の民にとって、豊穣祭は特別なものなのだ。

「それと、皇妃にとってはこれが初めての公務になる。皆の助けが必要な時もあるだろう。その時はどうか支えてやってくれ」

　そう言って、ヴァルトは貴族議会の面々に目を向ける。

「やはり祈りの儀式がない豊穣祭は味気なかったですからね」

「皇帝陛へい下かと皇妃殿でん下かの初めての儀式。きっと歴史に残る特別な一日になるでしょうな」

「楽しみにしておりますぞ」

「は、はい……頑がん張ばりま、……す……」

　皆から期待の眼まな差ざしを向けられて、フェルリナは震ふるえる体を必死に抑おさえていた。

「フェルリナ？」

「……っ!?」

　ヴァルトがフェルリナの様子に気づいて顔をのぞき込み、その手を握にぎった瞬しゅん間かん──彼女は意識を失っていた。

「妃殿下がお倒れになったぞ！」

「医務官を早く──」

　倒れた皇妃に注目していた者たちは、誰も気づかなかった。




　──皇帝が抱いているぬいぐるみが、ぴくりと動いたことに。







[image: ]

「ひゃあっ!?」

　目が覚めると、ヴァルトの整った顔が視界いっぱいに広がっていた。

　それだけでフェルリナの頭は大混乱だ。

　そして、気づく。

　自分の体はヴァルトの膝ひざの上にすっぽりと収まっていて、サイズ感もおかしいことに。

　恐おそる恐る自分の手を見てみると、白銀のふわふわの生き地じでできた丸い手があった。

　にぎにぎ。フェルリナの意識と同じ動きをしている。

　間ま違ちがいない。

　これは──。

（……ど、どうしてまたぬいぐるみに──!?）

「フェルリナ、気が付いたか」

「は、はい……。陛へい下か、これは一体どういうことでしょう？」

　まだ状じょう況きょうが吞のみ込こめないフェルリナは、恐る恐るヴァルトに問う。

「君は、貴族議会で倒たおれたんだ」

　その言葉を聞いて、フェルリナはさあっと血の気が引いた。

　気を失う前に何があったのか、すべて思い出した。

「たっ、大変ご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ございません！」

　フェルリナは慌あわてて頭を下げる。

（な、なんてことなの……！）

　初めて議会に参加する日に、とんでもない失敗をやらかしてしまった。

　それも、豊ほう穣じょう祭での祈いのりの儀ぎ式しきに参加することを宣言する場で。

　せっかくヴァルトがフェルリナを皇こう妃ひとして紹しょう介かいしてくれたのに、すべて台無しにしてしまったのではないか。

　フェルリナは、どうすればいいのかと途と方ほうに暮れる。

　そして、フェルリナの魂たましいが入ったぬいぐるみを見つめながら、ヴァルトも考え込んでいた。

「すっかり人間の体に魂が定着して、もうぬいぐるみに憑ひょう依いしないのだとばかり思っていたんだが……」

　皇妃暗殺未み遂すい事件を解決し、ヴァルトのキスで元の体に戻もどったのは、およそ一週間前。

　今日まで、フェルリナがぬいぐるみに憑依することはなかった。

　だから、もう問題ないだろうとヴァルトと相談し、議会で挨あい拶さつをすることになったのだが。結果がこれである。

「……本当に、すみません」

「起きてしまったことは仕方ない。元の体に戻る方法は分かっているのだから大だい丈じょう夫ぶだ」

　ヴァルトはフェルリナを励はげますように言う。

　元の体に戻る方法──つまりは、ヴァルトとのキス。

　あの時は、ドキドキしすぎて本気で死ぬかと思った。

（ど、どうしてキスなの〜!?）

　実は、元の体に戻ってからというもの、フェルリナはまともにヴァルトの顔を見て話せていない。

　どうしてもキスのことを思い出し、口元に視線が引き寄せられてしまうから。

　優やさしく触ふれた唇くちびるの感かん触しょくを、まだ覚えている。

　大好きな人との初めての口づけは、フェルリナにとってとても特別なもの。

　けれど、ヴァルトは平然としているように見えるから、なんだか悔くやしい。

　フェルリナばかりが彼を見てどぎまぎしているような気がして。

　今も、ヴァルトの腕うでの中で、ダークブルーの瞳ひとみに見つめられるだけでいっぱいいっぱいになっている。

　ぬいぐるみ姿でなければ、この場から逃にげ出していたかもしれない。

「今回議会で倒れたことは噂うわさにはなっているが、君が療りょう養よう明けということもあり大事にはならないだろう。だが、まだ反和平派を一いっ掃そうできたわけではないし、他にも皇妃の座を狙ねらう者や私に反発する者はいるかもしれない。そういった者たちに付け入る隙すきを与あたえないよう、これからは気を付けなければならないな」

　深刻な顔をして、ヴァルトが忠告する。

　それは自分自身にも言い聞かせているようだった。

　ヴァルトが戦っているのは戦場だけではない。国を治めるためには、様々な思惑のある国内の貴族たちを従えていかなければならない。

　それを支えるのが皇妃である自分の役目なのに、足を引っ張ってしまっている。

　しかし、逆を言えば、フェルリナが努力し、皆みなに認められればヴァルトの力になれるはず。

（そうよ、まだ始まったばかりじゃない！）

　せっかく初めての公務が決まったのだから、うじうじばかりしていられない。

　フェルリナは奮起し、顔を上げる。

「はい！　わたし、この秘密を知られないように気を付けます。それで、皆さんに認めてもらえるように、祈りの儀式を成功させられるようたくさん練習します！」

「ありがとう。だが、儀式の練習は私も一いっ緒しょだからな」

　ふっと表情を緩ゆるめて、ヴァルトがぬいぐるみの頭を撫なでた。

「そうでした！　そういえば、祈りの儀式って、具体的にどんなことをするのですか？」

　皇こう帝ていと皇妃が祈りを捧ささげる、ということしかヴァルトからは聞いていなかった。

「すまない、言ってなかったか。祈りの儀式は、皇帝と皇妃が祈りを込めてダンスを踊おどるんだ」

「えっ、ダンス……？」

「どうした？」

　つい先ほどまでの勢いが、分かりやすくしぼんでいた。

　通常、令れい嬢じょうなら誰だれしもがダンスを一いっ般ぱん教養として身につけている。

　王族なら、さらにハイレベルなものをこなせて当然だ。

　しかし、人ひと質じちの王女にダンスは必要ないと言われ、ルビクス王国では何も教わっていなかったのだ。

「実はわたし……ダンスを踊ったことがないんです」

　全くダンスの経験がなく、むしろ見たことすらないなんて。

　教養がなさすぎてヴァルトに呆あきれられてしまわないだろうか──。

　フェルリナが不安に思って俯うつむいていると、「心配するな」と優しい声が降ってきた。

「どちらにしても、祈りの儀式の流れや振ふりを教える者は必要だと考えていた。普ふ通つうのダンスと似た動きも多いから、これを機に覚えるといい。やったことがないだけで、案外すんなり踊れるようになるかもしれないしな」

　ヴァルトの言葉が嬉うれしくて、フェルリナのやる気はまた膨ふくらむ。

「はい！　豊穣祭までには踊れるよう、しっかり勉強します！」

「ありがとう。祈りの儀式は、私も幼い頃ころに数度見た限りだったから、あれを自分が踊るのかと思うと……なんだか不思議な気分だ」

　そう言って、ヴァルトは苦く笑しょうを浮うかべた。

　後こう継けい者しゃ争いのせいで、ヴァルトは暗殺者に命を狙われる壮そう絶ぜつな幼少期を過ごした。

　ソーラス家の庇ひ護ご下にあっても、祈りの儀式を見に豊穣祭へ行くなんてことはできなかったのだろう。

（そっか……陛下にとっても今回の豊穣祭は特別なんだ）

　絶対に成功させなくちゃ、と胸の前でもふもふの拳こぶしを構え、フェルリナは意気込む。

　けれど、目もっ下かの問題はダンスだけではない。

「でも……ど、どうしましょう。このままじゃ、ダンスどころではありませんよね」

　元に戻る方法は分かっているとはいえ、何かの拍ひょう子しにぬいぐるみに憑依してしまうかもしれないのだ。

　頻ひん繁ぱんにぬいぐるみに憑依したり戻ったりと、そんなはた迷惑な皇妃などあり得ない。

　もし、祈りの儀式の途と中ちゅうで皇妃が倒れたりしたら──。

　豊穣祭は台無しになってしまうだろう。

「そうだな。最悪の場合は──」

　中止、という言葉が頭をよぎり、フェルリナは慌てて口を挟はさんだ。

「この問題のせいで大事な儀式を中止にしたくありません！」

　二年ぶりの豊穣祭と祈りの儀式の復活を皆が喜んでいた。

　未熟な皇妃であるフェルリナにも期待の目を向けてくれたのだから、できれば応えたい。

「あぁ。私も、中止にはしたくない。ぬいぐるみに憑依する条件が分かれば、解決策も見えてくるかもしれない。豊穣祭までに、ぬいぐるみ憑依問題をなんとかしよう」

「はい！　ありがとうございます！」

「とりあえず、まずは元に戻そうか」

　そう言って、ヴァルトはふわふわのぬいぐるみの口元に唇を寄せた。

　いきなり!?　と動どう揺ようし、フェルリナはぎゅっと目を瞑つぶる。

　しかし──。

「あの、戻って……ません」

　ヴァルトからのキスにドキドキしまくりのフェルリナだが、目を開けてもぬいぐるみのままだった。
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「な、何故なぜだっ!?」

　これにはヴァルトも驚おどろいていた。

　元に戻る方法すらも変わっているのか？

　また長期間、元の体に戻れなかったらどうしよう。

　何も分からない現状に、焦あせりが募つのる。

（わたしは、仮にもルビクス王国の王女なのに……）

　ルビクス王国は、魔ま法ほうのはじまりの国であり、魔法使い誕生の地。

　それ故ゆえに、魔法が失われた現在も、偉い大だいな魔法使いの血を引くルビクス王家のみが〝古いにしえの遺品〟に封ふうじられた魔法を扱あつかうことができる。

　どのような魔法が封じられているのか。

　その数はどのくらいあるのか。

　といった魔法に関する情報は、ルビクス王家が秘ひ匿とくしている。

　しかし、フェルリナは王女とは名ばかりで虐しいたげられて育ったため、魔法に関する知識も教養も何もない。

　そのため、自分の身に起こっているぬいぐるみへの憑依についても、どういう魔法なのか分からない。

「そういえば、ガルアド帝てい国こくの〝古の遺品〟はどのようなものなのですか？　もしかしたら、それが原因だったりしないのかなと……」

　ルビクス王国が戦争を仕し掛かけたのは、ガルアド帝国で〝古の遺品〟が発見されたから。

　もしかすると、その魔法が何か関係しているのではないか。

　ルビクス王国ではぬいぐるみに憑依することのなかったフェルリナが、ガルアド帝国に嫁とついでからこんなことになっているのだ。

「私もそれは考えたが、皇妃暗殺未遂事件の調査中、管理を厳重にしていたが、何も特別な変化はなかったそうだ」

「……そ、そうなんですね」

　ルビクス王家の血に反応して魔法が発動するのではないかと思ったが、そういえばフェルリナは結けっ婚こんしてすぐにぬいぐるみに憑依したわけでもない。

　ぬいぐるみに憑依していた期間に何も反応がなかったのだとしたら、ガルアド帝国が所有する〝古の遺品〟とは関係がないのかもしれない。

「それに、あれにどんな魔法が封じられているのか分からないんだ。もし新たな魔法に触れて、それこそ二度と戻れないなんてことになったら大変だ。我が国の〝古の遺品〟を確かく認にんするのは最終手段としよう」

　得体の知れない魔法に安易に触れない方がいい。

　だからこそ、〝古の遺品〟は誰も触れないよう厳重に保管されている。

「たしかに、そうですよね……すみません」

「大丈夫だ。きっと何か方法があるはずだ」

　落ち込むぬいぐるみを膝の上に乗せて、ヴァルトは言った。

「豊穣祭までに、憑依の条件に加えて、元に戻る条件も調べなければならないな……」

　タイムリミットは、一カ月後の豊穣祭。

　こうして、ぬいぐるみ憑依問題解決の糸口探しが始まった。
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「皆さん、ご心配をおかけして申し訳ありません」

　無事に元の体に戻り、フェルリナは侍じ女じょたちと顔を合わせていた。

　あの後、ぬいぐるみを元の体に触れさせたり、元の体にもキスをしてみたり、またぬいぐるみへキスしたり。

　色々と試ためしているうちに、いつの間にか元の体に戻っていた。

　結局、何が条件だったのかは分からずじまいだ。

　しかし今は、とりあえず元の体に戻ることができてよかったと思うことにする。

　気持ちを切り替かえて侍女たちに向き合うと、何故か皆が涙なみだぐんでいた。

「妃ひ殿でん下か、もうお加減はよろしいのでしょうか？」

「議会で倒れたと聞いて、本当に心配していたんですよ」

　自分を心から心配してくれていた侍女たちに、フェルリナの胸は熱くなる。

　リジア以外の侍女たちは、ぬいぐるみに憑依している間、一度もフェルリナに会っていない。

　ずっとフェルリナの状態が分からず、気が気でない日々を過ごしていたという。

　だから、元の体に戻って療養が明けた日には、侍女たちはフェルリナの姿を見るなり号ごう泣きゅうしていた。

　彼女たちにこれ以上心配をかけないように元気な姿を見せようと思っていたのに、早さっ速そくぬいぐるみに憑依して倒れてしまうとは。

「皆さん、わたしは大丈夫ですから、もう泣かないでください」

「皆が心配するのも無理はありませんわ。せっかく妃殿下のお姿を見られるようになったばかりでしたもの。今日の授業でも、あまりご無理はなさらないでくださいね」

　そう言って、リジアが優しく微笑ほほえんだ。

（リジアさんも、もうすっかり元気そうでよかったわ）

　リジアは、眠ねむり続けていたフェルリナの世話をすべて一人でしてくれていた。

　フェルリナを心配するあまり、食事もろくにとらず、眠れない日々を過ごしていたそうだ。

　そのため、リジアにはフェルリナが元の体に戻った時に休きゅう暇かを与えていた。

　たった一日だけしか休んでくれなかったけれど、今は顔色も随ずい分ぶん良くなっている。

　フェルリナはほっと安あん堵どの息を漏もらす。

「ありがとうございます。でも、たくさん休んでしまっていた分、頑がん張ばりたいです！」

「それでは、私は妃殿下がご無理をなさらないよう、授業中もしっかりお側そばについておりますわね」

　有う無むを言わさぬリジアの笑え顔がおに、フェルリナはぎこちなく頷うなずいた。

　昨日の貴族議会で倒れたことで、皆にはさらに心配をかけている。

　ヴァルトにも、今日の予定をすべてキャンセルにされそうになっていた。

　心配性なヴァルトを説得し、何とか予定通り授業の時間を確保したのだ。

（ダンスやぬいぐるみのことは不安だけど、豊穣祭自体はとても楽しみだわ）

　フェルリナは、当然ながら祭りなどのイベント事に参加したことがない。

　だから、皇妃としての公務だと分かっていても、どうしても祭りという響ひびきだけでワクワクしてしまう。

　ぬいぐるみに憑依する条件が分からない今、授業中に倒れてしまう可能性もあるが、フェルリナはもうこれ以上休みたくなかった。

　しっかりと授業を受けて、豊穣祭のことだけでなく、ガルアド帝国のことを知っていきたいのだ。

　絶対にぬいぐるみに憑依するものか。

　そう気合を入れて臨のぞんだのだが、教育係がまさかの人物だったので、フェルリナは思わず固まってしまった。




「妃殿下ときちんとお話しするのは初めてですね。陛下の側近を務めています、グラン゠ソーラスと申します。豊穣祭までの期間、臨時で妃殿下の教育係を務めさせていただきますので、よろしくお願いしますね」

　にっこりと柔にゅう和わな笑えみを浮かべて、グランが頭を下げた。

　ふわりとはねた金茶色の髪かみと深緑の瞳を持つグランは、陽ひだまりのようなあたたかな雰ふん囲い気きをまとっている。

　睨にらみつけた者を凍こごえさせ、圧あっ倒とうさせてしまう迫はく力りょくのあるヴァルトとは真逆のタイプの美形である。

「…………」

「妃殿下？」

「あっ、えっと……よろしくお願いします！」

　ハッとして、フェルリナは慌てて頭を下げた。

　グランとはぬいぐるみ姿で何度も会っていたため、ついぬいぐるみのフリをしていた時のように固まってしまった。

　今はぬいぐるみではないというのに。

（やってしまったわ。挨拶もまともにできない皇妃だと思われたらどうしよう）

　グランはヴァルトの側近であり、親友だ。

　おそらくフェルリナのルビクス王国での事情も知っている。

　それなのに、初対面でやらかすなんて。

　なんとか仕切り直しをしようとフェルリナは顔を上げる。

「まさか陛下の側近であるグラン様が教育係だと思わず、驚いてしまいました。ご挨拶が遅おくれて申し訳ありません。フェルリナと申します。一いっ生しょう懸けん命めい頑張りますので、ご指導のほどよろしくお願いいたします」

　緊きん張ちょうしながらも、フェルリナは改めて淑しゅく女じょとしての礼をとる。

　グランはにこにこと柔やわらかな笑みを浮かべているが、ぬいぐるみの時に感じた、正体を見み透すかしているかのような視線が忘れられない。

（何度もぬいぐるみに憑依していたら、グラン様にはいつかバレてしまうかも……）

　ぬいぐるみのことは、ヴァルトと二人だけの秘密だ。

　絶対にぬいぐるみの正体に気づかれるわけにはいかない。

　気を引き締しめておかなければ！

「そう緊張しないでください。大丈夫ですよ、妃殿下に何かあったら私が陛下に怒おこられますからね」

「は、はい……」

「それでは始めましょうか。まずは、豊穣祭の起源ですが……」

　そうして、フェルリナはグランに対して緊張を緩めないようにしながらも、しっかりと豊穣祭の起源や歴史について教わった。




　授業が終わると、フェルリナは侍女たちによって着替えさせられていた。

　夕方、庭園を散歩しようとヴァルトに誘さそわれているからだ。

　ぬいぐるみに関する作戦会議も兼かねている。

「豊穣祭の出店は、目移りしちゃうほどたくさんあるのですが、中でも私のおすすめはソーセージです！　いろんな地方のソーセージが集まるので、食べ比べをするのも楽しいですよ」

「肉料理のお店が多いですけれど、ポテト料理も美味おいしいですわ」

　ローズピンクの髪を結ゆいながら、侍女たちが豊穣祭の話をしてくれる。

　フェルリナが豊穣祭の勉強をしていることを知っているから、協力してくれているのだ。

「なるほど、やはり伝統料理といえば肉料理などが多いのですね」

「あ、もちろんワッフルやクレープといった小麦粉を使った甘いお菓か子しもありますよ！」

「たしか、小麦粉も特産品でしたよね。わたしも食べてみたいです！」

　事前に本で読んだ知識とすり合わせていく。

「妃殿下、食べ物だけではなく、テーブルウェアの出店もあるんですよ。可愛かわいい食器は見ていて飽あきませんわ」

「ガルアド帝国の食しょく卓たくはとても美しく飾かざられていますものね」

　侍女たちの話を楽しく聞きながら、フェルリナはグランから学んだことを思い出す。

　ガルアド帝国が食を大切にするのは、飢うえに苦しんだ時代があったから。

　かつて災害により大規模な飢き饉きんが発生し、作物は枯かれ果て、最終的に人々は神に祈るしかできなかった。

　今のように整えられた儀式ではなく、ただひたすら神に祈るだけ。

　生きていくための食物の恵めぐみを望んだ。

　それが、豊穣祭の始まりだった。

　国が豊かになっていくと、いつしか神への祈りが儀式となり、食への感謝を捧げる祭りとなった。

　厳しかった時代を忘れないため。食に恵まれた今に感謝するため。

（空腹はとても辛つらいもの。普通に食事をとれることがどれだけ幸せか、ガルアド帝国の美味しい食事がわたしに教えてくれたわ）

　ルビクス王国でまともな食事にありつけたことはない。

　だからこそ、ガルアド帝国のあたたかく美味しい食事に、フェルリナは感激したのだ。

　それは料理だけでなく、目を楽しませる食器やカトラリーの装そう飾しょく、食卓に飾られる季節の花、テーブルクロスの刺し繡しゅうにも。

「食器といえば、豊穣祭では絵付け皿の伝統がありますね」

　というリジアの言葉に、皆が頰ほおを染めつつ、きゃっきゃと騒さわぎ出す。

　一体どんな伝統なのだろう。

　頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべたフェルリナのために、リジアがネックレスをあてがいながら説明してくれる。

「絵付け皿というのは、陶とう磁じ器きの白い皿に絵が描かかれたものですわ。私たちガルアド帝国の民たみは皆、毎年豊穣祭の時期に家族で絵付け皿を作るんです。これからも家族が食に困ることなく、豊かに過ごせるようにと祈りを込めて。そして、その年の絵付け皿を食卓に飾って、家族皆で食事を楽しむのです」

「家族皆で……そんな素す敵てきな伝統もあるのですね」

　家族の団らんや愛情を知らないフェルリナには、とても眩まぶしく感じられる。

　フェルリナにとって、家族と言えるのは母だけだ。

　父には見捨てられているし、王おう妃ひや異い母ぼ兄姉きょうだいはフェルリナを家族とは思っていないだろう。

　家族で過ごす時間は、フェルリナがいくら望んでも手に入らなかったもの。

　自分では想像もできないけれど、皇妃として皆のかけがえのない大切な時間を守りたいとも思う。

「家族としてはそうですけれど、恋こい人びと同士ではまた違ちがったジンクスがあるのですよ」

「そうなのですか？」

「はい！　恋人同士では互たがいの絵付け皿を交こう換かんすることで、これから先もずっと一緒にいられると信じられているのです。実は、私の父は豊穣祭で母に絵付け皿を贈おくって求きゅう婚こんしたそうです。その時の絵付け皿はずっと両親の部屋に飾られていますわ」

「まあ、ロマンチックですね」

　絵付け皿は告白にも使われるそうだ。

　大切な食事をこれから先もずっと共にしたい──その想おもいを込めて絵付け皿を贈るのだという。

（わたしも、陛下に……）

　ヴァルトの顔を思い浮かべ、フェルリナの頰が赤く染まった。




　緑の芝しば生ふと生いけ垣がきにより描かれた、幾き何か学がく模も様よう。

　庭園の中心には白を基調とした東あずま屋やがあり、その周辺では色とりどりの季節の花が美を競きそい合う。

　夕暮れに染まる庭園は、どこを見ても美しい。

　フェルリナの隣となりには、クマのぬいぐるみを抱だいたヴァルトがいる。

（こうして並んで歩くのは初めてだから、緊張してしまうわ）

　ぬいぐるみの時は抱かれているのが当たり前の境地に達していたが、元の体に戻った今はそうもいかない。

　感覚がなかったぬいぐるみの時とは違い、元の体に戻れば、ヴァルトのぬくもりや匂におい、低い声、たくましい体、そのすべてを感じてしまうから。

　しかし、ここが庭園で本当によかった。

　ヴァルトを直視できなくても、花を見ていれば避さけているとは思われないだろう。

　そして、ヴァルトの方もフェルリナではなく、花やぬいぐるみばかり見ている。

　二人で散歩をしているのに、互いに目を合わせようとせず、並んで歩く姿は、護衛騎き士しや侍女たちから不思議な目で見られていた。

　このように目線も合わせず、無言が続くのは、元の体に戻ってからはよくある光景だった。

「そ、そろそろ、休きゅう憩けいしようか」

「は、はいっ！」

　二人で庭園にある東屋へと向かう。

（あの時はつぼみだったのに、もう花が開いているのね）

　白を基調とした東屋の柱には、つる薔ば薇らが巻き付いていて、ほのかに甘い香りを漂ただよわせている。

　ぬいぐるみに憑依した状態で、ランドリーメイドに洗せん濯たくされそうになった時。

　助けてくれたヴァルトは、濡ぬれたぬいぐるみを拭ふいてこの東屋で話を聞いてくれた。

　そして、体を乾かわかすためにと一緒に庭園を回ってくれて──。

（今思えば、あの頃からわたし、陛下のことが……）

　好きになっていたのかもしれない。

　誰かに恋をしたことがなかったから、気づかなかっただけで。

　思わずヴァルトに視線を向ければ、ダークブルーの瞳に囚とらわれる。

「……っ！」

　その瞬しゅん間かん、ドクンと大きく脈打つ。

　恋心を自覚しているせいで、ほんの少しの刺し激げきでも劇薬になりかねない。

　フェルリナは慌てて俯いて、ベンチの端はしっこに座る。

（やっぱり駄だ目め！　陛下の顔を見られないわ）

　ぬいぐるみから元の体に戻る時のキスだって、感覚はなくとも覚えているのだ。

　思い出すだけで、心臓が暴れ出しそう。

　ヴァルトが何かに耐たえるようにぎゅうっとぬいぐるみを抱いていたが、俯いていたフェルリナは気づかない。

　ひとしきり無言が続き、互いの頭も冷静さを取り戻したところで、ヴァルトが切り出した。

「その、なんだ、今日のところは問題なさそうだな」

「……は、はい」

　貴族議会では、キスもしていないのにぬいぐるみに憑依してしまってかなり焦った。

「あ〜、憑依の条件についてだが……やはり今までぬいぐるみに憑依してしまった時の状況を振り返った方がいいのではないか？」

　ヴァルトが視線を宙にさ迷わせながら言う。

「たしかに、そうかもしれませんね」

　最初に憑依したのは、刺し客かくに襲おそわれた時だ。

　あの時は、命の危機を感じて、痛いくらいに心臓が暴れ出すと、どういうわけかぬいぐるみに憑依していた。

　二回目は、元の体に戻ってから初めてのヴァルトとのキス。

　そして議会の時は、貴族たちに見られている緊張の中、ヴァルトに手を握にぎられたことでドキドキのピークに達したような気がする。

（ぬいぐるみに憑依する条件って、もしかしてドキドキすること……？）

　死の間ま際ぎわに感じた恐きょう怖ふ、ヴァルトへのときめき。そして、議会での緊張。

　しかし、挨拶をこなすまでは耐えられたのだから、ただ緊張するだけでぬいぐるみに憑依することはないだろう。

　貴族議会の時は、ヴァルトからの刺激が強い引き金になったのだ。

　つまりは──ヴァルトへのときめきが最大の条件!?

　今だって、彼を意識するだけで鼓こ動どうが速まる。

「何か思い当たることはあるか？」

「え……っと」

　ダークブルーの瞳に真しん剣けんに見つめられ、思わずフェルリナは視線を逸そらす。

　ヴァルトのことが好きだから、ドキドキしてしまう。

（──って、そんなこと正直に陛下に言えるわけがないわっ！）

　ヴァルトは、皇妃として、妻として、側にいてほしいと望んでくれた。

　けれど、好きだと気持ちを告白されたわけではない。

　皇妃として大事に思ってくれているのは分かるが、恋れん愛あい感情はどうなのだろう。

　ぬいぐるみの時はたくさん話しかけて触れてくれるのに、元の体に戻ったら態度が変わっているような気がする。

　しかしだからといって、初めて会った時のように冷たくされることはない。

　やはり皇妃としてしか求められていないのだろうか。

　それなのに勝手に好きになってドキドキして、そのせいでぬいぐるみに憑依するなんてヴァルトからしたら迷惑でしかない。

　フェルリナはただヴァルトの──好きな人の側にいられるだけで十分だ。

　それ以上は望まない。望んではいけない。

　そう思うのに、ほんの少し触れただけでも心臓が暴れ出してしまうから困る。

　命の危機に陥おちいる時を除けば、日常生活の中で最も気を付けなければならないのは、ヴァルトへのときめきだ。

（でも、陛下にドキドキしなくなる日なんてくるの!?）

　無理だ。会う度たびに好きが積もっていくのに、ヴァルトを前にしてときめかないなんて。

　それに、この条件をヴァルトに話すこともできない。

　だってそれは、好きだと告白するようなもの。

　だから、フェルリナはこの可能性に気づいていないフリをした。

「わ、分かりません……」

「そうか。もし何か気づいたことがあったら教えてくれ。私の方でも色々と調べておく」

「……ありがとうございます」

「そういえば、グランはちゃんと真面目に教えているか？」

「はい！　とても分かりやすく教えてくれます」

　まだ分からないことが多いフェルリナ相手にも、グランは呆れることなく丁てい寧ねいに教えてくれた。

　おかげでガルアド帝国のことをまた少し知ることができた。

　この国を知り、学ぶことは、ヴァルトに近づくということでもある。

　皇妃として皇帝を支えるためには知識が必要だから。

　ほんの少しでも学べたことが嬉しくて、フェルリナは笑みを浮かべた。

　すると、何故かヴァルトが眉み間けんにしわを寄せる。

「そんなにグランの授業が楽しかったのか……」

　まさか嫉しっ妬とされているとは思わず、フェルリナは全力で頷いた。

「はい、グラン様の授業はとても楽しいです！」

「──グランのことは名前呼び？」

「わたしが分からないところも丁寧に解説してくれるので……って、陛下？」

　説明すればするほど、ますますヴァルトの表情が険しいものになっていく。

　途中で何やら呟つぶやいていたが、授業がうまくいっていることを伝えるのに必死で聞こえなかった。

「いや、すまない。グランの授業に問題がないのならよかった」

　眉間のしわをほぐしながら、ヴァルトが言った。

　そうしてまた沈ちん黙もくが落ちる。

　だんだんと茜あかね色いろから藍あい色いろへと空が色しき彩さいを変えていく。

「あとの問題は、祈りの儀式か……」

　ポツリと呟いたヴァルトの言葉に、フェルリナはびくりと肩かたを震ふるわせた。

（わたし、陛下とちゃんと踊れるのかしら……？）

　ぬいぐるみ憑依の最大の条件がヴァルトへのときめきだと発覚したばかりの今、ダンスはかなり困難だと思える。

　それでも必ず成功させると誓ちかったのだから、なんとかしなければ。

　一人で無理難題を抱かかえ、不安と恐怖が鎌かま首くびをもたげる。

　フェルリナの顔が強こわ張ばっていることに気づき、ヴァルトが立ち上がった。

「緊張しているのは私も同じだ。だから、一緒に頑張ろう」

　そう言って、ヴァルトは抱いていたぬいぐるみの手で、フェルリナの頭を撫でた。

　柔らかなもふもふの手に撫でられて、心がほっこりする。

　お礼を言おうとして見上げると、ヴァルトの口元は緩んでいて。

　滅めっ多たに見られないヴァルトの笑顔を直視してしまい、フェルリナは息をのむ。

「っ！」

　このままではぬいぐるみに憑依してしまうかもしれない。

　必死にドキドキを耐えようとした結果、ヴァルトを責めるような目で見つめることとなった。
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　さて。公務に追われているガルアド帝国皇帝ヴァルト゠シア゠ガルアドは、人生最大の難題を抱えていた。

（ぬいぐるみの件をなんとかしようと言ったものの、一体どうすればいいんだ!?）

　和平のための人質として娶めとった王女フェルリナが刺客に襲われ、ぬいぐるみに憑依したのはひと月ほど前のこと。

　ぬいぐるみ姿のフェルリナと過ごすうちに彼女の内面を知り、その純じゅん粋すいで優しい心根に惹ひかれていった。

　反和平派の企たくらみを阻そ止しし、フェルリナも元の体に戻ることができた。

　これから、皇妃として、妻としてフェルリナとの日々をやり直せたら──そう思っていたのに。

（元の体に戻った妻、可愛すぎる……っ！）

　あまりに可愛すぎて直視できない。

　赤あか紫むらさきの大きな瞳、ローズピンクの柔らかな髪を視界に入れただけで胸が高鳴るようになってしまった。

　その上、はにかむような天使のような笑顔。

　可愛すぎか！

　クマのぬいぐるみを抱いていなければ、冷静さを保てなかっただろう。

　やはりフェルリナにはかっこいいところを見せたい。

　しかしかっこいい男とは一体？

　結局、何を話していいのか分からず、無言になり、事務連れん絡らくしかできないポンコツに成り果てている。

　それに、フェルリナもヴァルトを見た瞬間に目を逸らすし、なかなか顔を見せてくれない。

　ぬいぐるみに憑依する魔法についてはまだ解明できていないものの、ルビクス王国が仕掛けた魔法というよりも、フェルリナ自身の心に結びついているのではないかと考えている。

　だから、ぬいぐるみ憑依問題解決の糸口は、フェルリナの心に触れることではないだろうか。

　もちろんぬいぐるみ姿の彼女も最大の癒いやしではあるのだが、皇妃ではなくぬいぐるみを溺でき愛あいしていると周囲に誤解を与えてしまっている。

　貴族議会での紹介も、フェルリナの立場を確立するためだったのだが、彼女が倒れたことで、病弱だの皇妃に相応ふさわしくないだのと言っている連中がいるようだ。

　一人ひとりに睨みを利きかせていきたいが、社交界という場所はあっという間に噂に尾おひれがついて広まってしまう。

　彼らを黙だまらせるには、噂など一いっ瞬しゅんで吹ふき飛ぶように堂々と真実を突つきつけるのが一番だ。

　本当は、フェルリナ自身の努力を皆に示したい。

　グランの授業も熱心に受けているようだし、ガルアド帝国に関する本も夜遅くまで読んでいる。礼れい儀ぎ作法や食事のマナーについても、大きな問題はない。

　学んだことを素す直なおに吸収できるところは彼女の長所だ。

　ルビクス王国では学ばせてもらえなかっただけで、これから様々なことを学び、経験すれば、皇妃として立派にこの国を支えてくれると信じている。

　しかし、ぬいぐるみに憑依する原因が分からないままで公おおやけの場に出るのは危険だ。

「とにかく、対策を考えなければ！」

　そうして、眉間に深いしわを寄せ、ヴァルトは一冊の本を手に取った。

　深夜の執しつ務む室で、国の一大事かと思わせるほど深刻な表情で読んでいるものは──。

『これであなたも恋愛成じょう就じゅ！　〜気になるあの子を振り向かせるための百の法則【初級編】〜』

　今、巷ちまたで大人気の恋愛指南書である。

　これは、ぬいぐるみ憑依問題を解決するためのヒントを得ようとしているのであって、断じて自分は恋愛初心者などではない。

　もしやフェルリナに避けられているのか、と不安になったりもしていない。

　などと心の中で言い訳をしながら、ヴァルトは真剣に読み込んでいた。

（……最初は会話を大切に？　お互いのことを知りもせずにいきなり触れたり、キスをしたりするような男は──嫌きらわれるっ!?）

　あまりの衝しょう撃げきに、ヴァルトは思わず立ち上がっていた。

「な、なんということだ！　すでに失敗している場合の対処法は!?　くそ、どこにも書いていない！」

　目次を見ても、ページをめくっても、気持ちが高ぶってキスをしてしまった場合の対処法など書いていない。

　再び椅い子すに座り、ヴァルトは頭を抱えた。

（まさか、彼女がぬいぐるみに憑依するのは、私を拒きょ絶ぜつしているからなのか……？）

　冷れい酷こく皇帝として、最初はたしかに彼女を怯おびえさせていた自覚はあるが、今は大切にしているつもりだ。

　心を通わせられたと感じたのは、自分だけだったのだろうか。

　もし拒絶されていたらと思うと、立ち直れる気がしない。

（だが、私の皇妃として頑張ろうとしてくれているのは事実だ！）

　そう自分に言い聞かせ、まだ大丈夫だと心の内で唱える。

　実は、ヴァルトにとっても初めての恋なのだ。

　これまで生きてきた中で女性を疑うことはあっても、恋れん情じょうを抱くことなどなかった。

　好きな女性を喜ばせる方法も、好きになってもらう方法も、自然な距きょ離りの詰つめ方だって何一つ分からない。

　帝国を統すべる皇帝が初恋に悩なやんでいるなど誰にも知られたくはないが、一人だけ例外はいる。

「ルー、私はどうすればいいと思う？」

　フェルリナの魂が入っていないぬいぐるみを抱いて、ヴァルトは力なく問う。

　当然、その問いに返事はないが、ふわふわの抱き心ごこ地ちに癒される。

（……本当はフェルリナを……いや、駄目だ……）

　何せ、ヴァルトと目が合うだけであの反応。

　これ以上順番を間違えるわけにはいかないのだ。

　いっそぬいぐるみの時なら思いきり抱きしめられるのに──。

　しばらく癒されようとぎゅっと抱きしめていると、ノックの音もなしにグランが入ってきた。

「頼たのまれてた資料持ってきたぞ──って、今何してた!?」

「なっ、お前、急に入ってくるな！」

　慌ててぬいぐるみを椅子に座らせて、ヴァルトは抗こう議ぎする。

　その拍子に机にぶつかり、積んでいた本が何冊か落ちてしまう。

「気を付けろよ、と……ん？　何だこれ、恋愛成就？」

　すぐさまグランの手から本をひったくる。

「今見たものは忘れろ」

　落ちた本を拾ってくれたグランには悪いが、強制的に記き憶おくを削さく除じょしてもらわなければ。

　ヴァルトは絶対零れい度どの眼まな差ざしで親友を見つめる。

　しかし。

「いや、別にいいじゃん。そうだよなぁ。ヴァルトにとっては初恋だもんな」

　こういう本に頼たよりたくなる時もあるよな、などと訳知り顔で頷かれてしまった。

　穴があったら入りたい。

　長年仕事をしていなかった表情筋も、さすがに羞しゅう恥ちで歪ゆがみそうだ。

　そう言うお前はどうなんだと反はん撃げきしたいが、負けるのは目に見えている。

　愛あい想そのないヴァルトの代わりに貴族たちとの間を取り持ってくれているのはグランなのだ。

　当然、女性との付き合い方だって知っているだろう。

　それでも、妙みょうなプライドが邪じゃ魔まをして、ヴァルトの中にはグランに相談する選せん択たく肢しはない。

　ここはひとまず話題を逸らそう。

「そんなことより、二年前までの豊穣祭に関する資料は見つかったのか？」

「なんとかね。でも、先せん帝てい時代の資料は紛ふん失しつしているものも多い。管理もずさんだし、探すのが大変だったよ」
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「そうだろうな」

　予想通りの現状に、ヴァルトは淡たん々たんと頷く。

　ガルアド帝国を強くすることだけを考えていた父──先帝ゴルドーが豊穣祭などの祭事に力を注いでいたとは思えない。

　ヴァルトが皇帝に即そく位いした二年前。

　軍事に関する資料は残っていたが、民の生活に関わる資料はほとんど保管されていなかった。

　そのため、国内の情勢を把は握あくするのには随分と骨が折れた。

「はい、これ。ご所しょ望もうの祈りの儀式についての資料」

「あぁ、助かる」

　グランには、過去の豊穣祭についての資料を頼んでいた。

　ヴァルトが即位した年にルビクス王国との戦争が勃ぼっ発ぱつしたため、皇帝として祭りを取り仕切るのは今年が初めてとなる。

　豊穣祭の成功のために、ヴァルト自身もこれから色々と準備が必要だ。

　フェルリナが皇妃として立つ初めての舞ぶ台たいを整えるためにも。

　だからこうして深夜まで、睡すい眠みん時間を削けずって働いている。

　もれなくグランも道連れだ。

「でもまさか、ヴァルトが祈りの儀式を復活させるとは思わなかったよ。昔はよくダンスなんて時間の無む駄だだ〜とか言ってたのにな」

　そう言って、グランがにやりと笑う。

　グランを信しん頼らいしてフェルリナの教育係を任せたが、今いま更さらになって失敗したかもしれないと思い始める。

　グランは、フェルリナに知られたくないヴァルトの姿も知っているのだ。

「お前、彼女に余計なことを言っていないだろうな？」

　せっかく今、夫ふう婦ふとしてやり直そうとしているのに。

　グランのせいで悪い印象が強くなったらどうしてくれようか。

「そう怖こわい顔しなくても、授業は真面目にやってるから大丈夫。オレの話もすごく熱心に聞いてくれていたし。ヴァルトが言っていたとおり、一生懸命な子だね」

「当然だ。彼女の時間をお前に預けているのだから、今後も余計なことは話さず真面目にやれよ」

　フェルリナのことを褒ほめられて嬉しいのに、自分以外の男が彼女について話すことに妙な苛いら立だちを感じた。

　それに、フェルリナもグランの授業が分かりやすいと褒めていたし、名前も呼んでいた。

（私のことはずっと『陛下』呼びなのに……何故だ!?）

　思わずグランを睨んでしまったのは仕方のないことだろう。

「……というか、グランの授業では普通に話せるのか」

　ヴァルトと話す時は俯いたり、距離を置いているような素振りもたまに見える。

（くっ、やはり私が順番を間違えたからなのか!?）

　時を戻せる魔法を封じた〝古の遺品〟はないだろうか──と使えもしないのに本気で考えてしまう。

　フェルリナが初めて元の体に戻った時は、ようやく本当の彼女と向き合えた気持ちの高ぶりのままにキスをしてしまった。

　愛いとおしさが溢あふれて止まらなかったのだ。

　しかし、冷静になってみると、たしかに性急すぎた。

　とはいえ、彼女がぬいぐるみに憑依した場合、元の体に戻るために今のところ分かっている方法の一つはヴァルトのキスなのだ。

　初めて元の体に戻った時、彼女はドキドキしたからなど可愛すぎる理由を話してくれたが、それがヴァルトへの恐怖からくるものだったとしたら、なんとも悲しすぎる。

　がっくりと肩を落としていると、グランが「うわ、珍めずらしくヴァルトが落ち込んでる」と面おも白しろがっていたので、羽は交がい締じめにしてやった。

「ちょ、痛い痛いっ！　というか、妃殿下が頑張っているのは、お前のためだと思うぞ！」

「何……？」

「妃殿下はお前と一緒に豊穣祭を成功させたいから、オレの授業を真剣に受けていたんだ。分かれよ、それぐらい」

「……そ、そうか」

　自分に都合の良いい言葉だから余計に信じたくなる。

　それに、フェルリナとの関係を完全に失敗していないのなら、初級編からまだやり直せるかもしれない。

　ヴァルトが改めてぬいぐるみ憑依問題の解決法を考えようとすると、「そういえば」とグランが真剣な表情で口を開いた。

「結果として妃殿下は無害だったわけだけど、あちらさんはオレたちを舐なめてたってことだよね？」

「そうだな」

「もちろん、このまま放ってはおかないんだろう？」

「あぁ」

　フェルリナには絶対に見せられない冷たい表情で、ヴァルトは頷く。

　その胸の内では、静かに、けれどたしかに怒いかりの炎ほのおが燃えていた。

　ルビクス王国は、人質として価値のない王女を和平の象しょう徴ちょうとしてガルアド帝国に嫁がせた。

　フェルリナは、ルビクス王家の血を引いているものの、〝古の遺品〟に関する知識を一いっ切さい持たず、王女としての教養もない。

　価値のない王女であることを知れば、ガルアド帝国側が怒り、彼女を突き返す可能性だってあった。

　そうなれば和平どころではなくなる。

　それなのに、ルビクス王国側はどういうつもりでフェルリナを嫁がせたのか。

　隠かくし通せるはずもないのに。

　とはいえ、ヴァルトはもうフェルリナをルビクス王国に返すつもりはない。

　彼女から自尊心を奪うばい、貶おとしめ、傷つけてきたルビクス王家を許すつもりも。

　しかし、ルビクス王国側の真意を探さぐる必要はある。

　フェルリナがルビクス王国の王女であることに変わりはなく、無関係だと簡単に切り捨てられるものではないから。

「……ルビクス王には、和平の意志を確認する密書を送るつもりだ」

　暗に、和平を反故ほごにする気なのか──という意味を込めて。

「その返答次し第だいでは、こちらも出方を考える必要があるだろう」

「分かった。オレもルビクス王国側の情報には注意しておくよ」

「あぁ、頼む」

　すべては、ガルアド帝国とフェルリナとの幸せな時間を守るため。

　ヴァルトは気を引き締め直し、もう一度恋愛指南書を開いたのだった。
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「これから、毎日食事を共にしよう」

　というヴァルトの提案に、フェルリナは驚いて固まった。

　豊穣祭について大切な話があると言われ、皇妃の部屋で待っていたのだが。

「でも、陛下はお忙いそがしいんじゃ……」

　ヴァルトへのドキドキの抑おさえ方もまだ分かっていないのに、二人きりで食事だなんて。

　緊張して何も食べられる気がしない。

　遠えん慮りょがちにフェルリナが口を開けば、ヴァルトは「問題ない」と頷く。

「豊穣祭の勉強をするなら、実際に食べてみた方がいい」

　古くからの伝統料理に親しむことも、豊穣祭の文化の一つ。

　豊穣祭の期間中、人々は大切な人や家族と食卓を囲み、食への感謝と祈りを捧げる。

　そして、遠方に移り住んだ家族や寮りょうに入った学生など、皆が実家に集まる貴重な機会でもある。

「それに、私たちは夫婦だ。私は君と一緒に豊穣祭の文化に親しみたい」

　何故かクマのぬいぐるみを見つめながら言われたが、その言葉は嬉しかった。

（そうよね。わたしたちは夫婦だもの）

　まだ恋を知ったばかりで夫婦というのは実感があまりないが、ヴァルトとはすでに家族。

　豊穣祭の団らんは、フェルリナに縁えんのないものではなかった。

　それが分かって、なんだか胸が熱くなる。

「ありがとう、ございます。わたしも、陛下と一緒に過ごしたいです……！」

　これから食事の時間だというのに、すでにフェルリナの胸はいっぱいになっていた。

　しかし、

「ぬいぐるみ憑依問題についても、一緒に過ごすうちに原因が分かるかもしれないしな」

　という言葉にはギクリとしたフェルリナである。

　そうして、フェルリナはこの日からヴァルトと晩ばん餐さんを共にすることになった。

　もしもの時のためにすぐに対処できるよう、食事は皇妃の部屋に運び込まれる。

　準備が終わると使用人たちは皆退室したため、本当にヴァルトと二人きり。

　正確に言えば、可愛いクマのぬいぐるみが二人の間の席にちょこんと座っている。

　まるで親子三人で食事しているような微笑ましい光景に、給きゅう仕じをする使用人たちの表情が和やわらいでいたことに緊張する二人は気づいていなかった。

　テーブルに並んでいるのは、焼き立てのパンとオニオンスープ。そして、香草が香る仔こ羊ひつじ肉のソテー。

「では、いただこうか」

　感謝の祈りを捧げて、食べ始めた。

　ガルアド帝国の伝統料理と一口に言っても、地方によってそれぞれの文化は異なる。

　戦争によって領土を拡大してきた影えい響きょうで、失われた文化もあるだろう。

　ガルアド帝国の一部になることで変化したものも。

　豊穣祭は、そういった様々な歴史を経て、今もなおその地に残る伝統料理を楽しむ機会でもあるのだ。

「これは、北部地方の伝統料理だ。北部地方は仔羊の飼育が盛さかんで、仔羊肉を使った料理が多い」

　そう言って、ヴァルトは綺き麗れいに切り分けた仔羊肉のソテーを口に運んだ。

（やっぱり、陛下の所作はとても美しいわ）

　フェルリナも、ヴァルトの所作を真ま似ねてナイフとフォークを持つ手を動かす。

　人前で食事をするのはまだ緊張してしまうけれど、味も感じなかった昔とは違う。

「やわらかくて、とっても美味しいです！」

　タイムやミントといった香草の風味が、仔羊のやわらかな肉と絡からみ合う。

　ルビクス王国では、仔羊肉の料理はなかった。

　初めて食べる仔羊肉に、フェルリナは思わず頰を押さえる。

　そんなフェルリナを見て、ヴァルトの頰も緩んでいた。

「そういえば、君はどんな食べ物が好きなんだ？」

「えっ、好きな食べ物ですか……考えたこともありませんでした」

「では今、考えてみてくれ」

　ルビクス王国では食べ物の好き嫌いをしている場合ではなかったので、基本的にフェルリナは何でもありがたくいただく。

　しかし、ヴァルトがこうして真剣に尋たずねるということは。

（きっとこれは、食事を大切にするガルアド帝国の皇妃として必要なことなのだわ）

　ガルアド帝国に来て食べた料理の数々を思い出しながら、フェルリナは真剣に悩む。

「初めて食べたソーセージやハムも美味しかったです！　あと、ミルクパンやパンケーキ、それに、今食べている仔羊肉のソテーも……って、申し訳ございません、陛下」

「どうして謝るんだ」

「えっと……この国に来て食べたものがどれも美味しかったので……その、好きな食べ物を選べそうにありません……。皇妃として、このままではいけませんよね？」

「いや、我が国の料理を美味しいと感じてもらえているなら、それでいい。そこまで真剣に悩まなくても、大丈夫だ」

　食事デートでは食べ物の好き嫌いをリサーチすべし！　という会話術をヴァルトが実じっ践せん中だとも知らずに、フェルリナは悩んでいた。

　好きな食べ物一つ答えられないなんて、皇妃失格ではないのか──と。

　ヴァルトは大丈夫だと言ってくれたが、フェルリナは気が気ではない。

「あの、参考にしたいので、陛下の好きな食べ物を教えてください」

「そ、そうだな。私は、牛や豚ぶたなどのステーキをよく好んで食べている」

　城内で行う執務や謁えっ見けんだけでなく、公務で国内の視察に出ることもあれば、騎士団と手合わせをすることもある。

　皇帝として、精力的に動いているヴァルトにとって、体力をつけるためにも食事はとても重要だろう。

（皇妃として支えられるよう、陛下の好みをちゃんと覚えておきます！）

　そんなことを思っていると、ヴァルトが「そうだ」と口を開いた。

「明日からの三日間、予定通り騎士団の軍事演習を行う。少しの間城を空けるが、グランやガイヤもいるから心配ないだろう」

　今回の軍事演習は、帝てい都とから地方へ支し援えん物資を運ぶことを想定して行うという。

　以前から予定されていたことで、フェルリナも軍事演習があることは知っていた。

　しかし、実際に運ぶのは豊穣祭に関係する品物だと聞き、フェルリナは不思議に思う。

「どうして騎士団の方が、豊穣祭の品物を運ぶのですか？」

「あぁ、実は以前、豊穣祭のために地方と帝都を行き来していた荷馬車が襲われることが何度かあってな。ちょうど軍事演習の時期でもあるし、それなら騎士団が安全に運んだ方がいいだろう？　まぁ、最初は反対されたんだがな」

　ヴァルトが皇帝に即位する前に、豊穣祭の品物を騎士団で運ぶ提案をしたそうだ。

　貴族たちは騎士団がわざわざ運ぶ必要はないと反対していたが、自分たちの元に届くはずの荷物や品物が奪われてもいいのかと問えば皆が黙ったらしい。

　それに、豊穣祭はガルアド帝国にとって大切な祭りである。

　国が守らなければ、誰が守るというのか。

　ヴァルトのおかげで、国民たちは荷馬車が襲われたり、物資が奪われたりする心配をしなくて済むようになったのだ。

「陛下はすごいですね。わたしだったら、一度反対されたら諦あきらめてしまうかもしれません」

「別にすごいことではない。私一人の力ではないからな。騎士団の理解を得られなければ難しかっただろう」

　力になってくれたのは、帝国騎士団長のガイヤだという。

　ヴァルトの治世を支えている重臣の一人だ。

（それでもやっぱり、陛下はすごいです）

　きっと、戦争の功績がなくても、皆から皇帝として選ばれたのではないか。

　少なくとも、フェルリナはヴァルトのように国を想う人が皇帝であってほしい。

「あの、陛下が留守の間、わたしにも何かお手伝いできることはありませんか？」

　皇妃には、皇帝を支える役目もある。

　ぬいぐるみの時はただ側にいることしかできなかったが、元の体に戻った今なら、きっと他にも役に立てることがあるはず。

　そう思っていたのだが。

「気持ちは嬉しいが、今は豊穣祭に一緒に参加できるように頑張ろう」

　ヴァルトはフェルリナに手を伸のばそうとして──、何故か途中で方向転てん換かんしてぬいぐるみの頭を撫で始めた。

（え……っ？）

　てっきり撫でられるのは自分だと思っていた。

　そう思ってしまったのが恥はずかしいのと同時に、触れられなかったことに落らく胆たんする。

　ぬいぐるみの時は毎日抱かれていたのに、最近は触れ合うことも少ない。

（わたしも陛下に触れてほしい……って、駄目よ。ドキドキするとぬいぐるみに憑依してしまうかもしれないもの。きっと、これでいいの！）

　そうやって自分に言い聞かせながらも、ぬいぐるみをじっと見つめてしまう。

　ほんの少しのモヤモヤを残して、ヴァルトとの晩餐を終えた。
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「陛下、どうかお気を付けて」

「あぁ」

　城門前まで見送りに来てくれたフェルリナに短く返事をして、ヴァルトは周囲に睨みを利かせる。

（フェルリナが来たら、絶対にこちらを振り返るなと言っておいたのに……！）

　皇帝命令に逆らって、ちらちらとフェルリナを見ている者がいる。

　次の機会があれば全員分の目め隠かくしを準備しておこうとヴァルトは決めた。

　だが、フェルリナのことが気になるのも仕方ない。

　近この衛え騎士以外の者たちは、フェルリナの姿を見るのが初めてなのだ。

　ガルアド帝国の騎士団には、皇族の護衛任務を主とする近衛騎士隊、城内の護衛を主とする第一騎士隊、帝都を守護する第二騎士隊、有事の際に地方へ派は遣けんする第三騎士隊、医い療りょうや食事などの後方支援を主とする第四騎士隊といった部隊がある。

　地方へ支援物資を運ぶことを想定した演習のため、今回参加するのは第三騎士隊と第四騎士隊だ。

　実際に運ぶ物資は豊穣祭に関する品物で、演習ではあるものの、地方に派遣している騎士との連れん携けいや連絡手段の確保などを把握しておくためにヴァルト自らが率いていく。

（地方の様子を直接見ておきたいしな）

　ヴァルトは皇帝として即位した時から、国内の安定に力を注ぎたいと考えていた。

　しかし、ルビクス王国との戦争の事後処理もあり、地方にまで手が回っていなかった。

　ガルアド帝国による植民地支配によって国の一部となった地域は多い。

　大人しく従っているフリをして、反乱を企くわだてている者がいないとは限らないのだ。

　いつ牙きばをむくかと身構えて待つよりも、ヴァルトは積極的に関わって、知っていきたい。

　かつては敵だったかもしれないが、今はガルアド帝国の一部で、ヴァルトが守るべき民であることに変わりはないのだから。

　そう思えるようになったのは、フェルリナのおかげかもしれない。

　初めから決めつけて警けい戒かいするのではなく、本質を知ることで理解し合えることもあるのだとフェルリナの素直さが教えてくれた。

（君のおかげで、私は人を信じてもいいと思えるようになった）

　大きな赤紫の瞳と薄うすくピンクに染まる頰。

　彼女が俯く度に、ゆるく編み込まれたローズピンクの髪がふわりと揺ゆれた。

　庇護欲をそそる可愛らしい顔は、緊張して強張っている。

　それもそうだろう。フェルリナがこうしてヴァルトを見送るのは初めてなのだ。

　しかも、筋きん骨こつ隆りゅう々りゅうの騎士が大勢いる場所に。

　まさか見送りに行きたいと言ってもらえるとは思っていなかったので驚いたが、彼女が自分のために来てくれたことが嬉しい。

　しかし、まだ公の場に出たことがないフェルリナは、かなり注目を浴びてしまっている。

　騎士らの視線に萎い縮しゅくして震えながらも、彼女は逃げずに立っていた。

（愛いとしいな……）

　今すぐ抱きしめたい衝しょう動どうに駆かられるが、今は人前だ。

　それに、ヴァルトは恋愛指南書で学んだのだ。

　まだお互いの気持ちが通じ合っていないままで、距離を詰めるのはよくない──と。

　フェルリナに触れたい気持ちを我が慢まんするあまり、ヴァルトの顔は物もの凄すごい形ぎょう相そうになっていた。

　そのせいでフェルリナの緊張も増してしまい、周囲から見れば皇妃を睨む皇帝の図が完成してしまう。

「おい、陛下、妃殿下のことめちゃくちゃ睨んでないか……？」

「妃殿下も陛下を怖がっているようだし、見送りって言っても見せかけだけなのか……」

「本当だ……。やっぱり、和平のための政略結婚だし、うまくいってないのかもしれないな」

「だけど、今回の演習に妃殿下が作ったぬいぐるみは連れていくって聞いたぞ」

「もしかしたら、妃殿下との仲が冷めているから、カムフラージュのためにぬいぐるみを抱いているんじゃないか……？」

「こーら、お前たち、無む駄だ口ぐちを叩たたいてないで出発準備！」

　という隊長の声が響くと、騎士たちはキビキビと動き始める。

　そうこうしているうちに出発の時間となり、ヴァルトは愛馬に跨またがった。

「いってらっしゃいませ」

　ふと振り返った先では、フェルリナが小さく手を振っていた。

　可愛すぎるっ！　というヴァルトの叫さけびは愛馬のいななきにかき消された。
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「今回、妃ひ殿でん下かが行う祈いのりの儀ぎ式しきは、神話がモチーフになっています」

　ヴァルトを見送って、フェルリナはグランの授業を受けていた。

　今日からダンスレッスンに入るため、授業内容も儀式のことだ。

「豊ほう穣じょうの女め神がみが眠ねむり続けていた大地の神を目覚めさせ、涸かれた大地が緑を取り戻もどす──豊穣をテーマにした話です。妃殿下が豊穣の女神、陛へい下かが大地の神として祈りを込こめて踊おどることで、豊穣をもたらすシーンを再現するんですよ」

「えっ、わ、わたしが豊穣の女神を……？」

　ヴァルトならば神と言われても納なっ得とくだが、フェルリナはどうだろう。

　醜みにくいと言われ続けた自分の容姿には自信がない。

　ヴァルトやリジアは褒ほめてくれるが、民衆たちの前に出ても受け入れられるだろうか。

「妃殿下はぴったりだと思いますけど、陛下は大地の神っていうより、氷の神って感じですよねぇ。昨日だって、妃殿下のぬいぐるみに触ふれようとしただけで氷漬づけにされそうなくらい冷たい目を向けられたんですよ？」

　不安が顔に出ていたのだろう。グランが冗じょう談だんめかして言った。

　ヴァルトがぬいぐるみを抱だいてグランをけん制している様子がすぐに思い浮うかんで、フェルリナの顔にも笑えみがこぼれる。

「ふふ。でも、わたしは陛下が大事にしてくださって、とても嬉うれしいです」

　しかしすぐにハッと表情を引き締しめた。

（いけないわっ！　この調子でグランさんと話していたらボロが出るかも……）

　グランは人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気きを出しているが、かなり鋭するどく人を見ている。

　もし、ぬいぐるみ姿のフェルリナしか知らないようなことを話してしまったら、絶対に怪あやしまれる。

　失言しないように気を付けながら、フェルリナはグランの授業を受ける。

「そして、皇こう帝てい夫妻によるダンスには、祈りを捧ささげるだけではなく、もう一つの意味があります。どんなことか分かりますか？」

「……えっと、わたしが陛下と一いっ緒しょに踊ることで、ルビクス王国との和平が保たれていることを皆みなさんに示すため、とかでしょうか」

「そうですね。たしかに今回の、妃殿下に限ってはそれも正解です。ですが、根本的な意味合いとしては、皇帝夫妻の仲なか睦むつまじい様子を見せることで、この国の将来が安あん泰たいだと皆に示すためです」

「どうして、皇帝夫妻の仲が良いいと国の安泰に繫つながるのですか？」

「それはもちろん、夫ふう婦ふ仲が良いと跡あと継つぎが生まれやすいでしょう？」

　跡継ぎ。つまりはヴァルトとフェルリナの子ども。

　想像しただけで、顔に火が付いたように熱くなる。

　皇こう妃ひとして、それも立派な仕事だけれど。

　──皇妃の地位は形だけだ。人ひと質じちとしての自覚を持って過ごすがよい。

　結けっ婚こん初夜にヴァルトは現れず、あの時は人質としての役目しか求められていなかった。

　だから、知識としては持っていたはずなのに、必然的にそういうことはないのだと自分とは切り離はなして考えていたのだ。

（でも、そういえば、陛下はあの日を、夫婦生活をやり直したいって……）

　一体どこまでをやり直すつもりなのか。

　明らかに狼狽うろたえたフェルリナを見て、グランは慌あわてて言葉を付け足す。

「まあそれだけでなく、ただの夫婦ならまだしも、皇帝夫妻の仲が悪いと、下手すれば国を巻き込む争いに発展しますからね。とにかく妃殿下と陛下の仲が良好であるほど、皆が安心するということです」

「あっ、なるほど。そ、そうですよね」

　フェルリナは頷うなずいて、熱くなった頰ほおを冷ますように手であおぐ。

（そうよ。今は豊穣祭を成功させることに集中しなくちゃ）

　考えるだけで頭が沸ふっ騰とうしそうな話題は、一いっ旦たん置いておこう。

　そんなフェルリナに笑みを向けて、グランが言う。

「それに、陛下は後こう継けい者しゃ争いや戦争のせいで、帝てい都とでの豊穣祭を満まん喫きつできたとは言えませんから、今年はぜひお二人で楽しんでいただきたいですね」

「は、はい！　わたしも、陛下と皆さんと一緒に楽しみたいです」

　グランの言葉を受けて、ますます頑がん張ばろうとフェルリナは気合を入れる。

　そうして、グランの授業は今日も有意義な時間となった。




　今日から、ダンスのレッスンが始まる。

　ドキドキしてリジアと共にダンスホールに向かうが、そこには誰だれもいなかった。

「あれ？　ダンスの先生は……」

「僭せん越えつながら、私が妃殿下にダンスをお教えいたします」

　そう言ってリジアが頭を下げた。

「リジアさんが……？」

「はい。先日、陛下から祈りの儀式に関する資料を渡わたされた時は私も驚おどろきましたが、妃殿下の晴れ舞ぶ台たいのためにしっかりお教えいたしますね」

　城務めをしている侍じ女じょのほとんどは、貴族令れい嬢じょうであることが多い。

　リジアもロコット男だん爵しゃく家の令嬢で、当然ダンスは教養の一つとして身につけている。

　それに、ヴァルトが考えていた教師の条件は、豊穣祭までの短い期間で、フェルリナを害することなくダンスを教えられる、信しん頼らいできる人物だ。

　となると、すでにフェルリナへの忠誠心を持ち、支えているリジア以外に適任はいない。

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　まずはダンスの初歩から。

　基き礎そを固めたら、祈りの儀式の振ふり付けを練習。

　それから陛下と合わせる……という流れでレッスンしていく予定だ。

　あと一カ月しかないので、ダンスを見たこともないフェルリナはかなり短期間詰つめ込み型でやらなければならない。

（リジアさん、とても上手だわ）

　お手本として見せられたステップは軽かろやかで、とても素す敵てきだった。

　自分にできるのか不安はあるけれど、フェルリナもダンスを楽しめるくらいまで上達したい。

「妃殿下、それではいきますよ」

「はいっ！　よろしくお願いします！」

　ワン・ツー・スリー、とリジアの手て拍びょう子しに合わせて、フェルリナは教えてもらった通りのステップを踏ふむ。

　しかし、まだ慣れないリズムにフェルリナの体はガチガチで動きがぎこちない。

「妃殿下、次のステップに移る時に少し体のバランスが崩くずれていますので、軸じく足あしを意識してみてください」

　その度たびに、リジアが的確なアドバイスをくれる。

　何度も同じ動きを繰くり返し、体に覚おぼえ込ませていく。

（でも、もっと体力をつけないとダメだわ……）

　最近、体力をつけるために庭園の散歩をしているのに、何度かステップを練習しただけで息が上がってしまう。

　基礎ですらたどたどしいのに、もっと難しい祈りの儀式ができるようになるには相当の練習が必要だ。

「基礎練習を繰り返すことで、自然と体力・筋力をつける算段でいるので、私にお任せください」

「！　そうなのですね！　さすがリジアさんです」

　普ふ段だんから助けられているが、リジアがいつも以上に頼たのもしく見えた。

　そうして、リジアの熱のこもった指導により、基礎的なステップや動きは覚えることができた。

（陛下が戻ってきた時に、無ぶ様ざまな姿は見せたくないわ）

　皇妃の部屋に戻ってからも、フェルリナは一人で練習を続けた。




　二日後、ダンスホールにて。

　覚えたステップを思い出しながら、フェルリナはリジアの前で基礎のダンスを踊ってみる。

「問題なさそうですね。それでは、陛下と踊ることを想定して一度組んでみましょうか」

「は、はい」

　ひとまずの合格をもらい、個人練習から合同練習に変わる。

　リジアが男役をしてくれるとのことで、二人で向かい合う。

「手はここへ、顔はこちらへ向けて……」

　言われるがまま、フェルリナはリジアの手に自身の手を合わせた。

「もう少し近づいてください。もっとです」

「えっ、ダンスってこんなに密着するものなんですか!?」

　気が付けば、フェルリナはリジアの体にぴったりとくっついていた。

　腰こしには手を回されてホールドされ、身動きがとれない。

　この状態で、先ほど練習したステップなど踏めるのだろうか。

「陛下ともこうやって踊るんですよ」

「そ、そんなっ！　陛下とこんなに密着するなんて、無理です！」

　ヴァルトに触れるだけでもハードルが高いのに、まるで抱きしめられているようなこの体勢。心臓が持つ気がしない。

　想像するだけで、鼓こ動どうがどくんと跳はねた。

　それはまるで、ぬいぐるみに憑ひょう依いする瞬しゅん間かんの感覚に似ていて。

（ドキドキしたら、ぬいぐるみに憑依してしまうかもしれないのに……！）

　ダンスが上達したとして、果たしてぬいぐるみに憑依せずに儀式を終えることができるのだろうか。

「きっと、陛下がしっかりリードしてくださいますから大だい丈じょう夫ぶですわ」

　顔を青くしたり赤くしたりしているフェルリナを見て、ダンスへの不安だと勘かん違ちがいしたリジアが励はげましてくれる。

　陛下にリードされるのが問題なんです！　とは言えずに、フェルリナは頷いた。

　とにもかくにも、ダンスができなければ祈りの儀式の振り付けなど話にならない。

　フェルリナはリジアの動きに必死でついていく。

「覚えたステップを気にするあまり、私との呼吸が少しずつズレていますね。男性側のリードにもう少し体を委ゆだねてみてください」

「はい。もう一度、お願いできますか？」

「えぇ、もちろんです」

　しばらく続けて練習していると、フェルリナの体力が限界を迎むかえた。

　同じように動いていたリジアの息は全く乱れていないのに。

「どうやったらリジアさんのようにできるのでしょうか……？」

「慣れもあるかと思いますが、妃殿下の場合は余計な力が入ってしまっているのかもしれませんね。休きゅう憩けいが終わったら、次は体の力を抜ぬいてやってみましょう」

　ダンスホールに置かれた椅い子すに座り、フェルリナは乱れた息を整える。

　基礎練習をコツコツと頑張っているおかげで体力はついてきたと思うが、やはり長時間の練習は厳しい。

　それでも、体を動かすことは純じゅん粋すいに楽しかった。

「そういえば、陛下はいつ頃ごろお戻りになるのかしら？」

「夕方くらいではないでしょうか？　後で連れん絡らくの早はや馬うまが来たか確かく認にんしておきますね」

　ヴァルトが軍事演習に出発して二日が経たった。

　今日、ヴァルトが軍事演習から帰ってくる。

（早く陛下にお会いしたいわ……）

　フェルリナがソワソワしていると、不意にダンスホールに第三者の足音が響ひびいた。

「へ、陛下……っ!?　えっ、もう戻って……？」

　音がした方を見ると、クマのぬいぐるみを抱いたヴァルトが、何故なぜか無言でずんずんと歩いてくる。

　フェルリナが驚いて固まっていると、ヴァルトが真顔で目の前に跪ひざまずいた。

「きみのいるばしょなら、せかいのどんなばしょでも、かけつける」

「……えっ？」

　一いっ瞬しゅん、何を言われたのか分からなかった。

　言葉の意味は甘いものの、それを棒読みで言われたものだから、どう受け止めればいいか分からない。

（陛下、どうしちゃったの……？）

　軍事演習で何があったのだろう。

　フェルリナは心配になって、ヴァルトの顔をじっと見つめる。

　顔色は問題なさそうだが、見た目では分からない病気もある。

「陛下、もしかしてお体の具合でも悪いのですか？　ま、まさかお怪け我がを……!?」

「いや、違ちがう──もしや、伝わっていない!?　遠えん距きょ離り恋れん愛あいの愛の言葉シリーズから選んだのがまずかったのか……？」

　二日ぶりに会ったら絶対にドキドキしてしまうだろうと思っていたのに、ヴァルトの想定外の行動のおかげで変に緊きん張ちょうせずに対面することができている。

　何やら深刻そうな顔で考え込んでいるヴァルトに、フェルリナは恐おそる恐る声をかけた。

「あの、陛下……大丈夫ですか？」

「……あぁ、問題ない。それよりも、ダンスの練習は順調か？」

　何事もなかったかのように平然とした顔で立ち上がり、ヴァルトが問う。

　そんなヴァルトに戸と惑まどいつつも、フェルリナは頷いた。

「は、はい」

「それじゃあ、一緒に踊ってみよう」

「えぇっ？　でもそんな、帰ってきたばかりでお疲つかれでしょう？　わたしはまだステップを覚えたばかりですし……陛下の足を踏んだりしたら大変ですっ」

　今の状態でヴァルトとダンスの練習なんてハードルが高すぎる。

　リジアとの練習でも、何度か足を踏んでしまったのだ。

　どうにかして断ろうとフェルリナは言葉を重ねる。

　しかし、ヴァルトも譲ゆずる気はなさそうだった。

「私は大丈夫だ。ロコット男爵令嬢、皇妃の練習を見ていてどうだった？」

「妃殿下は吞のみ込みも早く、すでに基礎的なステップはマスターしております。本日、私と動きを合わせる段階に入ったところでした。普ふ通つうのダンスであれば陛下と問題なく踊れるかと思いますわ」

　澄すました顔で、リジアがヴァルトの問いに答える。

　その言葉に焦あせったのはフェルリナだ。

「そんな、わたしにはまだ無理です……っ！」

　密着しているダンスの基本姿勢を思い出すだけで、心臓が飛び出そうだ。

（リジアさんとなら平気だけど、陛下となんて……！）

　いまだにこのドキドキを治める方法が分かっていない。

　そんな方法があるのかも分からないけれど。

「ロコット男爵令嬢、少し席を外してくれ」

　ヴァルトの命めいで、リジアが一礼してダンスホールから退室する。

　壁かべ際ぎわの椅子にぬいぐるみをそっと座らせて、ヴァルトはフェルリナに向き合う。

　本気で踊るつもりなのだ。

「で、でもっ、本当にいいのですか？　もしかしたら、またぬいぐるみに憑依しちゃうかも……」

「ぬいぐるみ憑依の原因はまだ不明なのだから、やってみないと分からないのではないか？」

「いえ、あの……」

　本当のことを言えず、フェルリナは口ごもる。

「それに、ぬいぐるみになっても大丈夫だ。もうすぐ夕方だから、疲れて早めに寝ねてしまったと誤ご魔ま化かすこともできるだろう？　さあ、フェルリナ」

「ふぁっ!?」

　ヴァルトに腰を引き寄せられ、互たがいの体が密着する。

　離れていた三日間、フェルリナ成分が不足していたヴァルトは、平常時ならば絶対にできない大だい胆たんな行動をとっていた。

「どちらにせよ、今後はこうやって何度も私と踊るんだ。今から慣れておいた方がいい」

　これがダンスの基本姿勢なのだと分かっていても、あまりの距離の近さにフェルリナはパニックに陥おちいる。

（ひゃ〜〜〜〜っ！）

　腰を抱く大きな手に、きゅっと力が入る。

「フェルリナも、手を回して」

　耳元で囁ささやかれた低音に、どくんと大きく脈打つ。

　言われるがまま、ヴァルトの広い背中にそっと手を回す。

　鍛きたえ上げられた体つき。ミントのような爽さわやかな香り。
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　そして、全身を包み込むヴァルトのぬくもりを感じて、心臓が暴れ出す。

（だめ、落ち着いて、わたし……っ！）

　焦って顔を上げると、そこには当然ヴァルトの顔があって。

　美しいダークブルーの瞳ひとみに射い抜ぬかれる。

　直後、バクバクと喚わめく心臓の音がどんどん大きくなり、フェルリナの体から力が抜ける。

　やはり、ぬいぐるみに憑依する条件はドキドキだったのだ──と遠のく意識の中で確信した。




「陛下、申し訳ありません……」

　ぬいぐるみに憑依してしまったフェルリナは謝る。

　フェルリナの体は、ヴァルトがダンスホールに置いてあったソファに寝かせてくれた。

「いや、私もすまなかった。ダンスは時期尚しょう早そうだったな」

「陛下は悪くありませんっ！　それに、豊穣祭までには踊れるようにしないといけませんし……」

　ヴァルトが次の段階に進もうとしたのも理解できる。

「だが、これでもう一つの仮説が立てられる。もしかしたら、君の体に触れるか密着することが、ぬいぐるみに憑依する条件のうちの一つなのではないか？」

「……そ、そう、かもしれませんね」

　本当は、ドキドキが原因だとは言えず、フェルリナは曖あい昧まいに頷いた。

　しかしヴァルトの言うことも間ま違ちがってはいないのだ。

　ヴァルトに触れられるとドキドキしてしまうから。

（でも、このままじゃやっぱり豊穣祭でダンスなんて……）

　落ち込んで俯うつむくぬいぐるみの頭をヴァルトが優やさしく撫なでた。

「問題解決に一歩近づいたんだから、そう落ち込むな。それと、良い話がある。近々、帝都へ視察に行こうと思っているのだが、フェルリナも一緒に来ないか？」

　その言葉に、パッと顔を上げる。

「いいのですか？」

「あぁ。君にも帝都の豊穣祭準備の様子を見てほしい」

「はいっ！　ぜひご一緒させてください！」

　ヴァルトと一緒に出で掛かけられるのが嬉しくて、声が弾はずむ。

　瞳をキラキラさせるぬいぐるみを愛おしそうに見つめ、ヴァルトはふっと空気を緩ゆるめた。

「じゃあ、決まりだな。視察の予定を組んでおく」

　その言葉にフェルリナが「わーい」と両手を上げたのと同時に、リジアがダンスホールに戻ってきた。

「陛下、ソーラス様がお呼びです──って、妃殿下がまたお倒たおれに!?」

　リジアはまずソファに横たわるフェルリナを見て顔面蒼そう白はくになり、その後、不自然に両手を上げているぬいぐるみに気づく。

「フェルリナは疲れて眠っているだけだ。心配いらない」

「そうなのですか……？」

　ヴァルトはつとめて冷静に答える。

　しかしリジアの表情は晴れないままだ。ヴァルトが誤魔化そうとしてくれているのだから、フェルリナも動かないように頑張らなければ。

　そのままぬいぐるみのフリに徹てっする。

　しかし、眠る皇妃の様子を確かめているリジアが、ちらちらと送る視線は──ヴァルトを通り越こし、不自然な体勢のぬいぐるみに向いているではないか。

（リ、リジアさん!?　そんなに見ないで〜〜っ！）

　見られていると思うと、余計に緊張するものだ。

　まるで陛下にぬいぐるみ憑依がバレてしまった時のように。

　さらに、両手を上げ続けるのはなかなかに厳しい体勢だ。

　プルプルと震ふるえ始めるぬいぐるみ。

　リジアが眉み間けんにしわを寄せたその時。

「グランにはもう少し待つよう伝えてくれ！」

　リジアの視線に気づいて、ヴァルトが慌ててぬいぐるみを抱く。

　その際に、不自然に上がっていた両手も下げてくれた。

「か、かしこまりました」

　リジアはいまだにぬいぐるみを凝ぎょう視ししていたけれど、皇帝命令に逆らえるはずもなく、背を向けた。

　ようやくリジアが退室して、二人でほっと息をつく。

「ふぅ、なんとか誤魔化せたでしょうか……」

「今、妃殿下の声がしましたよねっ!?　お目覚めですか……って、あれ？」

　リジアがすぐに戻ってきてしまう。安心するのは早すぎたようだ。

　ヴァルトの腕うでの中で、フェルリナは再びだらだらと冷ひや汗あせをかく。

「ど、どうした……？」

「妃殿下の声が聞こえたような気がしたのですが……」

「気のせいだ。この通り、彼女はまだ寝ている」

「そう、ですよね……」

「はぅっ」

　ヴァルトのぬいぐるみを抱く手に力が入って、思わず声を上げてしまった。

「すまないっ！」

　そして、ヴァルトの方もぬいぐるみ相手に謝ってしまう。

「…………」

　明らかにおかしいが、何事もなかったかのようにヴァルトは無言でやり過ごそうとしている。

　しかし、リジアは皇帝相手でも食い下がった。

「実は、妃殿下のことで陛下にご報告したいことがあります」

「なんだ？」

　皇妃の専属侍女であるリジアは、ヴァルトが知らないフェルリナを知っている。

　だからこそ、この話題はヴァルトにとって聞き流せるものではない。

（えっ、リジアさん……何を報告するつもりなの？）

　対して、フェルリナは心当たりがなくて焦る。

「陛下が軍事演習に行っている間に」

　というリジアの言葉で思い出す。

　軍事演習についていけるぬいぐるみが羨うらやましい、というような言葉を漏もらしてしまったことを。

「陛下と軍事演習にご一緒できるぬい──」

「駄だ目めです〜っ！　……あっ！」

　焦ったフェルリナは、自分がぬいぐるみ姿であることも忘れて叫さけんでしまった。

　今いま更さら口元を押さえても意味はない。

　動いて喋しゃべるぬいぐるみをバッチリと見られてしまった。

　鎌かまをかけたリジアもまさかぬいぐるみが動くとは思わなかったのだろう。

　啞あ然ぜんとしてぬいぐるみを見つめていた。

　そして、これ以上誤魔化すことはできないと判断し、事情を説明することになったのだった。
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　リジアにぬいぐるみ憑依問題がバレてしまった。

　しかし、秘密を守る協力者ができたことは心強い。

　リジアが誤魔化してくれれば、倒れる度に医務官を呼ばれることはないだろうし、ヴァルトの手が離せない時はリジアがぬいぐるみを守ってくれる。

「よし、今のうちに元に戻そう」

「は、はい」

　元に戻る方法は知られたくないため、リジアには席を外してもらった。

　ぬいぐるみ姿とはいえ、ヴァルトとキスをしているところは誰にも見られたくない。

（はぅ〜〜）

　ダークブルーの瞳に見つめられ、だんだんとその綺き麗れいな顔が近づいてくる。

　ドキドキしすぎて逃にげたい衝しょう動どうに駆かられるが、しっかりと抱きしめられているので逃げ道などない。

　そして、唇くちびるが触れる──が。

「……戻って、ない……？」

　ドキドキは胸に残っているのに、どうして元に戻れないのだろう。

「やはり、憑依してすぐには戻れないのか……？」

　ヴァルトが顎あごに手を当てて考え込む。

「どういうことですか？」

「いや、遠えん征せい中に考えていたのだが、ぬいぐるみから元の体に戻るには、時間を置く必要があるのではないかと思ってな」

　たしかに先日元に戻れなかった際、元の体にキスをしたり、ぬいぐるみで触れたり、色々と試ためしているうちにいつの間にか戻っていた。

　あの時、どのくらい時間が経っていただろうか……。

「ど、どうすれば……？」

　ぬいぐるみに憑依した後、すぐには元に戻れないかもしれない。

　その上、元に戻る確実な方法はキスだと思っていたのに、それも曖昧になっている。

　このまま元の体に戻る方法が分からなくなったらどうしよう。

（今度こそ、ずっとぬいぐるみのまま……!?）

　最悪の事態を想定して、フェルリナは頭を抱かかえる。

「大丈夫だ。この前も戻れただろう？」

「そう、ですよね」

「早さっ速そく、ロコット男爵令嬢の出番だな」

　ヴァルトはぬいぐるみを抱いて、リジアが控ひかえている扉とびらに声をかけた。




　ふわふわの口元に、本日数度目のヴァルトの唇が触れる。

　しかし、フェルリナの意識はいまだにぬいぐるみの中だ。

「三十分程度では戻らないということか？　それとも、やはり元に戻る条件はキスではないのだろうか」

　こちらの胸はキスの余よ韻いんでドキドキが止まらないというのに、ヴァルトが冷静なのが悔くやしい。

　実はヴァルトの心臓もバクバクなのだが、ぬいぐるみには感じ取ることができない。

「じゃあ、また十分後に試してみよう」

　そう言って、ヴァルトはぬいぐるみの隣となりで書類を読み始めた。

　何度も執しつ務む机とフェルリナの座るソファを往復するのは時間の無む駄だだと判断したらしい。

　フェルリナが執務机に行った方がいいのでは？　とも思ったが、口を挟はさめる雰囲気ではなかった。

　フェルリナもまた本を開くが、集中できるはずもない。

　何故なら、元に戻る時間の法則を知るために十分ごとにヴァルトとキスをすることになっているのだから。

（もう、早く元に戻って……！）

　これ以上は本当に心臓が持たない。今の体には綿しか詰まっていないけれど。

　それから何度かキスを繰り返し、そろそろ一時間が経とうという頃になっても、まだ戻れない。

「なんの本を読んでいるんだ？」

　手元の書類をすべて確認し終えたのか、ヴァルトが手元をのぞき込んできた。

　ヴァルトが用意してくれた何冊かのうち、フェルリナが選んだのは伝統料理の本だった。

「えっと、ガルアド帝てい国こくの伝統料理の本を……。まだ食べたことのない料理もたくさんありますし、豊穣祭に向けて、その、少しでも知りたいと思って……」

「そうか。それなら今度の視察で食べられるものもあるだろう」

「本当ですか？」

「あぁ。君の口に合うといいのだが……」

「この国の料理はどれも美味おいしいので、楽しみですっ！」

　素す直なおな気持ちで答えると、ヴァルトが嬉しそうに目め尻じりを下げた。

「そうか」

　そっと頭を撫でられて、不意にヴァルトの顔が近づいた。

　ヴァルトの唇が、ぬいぐるみに触れる。

（ふ、不意打ち……っ!?）

　どくどく──ぬいぐるみにはない脈打つ鼓動を感じる。

　その音に強く引き寄せられて、意識が暗くら闇やみに落ちた。
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　帝都ディブールの空はよく晴れている。

　視察日和びよりの今日、フェルリナは生まれて初めて、髪かみに染そめ粉こを使っていた。

「妃殿下の可愛かわいらしいローズピンクの髪を隠かくすのはもったいないですが、茶色もとても似合っていますわ！」

「えぇ、それに、シンプルなワンピースにして正解でしたわね。妃殿下の可か憐れんさがより際きわ立だっていますわ」

　侍女たちが楽しそうにフェルリナを着き飾かざる。

　身に着けているのは、裾すそに花はな柄がらの刺し繡しゅうが施ほどこされただけのシンプルな桃もも色いろのワンピース。

　上質な生き地じであることに変わりはないが、皇妃が着るようなものではない。

　庶しょ民みん風の恰かっ好こうは、安全のために正体を隠したお忍しのび仕様なのだ。

「陛下とのデート、ぜひ楽しんできてくださいね！」

　と、侍女たちに見送られながら、フェルリナは赤い顔で馬車に乗り込む。

　皇帝夫妻のお忍びだ。当然、護衛はついている。

　しかし、デートだと言われて浮かれてしまうのは仕方がないだろう。

　──ルーとして、帝都に一緒に来たことはあるけれど。

（陛下との、初めてのデート……っ）

　帝都に向かう馬車の中、フェルリナは思わずにやけそうになる頰を押さえた。

「緊張しているのか？」

「っ……はい、少しだけ」

　照れるフェルリナの目の前には、こちらもお忍び仕様のヴァルトが座っている。

　髪は黒く染め、ラフなシャツとズボン姿ではあるが、その彫ちょう刻こくのように整った顔立ちを隠すことはできない。

　むしろ、飾り立てていない分、ありのままの美しさが全面に出ている。

（黒髪の陛下もとても素敵ですっ！）

　あまりのかっこよさに見み惚とれていたが、だんだんと視線は口元にいってしまう。

　つい先日のヴァルトのキスを思い出して、また顔が熱くなる。

　あのキス検証の結果、憑依して最低一時間は元の体に戻れないことが分かった。

　そして、元に戻る方法もキスで問題ないようだ。

　ぬいぐるみに感覚がないとはいえ、ヴァルトとのキスは記き憶おくに鮮せん明めいすぎるほど残っていて、心臓が暴れ始める。

　初デートなのに、ここでぬいぐるみに憑依するわけにはいかない！

　フェルリナは直視できないヴァルトから目を逸そらす。

　向かい側に座るヴァルトの膝ひざの上には、見慣れたクマのぬいぐるみが鎮ちん座ざしている。

　リジアという協力者もいるし、ぬいぐるみはお留守番でもいいのではないかと提案したのだが、万が一があるかもしれないとヴァルトは譲らなかった。

　片時も放したくないほど、ヴァルトはぬいぐるみを溺でき愛あいしている。

　そのことは嬉しいのに、少しだけモヤっとしてしまう。

　フェルリナはこれ以上余計なことを考えないよう、今度は意識を馬車の外に向けた。

　真っ先に目に入ってきたのは、赤レンガ屋根の街並み。

　家々の間にはカラフルな布が吊つり下げられ、窓辺には可愛らしい模様が描えがかれた平ひら皿ざらが飾られている。

　まだ準備期間とはいえ、すでにお祭りムード漂ただよう帝都にフェルリナは大興奮だった。

「陛下、見てくださいっ！　あれが絵付け皿ですよね？　とっても可愛いです！」

　馬車の窓越しに見えたものを指差して、フェルリナは弾む声でヴァルトに言った。

　しかしすぐにハッとして、きちんと座り直す。

「……申し訳ありません。わたし一人ではしゃいでしまって」

「どうして謝る？　ここには私しかいないんだ。それに、君のおかげで豊穣祭を心から楽しめそうだ」

　ヴァルトは暗殺者から身を守るためにソーラス家の庇ひ護ご下に入り、十八歳からは戦場に駆り出されるようになった。

　祭りを楽しむ暇ひまもなかったとグランからも聞いている。

　切なさに胸が締め付けられたが、ヴァルトの表情は穏おだやかだった。

　もし本当にフェルリナと一緒にいることで楽しんでもらえるのなら嬉しい。

「だが、こうして見ると懐なつかしいな」

　そう言って、ヴァルトも馬車の外に目を向けた。

　家の窓辺には、大小様々な絵付け皿が飾られている。

「ソーラス家にいた頃は、毎年絵付け皿を作っていた。私は絵の才能が全くなくて、グランによく笑われていた。あいつは何でも器用にこなすから、腹立たしかったことを覚えている」

「素敵な思い出ですね」

　ヴァルトの幼少期が悲しい記憶ばかりでなくてよかった。

　フェルリナの言葉に、ヴァルトは少し照てれ臭くさそうに頷いた。

「まぁ、そうだな。これからは、君との思い出も作っていきたい」

「陛下……っ！　ありがとうございます」

　ヴァルトの言葉に感激して、フェルリナは満面の笑みを浮かべる。

　誰かと思い出を作るなんて、考えたこともなかった。

　そんなフェルリナに思わず触れてしまいそうになったヴァルトだが、慌ててパンと両手を叩たたいて誤魔化した。

「っそうだ！　今日はお忍びなのだから、呼び方も変えなければな」

「呼び方、ですか……？」

「あぁ。街中で『陛下』と呼ばれたら、お忍びの意味がなくなるだろう？」

「そうでした！　では、何とお呼びすればいいのでしょうか」

　フェルリナとしては、こうして外に出かけること自体が初めてなので、お忍びがどのようなものかも分かっていない。

　ヴァルトに恥はじをかかせないようちゃんと学ばなければ！　と真しん剣けんに尋たずねる。

　わざとらしく咳せき払ばらいをした後、ヴァルトは真顔を作って言った。

「そうだな……私のことは、『あなた』と呼ぶのはどうだ？　夫婦では、夫のことをそう呼んだりするらしい」

「わ、分かりました」

　夫婦の呼び方だと聞いて照れてしまうが、自分たちも一応夫婦だ。

　妻として、夫を呼べるようにならなければ。

「君のことは、『リィナ』でいいか？」

「は、はい」

「では、馬車が停とまるまで練習しよう」

　そう言って、ヴァルトは低く優しい声でフェルリナを愛あい称しょうで呼ぶ。

「リィナ」

　ダークブルーの瞳が、フェルリナを映した。

「ひゃいっ」

　思っていた以上に愛称の破は壊かい力はすごかった。

　そんなフェルリナの反応を見て、ヴァルトはなんだか楽しそうだ。

「次は、リィナの番だ」

「…………」

　何度か口を開けるものの、気き恥はずかしくて声にならない。

「『あなた』が無理なら、私を名前で呼ぶ練習もしてみるか？」

「そ、それはもっと無理です……っ！」

「そうか。それなら、名前呼びは城に帰ってからにしよう」

　フェルリナがグランの名前を呼んでいることに、ヴァルトは強い対たい抗こう心しんを燃やしていた。

　一方、フェルリナはこれもぬいぐるみ憑依問題解決のためかもしれないと思い込む。

（そうよね……名前を呼び合うだけでドキドキしていたら、いつまで経っても陛下とダンスなんて踊れないわ）

　ヴァルトにときめきすぎないように、彼への耐たい性せいをつけておく必要がある。

　そのためには、ドキドキする場面を数多くこなさなければ。

　フェルリナは覚かく悟ごを決める。

「あ、あなた……？」

　羞しゅう恥ちに震えながらも、なんとか口にした。

　しかし、その直後ヴァルトがぎゅう〜っとぬいぐるみを抱きしめ始めた。

　かなり苦しそうである。

　今、ぬいぐるみに憑依しているわけではないが、他人ごととは思えない。

「…………ぐっ、堪こらえるんだ！」

　ヴァルトの眉間には深いしわが刻まれ、鋭い眼光の迫はく力りょくが増している。

（もしかして、わたしがちゃんと呼べなかったから……？）

　機き嫌げんを損そこねてしまったのかもしれない。

　反省したフェルリナは、心の中で『あなた』と呼ぶ練習を繰り返すが、やはり目の前のヴァルトに声をかける勇気は出なかった。

　結局、一回しか呼ぶことができないまま、馬車は目的地に到とう着ちゃくする。

　御ぎょ者しゃによって扉が開かれ、先にヴァルトが降りる。

　皇帝がぬいぐるみを抱いていることは帝都中に知られているため、ぬいぐるみは馬車の中にお留守番だ。

　馬車に残る護衛もいて、ぬいぐるみの守りも万ばん全ぜんである。

「では、行こうか」

　ヴァルトはフェルリナに手を差し出して──一いっ拍ぱくの後、その手を引っ込めた。

「すまない……自分で、降りられるか？」

「あ、はい。大丈夫です！」

　動きやすいワンピースだったため、フェルリナは軽やかな足取りで馬車を降りる。

　元々、フェルリナにはエスコートをされた経験がない。

　だから、ヴァルトが差し出しそうとした手の意味すらよく分かっていなかったのだが、御者や護衛騎き士したちはぎょっと目を見開いていた。




「わぁ……っ！　近くで見ると、もっと素敵ですね」

「あぁ、帝都を彩いろどっているあの布はテーブルナプキンだな」

　フェルリナの視線の先を追って、ヴァルトが解説する。

（よかった。陛下は怒おこっていたわけではないみたい……？）

　馬車の中では気まずい雰囲気が流れていたが、街に出てみると普通に話すことができていた。

　しかし、ヴァルトとの距離は遠い。

　両りょう腕うでを広げてようやく届くぐらいの距離で、二人の間を通り過ぎていく人たちもいる。

　デートとは言えない距離感ではあるが、フェルリナは初めて自分の足で歩く帝都に興奮していた。

「あんなに素敵な色合いのテーブルナプキンは初めて見ました！　絵で見るよりもずっと綺麗です！」

　飾りつけられているテーブルナプキンは、赤や黄、青、緑といったカラフルなものばかりだ。

　カラーバリエーションだけでなく、花模様が描かれたものもあり、見ているだけで楽しい。

　豊穣祭の伝統文化についてはグランからは教わっていたし、この光景を描いた絵も見せてもらっていた。

　それでもやはり、実際に自分の目で見て感じるのとでは全然違う。

「普通、祭りでは三角旗フラッグを飾ったりすることが多いが、この国では食文化を大切にしているから、食しょく卓たくに結びつきの強いテーブルナプキンを染めて飾るようになったんだ」

　ガルアド帝国に嫁とつぐ前は、戦いくさばかりの野や蛮ばんな民族だと聞かされていたけれど、こんなにも美しい文化を持っている。

　たしかに武器を製造するための製鉄技術も優すぐれているが、だからといってガルアド帝国の民たみが皆、争いを好んでいるわけではないだろう。

　先せん帝ていの時代は違ったようだが、ヴァルトは戦争など望んでいない。

　そして、フェルリナは未熟ながらも、そんなヴァルトの治世を支えたいと心から思う。

　ちらりとヴァルトに視線を向けると、彼もまたフェルリナを見つめていた。

　ばっちり目が合ったことに驚くが、ヴァルトはすぐに街並みへと視線を向ける。

「今でこそ豊穣祭の主しゅ催さいは国だが、元々は民から始まったものだ。彼らが自由に楽しめるように、私も力を尽つくしたい」

「わたしも、一いっ生しょう懸けん命めい頑張ります！」

「あぁ、期待している」

　ヴァルトの言葉に、フェルリナの鼓動が跳ねた。

　何の価値もないと蔑さげすまれて生きていた人生で、誰かに期待されるのは初めてだった。

　胸がじわじわと熱くなる。

　今なら、どんなことでもできそうな気さえしてくる。

　絶対に陛下の期待に応えたい！

　フェルリナが内心で拳こぶしを上げたところで、豊穣祭の中心となる帝都広場に着いた。

「豊穣祭の初日は、あの大聖堂前が儀式の舞台になる」

　広場から大階段を上った先にある大聖堂は、帝都に鐘かねの音を響かせる大鐘しょう楼ろうを中央に、二つの尖せん塔とうが左右対たい称しょうにそびえ立つ。

　そして、大聖堂の正面扉前には、広場に向かってバルコニーのように飛び出したスペースがある。

　バルコニー部分は、建設当初より屋外の儀式の場として使えるよう設計されているため、劇場の舞台と同じだけの広い面積を持つ。

（あの場所で、わたしは陛下と踊るんだ……）

　隣に立つヴァルトをちらりと見上げて、フェルリナは興奮にも近いドキドキを感じていた。

「実際に舞台となる場所に立ってみるか？」

「はいっ！」

　フェルリナは笑え顔がおで頷き、ヴァルトの背についていく。

　大聖堂と階段はすべてクリーム色の大理石によって造られており、荘そう厳ごんでありながら柔やわらかな印象を与あたえる。

　大聖堂を飾るステンドグラスや優美な彫刻の数々には、思わず見惚れてしまう。

「リィナ、足元に気を付けて」

　ヴァルトはフェルリナを時折気にしながら、大階段を上っていく。

　階段を上ると、セリス大聖堂の大きな正面扉がドーンと構えていた。

　正面扉を背に、バルコニーから広場を見下ろす。

「階段と扉はすべて封ふう鎖さするとして、他に特別な措そ置ちが必要な場所は……」

　ヴァルトが当日を想定して、真剣な表情で警備体制や騎士たちの配置を考えている。

　豊穣祭準備で人の出入りも激しく、今日は皇帝夫妻が視察に訪おとずれるということもあって、見回りの騎士たちの姿も多く見られた。

　お忍びデートだと浮かれていたが、これは豊穣祭のための視察なのだ。

　背筋を伸のばして、フェルリナも顔を上げてバルコニーから広場を見み渡わたしてみる。

　広場を囲むように柱ちゅう廊ろうがあり、そこでは人々が出店の準備をしていた。

　露ろ店てんを組み立てたり、品物が入った箱を運んだり、飾りつけをしたり。

　晴れやかな顔で作業をしている人たちを見て、フェルリナの顔にも自然と笑みが浮かんでいた。

「舞台の下見も済んだことだし、少し観光でもしようか」

「はいっ！」

　帝都ディブールは、高い城じょう壁へきに囲まれた城じょう塞さい都市だ。

　幾いく度ども戦争を繰り返してきた歴史の中で、この帝都も戦火にのまれたことがある。

　その度に守りを固めてきたため、今では帝都そのものが難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいだと周辺国に噂うわさされている。

　しかしそれだけの守りがあるからこそ、民たちは安心して暮らせるのだろう。

　そんな帝都ディブールの観光地といえば、セリス大聖堂と帝都広場、そして商業地区クアラだ。

　クアラ地区は、南にあるセリス大聖堂から、北にまっすぐ帝都を縦断するように延びている。

（どんなお店があるのかしら……！）

　フェルリナは、ワクワクしながらヴァルトと共にクアラ地区に足を踏み入れた。

　この辺りも、豊穣祭のための飾りつけの準備が進んでいて、絵付け皿や色とりどりのテーブルナプキンが街を彩っていた。

　真っすぐ延びた大通りには、飲食店や服ふく飾しょく店、手芸店など様々な店がある。看板の数だけでも相当なものだ。

　そして、通りを歩く人の数も多い。

　豊穣祭本番に向けて、宣伝用のチラシを配っている人もいる。

　人混みの中、フェルリナが躊ちゅう躇ちょしていると、ヴァルトがさっと目の前に立って先導してくれた。

　本当は隣を歩きたかったフェルリナだが、大人しくヴァルトの広い背についていく。

「どこか気になる場所があれば言ってくれ」

「はいっ！」

　前方から聞こえるヴァルトの声に、フェルリナは大きく頷いた。

　きょろきょろと通りを見回していると、一ひと際きわ人だかりができている店があった。

「なんだか甘い匂においがしますね……っ！」

「あれは、ワッフルの店だな。たしか、クアラ地区の中でも人気の店だとか。食べてみるか？」

「はい！　食べてみたかったので、とても嬉しいですっ！」

　甘くて優しい香りに、フェルリナは目を輝かがやかせた。

　ワッフルを求める列の最さい後こう尾びに並び、フェルリナはワクワクしながら順番を待つ。

　並ぶために、自然と二人は肩かたがぶつかるくらいの距離に近づいていた。

（楽しみだわ！　どんな味なのかしら）

　侍女たちもワッフルが美味しいと話していたし、ガルアド帝国でよく食べられている家庭的なお菓か子しだと本で読んだ。

　城でもたくさんのお菓子やデザートを用意してくれるが、実はまだワッフルは食べたことがなかった。

　ガルアド帝国は農業よりも酪らく農のうが盛さかんで、食事には肉料理が多い。

　燻くん製せい肉やソーセージ、ハムなどの加工食は一いっ般ぱん家庭でもよく食べられている。

　また、広大な平地と温暖湿しつ潤じゅんな気候により、小麦やライ麦の栽さい培ばいも盛んだとか。

　ワッフルの主な材料は、小麦粉。

　小麦粉を使ったお菓子の種類が多いのも、ガルアド帝国の特とく徴ちょうだ。

　そして、この店の看板にはでかでかと『グラパレス産のバターとミルク使用！』と書かれていた。

「グラパレス王国は、バターとミルクが有名なのですね」

　以前ヴァルトから聞いたグラパレスの雪山の話を思い出した。

　グラパレス王国は、大陸の最北に位置し、現在はガルアド帝国の属国となっている。

「あぁ。グラパレスの地は、冬は凍こごえるほど寒く、夏でも涼すずしい気候だ。我が国と同じで、いやそれ以上に作物を育てるには向かない地だ。だからこそ、酪農が盛んになったんだ。乳牛は暑さに弱いしな」

「そうなのですね」

　ひんやり涼しい気候の中で乳牛が育っている様を想像して、フェルリナは笑みを浮かべた。

「グラパレスのミルクは濃のう厚こうで甘さもあるから、菓子との相あい性しょうもいいだろう」

「ますます食べるのが楽しみですっ！」

　ヴァルトと話しているうちに、あっという間に順番は回ってきた。

　豊富なメニューを前に悩なやんだ結果、店主のおすすめをいただくことにする。

　豊穣祭のために考案された、食べ歩き用のワッフル。

　近くに空いたベンチを見つけ、二人で座る。

「これは、どうやって食べればいいのでしょう……？」

　可愛い花柄の包装紙から顔を出すワッフルを見つめ、フェルリナは首を傾かしげた。

　今まで習った食事作法の中で、こんな形で出された料理はなかった。

　早く食べたいのに、食べ方が分からずに戸惑う。

「食べ歩き用だからな。難しく考えずに、このまま食べればいい」

　そう言って、ヴァルトは手に持ったワッフルにがぶりとかじりついた。

（えっ？　そんな豪ごう快かいな食べ方をしてもいいの？）

　はしたないと思われないだろうか。

　カトラリーなどを使わず、そのままかじりついたことに、フェルリナは驚く。

「ほら、リィナも。美味うまいぞ？」

　ヴァルトに促うながされ、ためらいながらもフェルリナは両手でそっとワッフルを支えて、小さく一口食べた。

「……ん〜っ！　ほんのり甘くて美味しいです！」

　もっちりした生地に練り込まれた濃厚なバターの風味が口いっぱいに広がる。

　外側には砂糖がまぶされていて、シャリシャリとした食感が楽しい。

　甘さもちょうど良く、これならいくらでも食べられそうだ。

　夢中になってフェルリナが頰ほお張ばっていると、ヴァルトの視線を感じた。
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「……もしかして、わたしお行ぎょう儀ぎが悪かったですか？」

　最初の一口は気を付けていたのに、あまりに美味しくて、がっついているように見えたのかもしれない。

　フェルリナは恥ずかしくて俯く。

「いや、そうじゃない。ただ……」

　そこで言葉を区切り、ヴァルトは真顔で口を開く。

「きみを、むちゅうにさせる、ワッフルが、うらやましい。どうか、ぼくのこともみてくれないか……？」

　と言いながらも、ヴァルトはフェルリナではなくどこか遠くを見ている。

　用意された台詞せりふを読んでいるかのような、片言で感情のこもっていない声にフェルリナは戸惑う。

　それに、ヴァルトは自分のことを「僕」と言ったことはない。

　ついさっきまで普通だったのに、一体ヴァルトはどうしてしまったのか。

（もしかして、お忍びのための演技……!?）

　きっとそうだ。周りには人がいる。

　いくら変装しているからといって、皇帝であるヴァルトに気づく人がいないとは言い切れない。

　そのために、言動も変える必要があるのだろう。

　しかし、フェルリナは演技など初めてだし、どうすればいいのか分からない。

「す、すみません。わたしったら、そこまで気が付かなくて……」

「……なっ!?」

　──口説き文句の選定をミスったのか!?

　口元を押さえて、ヴァルトが何やら呟つぶやいているが、絶賛反省中のフェルリナは気づかなかった。

　そんな時、近くを通りかかった女性たちの楽しそうな会話が聞こえてくる。

「えっ、絵付け皿を作っているの!?」

「そうよ。私ね、今回の豊穣祭に賭かけているの！　絶対に、彼に振り向いてもらうんだから」

「せっかく豊穣祭が復活したものね。あたしも勇気を出して告白してみようかな」

　どんな絵え柄がらや材料を使うのか、きゃっきゃと話しながら、女性たちは遠ざかっていく。

　告白する時に絵付け皿を贈おくる風習があることは、侍女たちから聞いていた。

（すごいなぁ……告白なんて、わたしには無理だわ）

　いくら好きでも、告白するのはやはり怖こわい。

　だって、相手は自分のことを好きではないかもしれないし、好きだと伝えても、好きになってもらえるかは分からないのだ。

　今の関係性が崩れてしまう恐きょう怖ふもある。

　そんな危険を冒おかしてまで、自分の気持ちを伝える勇気はフェルリナにはなかった。

　それに、ヴァルトへの恋こい心ごころがドキドキに拍はく車しゃをかけてしまう。

　まずは、ぬいぐるみに憑依しないように心を落ち着けなければ。

　顔を上げれば、ちょうどダークブルーの瞳と視線がぶつかった。

「他に何か見たいものや欲ほしいものはあるか？」

　ヴァルトの問いに、フェルリナは考え込む。

　これまでフェルリナの希望を聞かれることはなかったし、欲しいものが与えられたことがなかったため、物欲はあまりない。

　フェルリナが考え込んでいると、ヴァルトが苦く笑しょうを漏らす。

「そんなに悩ませるつもりではなかったのだが。そうだ、リィナは裁さい縫ほうが好きだったよな？」

「はい」

「じゃあ、手芸や裁縫の店に行ってみようか」

　ヴァルトの提案で、クアラ地区の手芸店へと足を運んだ。

（わぁ……素敵な色ばかり！）

　案内された手芸店は裁縫道具や生地の取り扱あつかいも多く、何より刺繡糸の種類が豊富だった。

　しかし、店内の目立つ場所に置かれているのは無地のテーブルクロス。

　それも、豊穣祭期間限定の特別価格だと書かれている。

「たしか、テーブルクロスに願いを込めて刺繡をする風習もあるのですよね？」

　グランの授業で学んだことを思い出し、フェルリナはヴァルトに尋ねる。

「あぁ。テーブルナプキンは食卓を彩るものだが、料理が運ばれていない食卓の主役はすべてをまとめるテーブルクロスだ。テーブルクロスはずっと食卓を守るものだから、それぞれの思い出や願いを込めて刺繡をするんだ」

　無地のテーブルクロスしか売っていないのも、刺繡糸の種類が豊富だったのも、これから刺繡をするため。

　無地から始めて、思い出が増えていくごとに刺繡を増やす家庭もあるのだとか。

「ガルアド帝国には素敵な伝統がたくさんありますね」

　染めを楽しむテーブルナプキンや絵付け皿も素敵だが、フェルリナにはテーブルクロスの見た目は派手ではないが、思いの込められた伝統にとても惹ひかれた。

（陛下も思い出を作っていきたいと言ってくださったし……）

　密ひそかに決意をしながら、フェルリナは真剣に刺繡糸を選んでいく。

　目に留まったのは、綺麗な青色の刺繡糸。しかし、その近くにも似たような青があるが、価格が違うことに気づく。

（これは百オーアなのに、こっちは二百オーアだわ。あ、使っている染せん料りょうが違うのね）

　嫁いできたばかりの頃は分からなかった通貨の価値も、今なら少しは分かる。

　同じようなものでも、質によって価値は全く違う。

　ぱっと見で分かるものもあれば、分からないものもある。

　高貴な者たちは、その価値を見み極きわめる審しん美び眼がんを備えているのだとか。

　フェルリナには良いものと悪いものの区別はまだつかないが、少しでもその差が分かるようになりたい。

「気になるものがあれば、遠えん慮りょせずに言うように」

「は、はい！　ありがとうございます」

　結局、フェルリナが自分で選んだ糸は片手に収まるほどだったのだが、ヴァルトが刺繡糸や道具を買い揃そろえていたことを後から知ることになる。

　次にカラフルで可愛い食器のお店を見つけて入ろうとした時、騎士が何やらヴァルトに耳打ちした。

　みるみるうちにヴァルトの顔が険しくなっていく。

「すまない。豊穣祭準備の関係でトラブルが起こったようだ」

　豊穣祭は国をあげての大切な祭りだ。

　当日無事に開かい催さいするためにも、準備段階で問題は解決しておいた方がいいだろう。

　それに、フェルリナは十分楽しんだ。

「わたしのことはお気になさらず、行ってください」

「すぐに解決して戻ってくるから、馬車で待っていてくれるか？」

「はい」

　フェルリナが頷くと、ヴァルトは足早に立ち去った。

　その背を見送ってから、フェルリナは護衛騎士たちについていく。

「飾りが届いたわよ〜！」

「こっちにもちょうだいっ！」

「その飾りはそっちだ」

　馬車まで戻る道すがら、街の飾りつけをしている人たちがいた。

　どんな風に飾られるのかが気になって、フェルリナは歩きながら周囲をきょろきょろと見回す。

「ねぇ、誰かこの紐ひも取ってくれない？」

　建物の二階から女性が顔を出すが、皆手がふさがっているようだった。

　フェルリナは困っている女性のもとへ駆け寄よる。

「あの、これをどうすればいいですか？」

　女性が二階から垂らした紐を握にぎって、フェルリナが問う。

　護衛騎士たちが駆け寄ってこようとしたが、首を横に振って止めた。

　女性は突とつ然ぜん現れたフェルリナに驚いたようだったが、すぐに指示を出す。

「ゆっくり引っ張ってもらえるかしら？」

「はいっ！」

　紐には、カラフルなテーブルナプキンが等とう間かん隔かくでつけられていた。

　建物間を横断できるだけの長さがある。

「反対側で同じ作業をしている人がいるから、その人に渡して頂ちょう戴だいね」

　言われた通り、フェルリナは慎しん重ちょうに紐を引いていく。

　たくさんのテーブルナプキンをぶら下げた紐は意外と重かったが、なんとか反対側にいた男性へ引き継つぐことができた。

「ありがとう、親切なお嬢じょうさん」

　ひと作業終え、男性はにこりと笑みを向けてくれた。

「あの、もしよかったら他にもお手伝いさせてください！」

「え？　いいのかい？」

「はい。もう用事は済んだので、ちょうど街の手伝いに出てきたところだったんです」

　侍女たちから、帝都などの飾りつけは街の皆で協力して行うということも教えてもらっていた。

　今のフェルリナは、お忍び仕様だ。

　町まち娘むすめに見えているはずだからと思い切って手伝いを申し出てみる。

「ありがとう。助かるよ」

　そして、何度か同じ作業を繰り返していると、途と中ちゅうからは騎士たちも手伝いに交じっていた。

　上を見上げると、ひらひらと色とりどりの布が舞まう。

「リィナちゃん、手先が器用なのね！」

「あ、ありがとうございます！」

　紐にテーブルナプキンを取り付ける作業にもお邪じゃ魔ますることになり、フェルリナは一つずつ丁てい寧ねいに結びつけていた。

「私ね、もしかしたら今年も豊穣祭は中止になるかと思っていたの」

「えぇ、あたしもよ。だから、こうして前みたいに皆で準備できるのが楽しいわ」

「今年は以前よりも盛せい大だいに祭りを行うらしいって聞いたぞ」

「祈りの儀式も復活するんでしょう？」

「戦争が終わって、ようやく落ち着いてきたものね」

　フェルリナの耳に、一緒に作業している人たちの会話が聞こえてきた。

　ルビクス王国との戦争は、ガルアド帝国が勝利した。

　しかし、戦争はどちらか一方だけが無傷でなんていられない。

　帝都の民にとっても、戦争の影えい響きょうは大きかったはずだ。

　だからこそ、皆に日常を取り戻していってほしい。

　今回の豊穣祭も、日常の一つだ。

「そういえば、あのルビクス王国から嫁いできた皇こう妃ひ殿でん下かも、豊穣祭に参加されるのよね？」

　自分の話題が出て、フェルリナはドキッとする。

「まだお顔を拝見していないから何とも言えないけれど、どんな方なのかしら……？」

「全く公務をされていないとか、陛下に失礼な態度をとって怒られることばかりだって聞いたわ」

「あっ、魔ま法ほうで陛下を惑まどわせている、とかいう噂もあったわね」

「元々いい噂も聞かなかったものね〜」

　公務をしていないのは事実だ。ぬいぐるみの件ではヴァルトに迷めい惑わくもかけている。

　そして、元々の噂というのは贅ぜい沢たく三ざん昧まいだった姉王女たちのことだろう。

（やっぱり、わたしは皆さんに受け入れられていないのね……）

　フェルリナはずーんと落ち込む。

「まぁでも、豊穣祭で祈りの儀式が見られるのは皇妃様が嫁いできたおかげじゃない？」

「そうね。それに、私たちにとっては豊穣祭を楽しめたらそれでいいもの」

「また中止にならないよう祈るばかりだわ」

　その言葉には、フェルリナは思わず口を挟んでいた。

「大丈夫です！　絶対に、中止になんてなりません！」

　ヴァルトが豊穣祭開催に力を入れているから。

（わたしも、祈りの儀式を成功させてみせます！）

　ここで正体を明かすわけにはいかないので、心の内で宣言する。

「ふふ。リィナちゃんも、豊穣祭を楽しみにしているのね」

「はい。実は、わたしは豊穣祭に参加するのが初めてなので、今こうして皆さんと作業できていることも、とても楽しいです！」

　まっすぐなフェルリナの言葉と笑顔に、思わずきゅんとしたのは男性だけではなかった。

　しかし、本人は無自覚なので、にこにこと嬉しそうに作業を続けていた。

　しばらくすると、

「リィナ」

　聞き間違えるはずのない、愛いとしい声がフェルリナを呼ぶ。

「迎えに来た」

「へっ……じゃなくて、あ、なた」

　皆の視線がヴァルトへ注がれる。

　そして、フェルリナが『あなた』と呼んだことで、女性たちが騒さわぎ出す。

「えっ、リィナちゃんって人妻だったの!?」

「しかも、旦だん那なさんめちゃくちゃイケメンじゃない！」

「リィナちゃんも可愛いし、何この夫婦！」

「どんな馴なれ初そめだったのかしらね？」

「気になる〜！」

　などと色めき立つ女性たちに、フェルリナはたじたじである。

「ねぇ、どっちから告白したの？」

　一人の女性が野次馬根こん性じょうを出して嬉き々きとして突つっ込んできた。

「こら。リィナちゃんがあんたみたいな肉食系女子に見える？　旦那さんからに決まってるでしょう」

　その言葉に、フェルリナもヴァルトもぴしりと固まった。

　彼女たちも、まさか皇帝夫妻にとんでもない爆ばく弾だん発言をしたとは思っていないだろう。

（陛下はわたしのこと、どう思っているのかな……）

　考えないようにしていたけれど、やはり気になる。

　ヴァルトに優しさをもらう度、心のどこかで期待してしまう自分がいる。

　これ以上を望んではいけないと戒いましめるのに、期待はどんどん膨ふくらんでいく。

　もしも、陛下に好きになってもらえたら。愛してもらえたら。

　あり得ない幸せが与えられたら、自分はどうなってしまうのだろう。

　少しだけ怖いと思いながら、フェルリナは皆に礼を言ってヴァルトとその場を後にした。




　合流してから、ヴァルトは何やら難しい顔でじっと考え込んでいる。

　怜れい悧りな美び貌ぼうを横目に、フェルリナは内心で怯おびえていた。

（きっと、わたしのせいよね……？）

　少しでも力になりたいと思って、豊穣祭の準備に関わった。

　フェルリナとしては、初めてガルアド帝国の民と関わることができて、「ありがとう」と言われて嬉しかった。

　しかし、いくらお忍びで来ているとはいえ、フェルリナの肩かた書がきは皇妃なのだ。

　ヴァルトの許可もなく勝手な行動をとったことを怒っているのだろう。

　反省して、フェルリナは頭を下げる。

「あの、勝手なことをして、申し訳ありませんでした」

「……そうだな。次からは、私に相談してくれ」

　──心配だから。

　ヴァルトの優しい言葉に、フェルリナは驚いて顔を上げる。

「えっ、許してくださるのですか？」

「許すも何も、私は別に怒っていない」

　その一言に、フェルリナは胸を撫で下ろす。

　それなら、ヴァルトが思い悩むことは何だろう。

「もしかして、先ほどの問題が解決しなかったのでしょうか？」

「いや、無事に解決した。何か気になることでもあるのか？」

「あっ、いえ、その……」

　顔が険しいです！　とは言えず、フェルリナは口をもごもごさせる。

　それでも、やはりこのまま無視することもできない。

　思い切って、フェルリナは口を開いた。

「陛下こそ、もし何か悩んでいるのなら、わたしでは頼たよりないかもしれませんが、話してください！」

「ありがとう。だが、少し反省していただけだ。気にするな」

　ヴァルトはそう言って、再び仏ぶっ頂ちょう面づらに戻ってしまった。

　反省とはどういうことなのか。

　ヴァルトの思考が分からなくて、フェルリナは戸惑う。

　皇妃として彼を支えたいのに、まだフェルリナでは彼の役に立てない。

　落ち込んでいると、ヴァルトに「リィナ」と呼ばれて顔を上げる。

「最後に、案内したい場所があるんだ」




　やってきたのは、商業街を抜けた先にある広い草原。

　そよそよと草花を揺ゆらす風が心ここ地ちよく、穏やかな気持ちになれる。

「帝都にはこんな場所もあったのですね！」

　以前、ぬいぐるみ姿で訪れた時は自由に歩き回ることは叶かなわなかった。

　今回は、ヴァルトと一緒にいられるだけでなく、豊穣祭の準備に関わることもできたし、こんな素敵な場所に連れてきてもらえた。

　フェルリナが感動していると、ヴァルトが突然目の前に跪いた。

　草原は夕ゆう陽ひでオレンジ色に染まり、幻げん想そう的てきな背景が広がっている。

「君に、伝えたいことがある」

「は、はい……」

　あまりに真剣なその表情に、フェルリナはごくりと生なま唾つばを飲んだ。

　きっと、ものすごく重要な話なのだろう。

「…………」

「…………？」

　しかし、ヴァルトは跪いた姿勢のまま、固まっている。

　よほど言いにくいことなのだろうか。

　二人の間に重い沈ちん黙もくが落ちる。

　その時、ヴァルトの背中を押すように、そよ風が急に強い風に変わった。

「す……だ」

「え？」

　ビュービューと吹ふく風のせいで、ヴァルトの声が聞こえない。

「……ル……が、好きなんだっ！」

　突とっ発ぱつ的てきな強風にあおられた結果、ヴァルトの決死の告白は肝かん心じんな部分がフェルリナには届かなかった。

（え、ルーが好き？　陛下は、やっぱりぬいぐるみの方が好きだったの──!?）

　フェルリナにとんでもない誤解を与えて、初デートは終しゅう了りょうしたのだった。
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　どうして思い通りにいかないのだろう。

　ヴァルトは執しつ務む室で、『絶対に失敗しない告白の仕方』や『場面別！　口説き文句百選』といった恋れん愛あい指南書を前に白しろ旗はたを上げていた。

　恋愛における兵法、戦術を何故なぜもっと早く学んでおかなかったのか。

　フェルリナに出会うまでは恋愛など無む駄だだと切り捨てていたからである。

（私に言い寄よってきていた女性たちも、様々な作戦を立てていたようだしな）

　夜会で酔よいが回った演技をして抱だきつこうとする者、騎き士しの演習場にわざと迷まよい込こんでくる者、やたらとうるうるとした上うわ目め遣づかいで見つめてくる者……無策で挑いどむ者はいなかった。

　とはいえ、それらすべてを取り付く島もなく追い返していたため、その作戦の成功例が分からない。

「互たがいを知るにはデートが一番だと書いてあったが、成功したと言えるのだろうか……？」

　渋じゅう面めんで両手を組み、深いため息を吐つく。

　せっかく学んだ胸キュン台詞ぜりふも、うまく伝わった気がしない。

　緊きん張ちょうのあまり真顔で棒読みになっていたことは自覚なしである。

（リィナ、可愛かわいかったな……）

　目に映るものすべてをきらきらした瞳ひとみで見つめていた。

　ワッフルを食べる様子も小動物のように可愛くて、思わず見み惚とれてしまった。

　そして、豊ほう穣じょう祭やガルアド帝てい国こくについて学んでくれていることが嬉うれしかった。

　民たみと一いっ緒しょに作業をしていたことには驚おどろいたが、平民を見下すことなく肩かたを並べる彼女の純真さたるや。

　そんなフェルリナだからこそ、自分の皇こう妃ひでいてほしいと改めて思った。

　しかし、どれだけ本を読んで恋愛への理解を深めようにも、それ以前の問題があることを知った。

　そのことに気づかせてくれたのは、フェルリナが作業を手伝っていた女性の一言。

　──ねぇ、どっちから告白したの？

　彼女に気持ちを伝えたと思っていたが、よくよく思い返せばはっきり好きだと言ったことがない。

　告白していなかった！　ということに気づき、慌あわてて告白の段取りを考えたのだが。

　強風のせいでうやむやになってしまった告白作戦を思い出し、ヴァルトはまたもやため息を吐く。

　フェルリナのあの戸と惑まどいの表情……聞こえていなかったに違ちがいない。

　ただ好きだと気持ちを伝えるだけなのに、フェルリナを前にすると、心臓ばかり激しく動いて頭が働かなくなるのだ。

　冷れい酷こく皇こう帝ていと噂うわさされるほど、自分は常に冷静であったはずなのに──。

　それは、常に人を疑い、警けい戒かいしていたからだ。

　フェルリナの純じゅん粋すいさや優やさしさに触ふれ、彼女を警戒する心などヴァルトの中にはもはやない。

　それどころか、愛いとしいという初めての感情を抱いている。

　笑え顔がおが天使のように可愛いこと。赤あか紫むらさきの瞳がどんな宝石よりも美しいこと。ヴァルトが名を呼ぶと頰ほおを赤く染めること。緊張しながらも美味おいしそうに料理を食べること。

　ぬいぐるみとして側そばにいたのでは知ることのできなかった彼女を知る度たびに、愛いとおしさは募つのっていく。

　ヴァルトは、彼女を誤解し、冷たくしていた日々をやり直したいと思っている。

　大切だからこそ、フェルリナとの関係をきちんと築いていきたい。

　そのためのデート、そのための告白である。

（そうだ、今度こそ失敗しないために練習しよう）

　恋愛指南書にも、告白が成功するためにはイメージトレーニングが大事だと書かれていた。

　ヴァルトは名案を思い付いたとばかりに喜き色しょくを浮うかべ、ぬいぐるみを抱く。

　そして、息を整え、ぬいぐるみにフェルリナの姿を重ねる。

「フェルリナ、すっ……きだ。くそ、嚙かんだ」

　ぬいぐるみ相手でも、フェルリナに伝えるのだと思えば緊張してしまう。

　やはり告白には練習が必要なようだ。

　練習もせずに本番を迎むかえたから、うまくいかなかったのだ。

　好きだ。愛している。君以外は必要ない。

　ヴァルトの心の内にある素す直なおな気持ちを言葉にしてみると、ますますフェルリナへの想おもいが強くなった。

「どうしようもなく好きなんだ」

「ヴァルト、お前とうとうおかしくなったのか!?」

「なっ、グランお前いつの間に!?」

　ヴァルトが真しん剣けんに告白練習をしているところに、グランがやってきた。

　それも、新たな書類の山を抱かかえて。

　すでに見られているが、ヴァルトはグランから隠かくすように恋愛指南書をさっと片づける。

　その様子ににやりと笑えみを浮かべながら、グランは書類を執務机に置いた。

「オレとしては、お前が幸せになってくれればいいと思っているけどさ、さすがにぬいぐるみが相手だと応おう援えんはできないな」

「ち、違う！　これは、練習していただけで……って、お前、わざとだな？」

　冷酷皇帝と噂されるヴァルトをからかうことができるのは、グランくらいだろう。

　何もかもを見み透すかしたような笑みが腹立たしい。

「告白の練習もいいけど、妃ひ殿でん下かとの不仲説が流れていることは知ってるよな？」

「あぁ……事実無根の噂を流すなど許せん」

「いや、事実無根じゃないだろ」

「は？」

　本気で意味が分からずギロリと睨にらむと、グランはわざとらしく肩をすくめた。

　そして、書類を仕分けながらその理由を告げる。

「せっかく軍事演習に妃殿下が見送りに行ったのに、睨みつけてたんだって？　しかも、視察の時もエスコートしてなかったって聞いたぞ。あ、これ豊穣祭の追加出店申しん請せいと収支計算書、あと次の議会の事前資料ね」

「あ、あれは彼女に見惚れる不届き者がいたからだ。それに、一定の距きょ離りは必要だろう！　……ここ、数字が間ま違ちがっているぞ」

　急ぎの書類に目を通しながら、ヴァルトは反論する。

　ただでさえ距離感を誤ってフェルリナを怯おびえさせているかもしれないのに。

「あ、ホントだ……というか、お前は極きょく端たんなんだよ。この前の視察デートの話、オレも聞いたけど、間に人が通れるくらいの距離はナイ！」

「い、色々と事情があるんだ……っ！」

「事情って？」

　フェルリナがぬいぐるみに憑ひょう依いしてしまうから──なんて口が裂さけても言えない。

　だから、ヴァルト自身の事情を口にした。

「彼女は華きゃ奢しゃだから、私のように剣けんしか握にぎってこなかった者が触れたら壊こわれてしまいそうで、怖こわいんだ……」

　初めて彼女を抱き上げた時、そのあまりの軽さに驚いた。

　そして、ルビクス王国でどのような扱あつかいを受けていたのかを知り、彼女を傷つけた者たちに激しい怒いかりを覚えた。

　彼女はあの華奢な体で、これまで多くの傷を負って生きてきたのだ。

　それでも他人を思いやる優しさを持ち、ヴァルトの傷にも寄り添そってくれた。

　フェルリナの存在に癒いやされ、ヴァルトは初めて愛を知った。

　だからこそ、ヴァルトは彼女を守ると誓ちかった。

　これ以上、彼女が傷つかないように。

「はぁ〜……お前が本気で妃殿下を大切にしていることは分かったが、今のままだと不仲説が濃のう厚こうになるだけだぞ。告白するならさっさとして、ちゃんと距離を縮めろ」

「……くっ」

　グランの正論に、ヴァルトは何も言い返せない。

　そう。ヴァルトが密ひそかに頭を悩なやませているもう一つの問題が、皇帝夫妻の不仲説だ。

　反和平派の一件で、ヴァルトが皇妃を大切にしていることは伝わったと思っていたのだが。

　ぬいぐるみは抱いていても、公おおやけの場に二人で姿を現したことがなかったため、不仲説が水面下で広がっていたのだ。

　皇妃の立場を守ろうとしたのは反和平派を退けるための口実で、実は不仲なのではないか──と。

　先日、貴族議会でフェルリナが倒たおれたことも、皇妃が皇帝に怯えているからだと噂されている。

　結けっ婚こん当初ならば気にも留とめなかったような噂であるが、今は違う。

　フェルリナはガルアド帝国の皇妃であり、ヴァルトの愛する妻だ。

　そんな噂を放っておけるはずがない。

　二人で一緒にいるところを見せておけば、不仲説などすぐに消えると思っていた。

　それなのに、第三者から見れば彼女を避さけているようにしか見えなかったとは。

　完全に自じ業ごう自じ得とくである。

　もう本当にどうすればいいか分からない。

　ヴァルトが珍めずらしく弱気な姿を見せたことで、グランも心配そうに問う。

「それはそうと、ダンスの方は順調なのか？」

「……も、問題ない」

　目を逸そらしたヴァルトを見て、グランは言げん外がいの意味を正確にくみ取った。

「いやいや、あと半月しかないんだぞ。もし妃殿下と練習する時間が取れないなら、オレが代わりに」

「それだけはお前でも許さん！」

　教育係はグランに譲ゆずったが、ダンスの相手などもってのほかだ。

　自分以外の男がフェルリナに触れるなど、想像しただけでイライラする。

「こっちは心配して言ってるんだから、そう睨むなよ。心の狭せまい男は嫌きらわれるぞ〜」

「なにっ……!?」

　彼女に嫌われる要素がまた増えてしまった、とヴァルトは絶望する。

　しかし、フェルリナに関してだけは譲れない。

　嫉しっ妬と深く、狭きょう量りょうな男に成り下がったとしても。

　心の内で葛かっ藤とうするヴァルトを見て、堪こらえきれないといった風にグランが噴ふき出した。

　涙なみだ目めになりながら、お腹なかを抱えて笑っている。

「いや〜ホント、ぬいぐるみを抱くようになった時から気づいてたけど、妃殿下が関わるとお前ってこんなに面おも白しろくなるんだなぁ」

「お前という奴やつは……こっちは真剣に悩んでいるというのに」

「あはは、ごめんごめん。でも、なんか安心したよ」

「は？」

「昔のヴァルトは近づいてくる者は皆みな疑ってかかっていたし、ずっと心に壁かべを作っていただろう？　オレにさえ、弱っている姿は見せてくれなかった。皇帝になってからはますます気を張っていたし、いつか壊れてしまわないか心配だったんだ。でも、そんなお前が今は初はつ恋こいに悩んで、面白い姿をたくさん見せてくれている。あぁ、ヴァルトもちゃんと恋に悩む一人の男だったんだなぁって。妃殿下には感謝しなきゃな」

　皇帝の座につくまでの壮そう絶ぜつな道のりを共に歩んできた親友の言葉に、ヴァルトの怒ど気きも静まる。

　あたたかい眼まな差ざしを向けられて居たたまれなくなったヴァルトは、顔をふいと背そむけて言う。

「笑う暇ひまがあったら、不仲説を消す方法でも考えろ！」

「はいはい。ヴァルトも、告白が成功するといいね」

　その言葉で羞しゅう恥ちが蘇よみがえったヴァルトは、ひらひらと手を振ふって去っていくグランを睨みつけることしかできなかった。
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「豊穣祭での警備を担当いたします、騎士団長のガイヤです。どうかお見知りおきを」

　頰の傷が特とく徴ちょう的てきな大おお柄がらな男が、目の前で礼をとる。

「はい。こちらこそ、当日はよろしくお願いします」

　フェルリナも、一礼を返す。

　今日は、豊穣祭の儀ぎ式しき関係者に挨あい拶さつをするために、皇帝の執務室にいる。

　ぬいぐるみとしてはよく来ていたが、ヴァルトの執務室に皇妃として来るのは初めてだ。

（当日お世話になる方たちにしっかりご挨拶しないと！）

　この関係者への挨拶も、本格的な公務に入る前の練習として、ヴァルトが場を整えてくれたのだ。

「ガイヤ、私の皇妃をあまりじろじろ見るなよ？」

「ははっ、そう睨まないでくださいよ。妃殿下と一緒にいる陛へい下かは鬼おにの形ぎょう相そうだという噂は本当だったのですね」

「そんな噂を信じるようでは騎士団長としてどうかと思うが？」

　室内の温度がぐっと下がった気がする。

　ガイヤも失言だったと気づき、苦く笑しょうを浮かべた。

（わたしと一緒にいると、陛下は鬼の形相になるの？　もしかして、人前でわたしと一緒にいるところを見られたくないとか？）

　礼れい儀ぎ作法に気を付けて接しているが、無作法があったのかもしれない。

　そのせいで、ヴァルトが不ふ機き嫌げんになっているのだとしたら──。

「陛下、その辺で。妃殿下が怯えていますよ」

　ヴァルトの冷たい空気を元に戻もどしたのは、グランだった。

　さすが、ヴァルトの親友であり側近である。

（わたしもグランさんみたいになれたらいいのに……）

　グランは、ヴァルトに信しん頼らいされる存在だ。

　それに、ヴァルトのことをよく理解している。

　だからこそ、今のようにヴァルトの空気を変え、その場をフォローすることができるのだ。

　フェルリナも、グランのようにヴァルトを支えられるようになりたい。

　そのために、少しずつでも自分から前に出て行かなければ。

「あの、お礼をお伝えするのが遅おそくなってしまったのですが、刺し客かくに襲おそわれた時、騎士団で色々と対処してくださったとお聞きしました。本当にありがとうございます」

　実際はぬいぐるみの中から一部始終を見ていたのだが、それは言えない。

　フェルリナが礼を言うと、ガイヤは首を横に振った。

「いえいえ、お礼なんていりません。妃殿下が健すこやかでいてくださればそれでいいのですよ」

　優しいガイヤの言葉と笑顔に、フェルリナの緊張も少しだけほぐれる。

　そして、皇室秘書官、衣い装しょう係の面々と顔を合わせ、簡易的な挨拶が終しゅう了りょうした。




　挨拶の後は、儀式用のドレスを試着する予定になっていた。

「妃殿下には少し大きいようですので、腰こしのあたりを絞しぼりましょうか」

　衣装係のジェシカが、テキパキとサイズの微び調ちょう整せいをしてくれる。

　年ねん齢れいは四十代くらいで、ほがらかな雰ふん囲い気きの彼女からはフェルリナへの敵意は感じられない。

　逆にフェルリナの華奢な体を見て心配してくれた。

（お母様も、こんな風に仕事をしていたのかしら……）

　針子として優ゆう秀しゅうだったという母シーラ。

　もし母が生きていたら、今はジェシカくらいの年齢だろう。

　フェルリナを身ごもったことで、母の運命は大きく変わってしまった。

　母のことを思うと、恋しいと同時に胸が切なく痛む。

「妃殿下、本日の調整はこれで終了です」

「はい、ありがとうございます。またよろしくお願いします」

「妃殿下のおかげでこの衣装がもう一度舞ぶ台たいで輝かがやけるのだと思うと、私も嬉しいです」

　そう言って、フェルリナに笑顔を見せてくれる。

　衣装のデザインは、豊穣祭が始まった当初からベースは変わっていないのだという。

　ガルアド帝国の伝統的な衣装を着て舞台に立つことに、改めて身が引き締しまる思いだ。

　本番への不安はあるが、視察に行ったおかげで、どれだけ民が豊穣祭を楽しみにしているのかを知ることができた。

　豊穣祭を待ち望む民たちのためにも、絶対に成功させたい。

　しかし、儀式の成功に向けた一番の難題はダンスだった。




　衣装の試着を終えたこの日も、フェルリナはヴァルトと二人でダンスの距離感に慣れるための練習をしていた。

　まずは、二人で向かい合って立つ。

　いきなり近づくのは危険なので、一人分の距離を空けて。

「触れるぞ」

「は、はい」

　ヴァルトの大きな手がフェルリナの手に触れた。

　手の平が合わせられて、ヴァルトのぬくもりを感じる。

　ドキッとしてしまうが、まだ大だい丈じょう夫ぶだ。

「このまま、しばらくじっとしていよう」

　フェルリナの意識があるのを確かく認にんして、ヴァルトが言った。

　こくり、とフェルリナは頷うなずく。

（うぅ、耐たえるのよ）

　手を合わせて立っているだけなのに、どうしてもドキドキしてしまう。

　祈いのりの儀式の振り付けは各おの々おのでしっかり練習しているが、合わせようとするとすぐにぬいぐるみに憑依してしまうので、最近はこうして触れ合うだけの練習をしている。

「そろそろ次に進んでも大丈夫だろうか」

「……お願いします」

　本当はまだ心の準備ができていないが、このままではいつまでも合わせられない。

「では、いくぞ」

　フェルリナの腰にヴァルトの手が回される。

　ぎゅっと抱き寄せられて、どくんと鼓こ動どうが跳はねた。

「大丈夫か？」

　心配そうに問うヴァルトの顔が近すぎる。

　大丈夫じゃないです！　という悲鳴は言葉にならず、フェルリナの魂たましいはぬいぐるみへと憑依していた。
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「はぁ……」

　ぬいぐるみから元の体に戻って、フェルリナは大きなため息を吐く。

　ヴァルトとのダンス練習の度にぬいぐるみに憑依してしまうのだ。

　一人で練習している時はそれなりにリジアにも褒ほめられるようになってきたというのに、肝かん心じんのヴァルトとの練習がまともにできていない。

　祈りの儀式の振り付けは様になってきたが、二人で完成させるものなので、合わせられなければ意味がない。

　検証のおかげで、一時間程度置いてキスをすれば戻れると分かっているから、それは良いいのだけれど。

　ぬいぐるみになったり皇妃になったりと、落ち着きがなくて仕方がない。

（とにかく、ドキドキしないように心を落ち着けないと！）

　ということで、フェルリナは皇妃の部屋でとある作業をしていた。

　手には、針と糸。大切に使っている裁さい縫ほう道具は、母の形見だ。

　刺し繡しゅうは初めてだが、道具の使い方や方法などはリジアに教えてもらった。

　先日の視察で購こう入にゅうした刺繡糸でテーブルクロスに施ほどこしていく。

　手を動かしていると、不思議と心が落ち着くのだ。

　豊穣祭当日の髪かみ型がたや化け粧しょうはどうするのか。

　試着の際、ああでもないこうでもないと白熱していた侍じ女じょたちの様子を思い出し、フェルリナは笑みをこぼす。

（わたしのために皆さんが一いっ生しょう懸けん命めいに考えてくれるのは、とても嬉しいわ）

　彼女たちはフェルリナを飾かざり立てる度に、ずっと醜みにくいと思っていた容姿を褒めてくれる。

　気にしていた背中の傷きず跡あとも、リジアが毎日薬を塗ぬってくれるおかげで、だんだん薄うすくなってきた。

　療りょう養ようとガルアド帝国での規則正しい生活のおかげで、フェルリナの食事量も少しだけ増え、肉付きも良くなってきている。

　大勢の人の前に立つのだから、見苦しくないようにしなければ。

　そう思い、最初は遠えん慮りょしていたが、最近は侍女たちによる美容マッサージを受け、全身を磨みがいている。

　何よりも、大好きなヴァルトの隣となりに皇妃として初めて立つのだ。

　やはり綺き麗れいだと思ってもらいたい。

　ヴァルトのことを思い浮かべた時、部屋の扉とびらがノックされる。

「フェルリナ？　入っても大丈夫か？」

「へ、陛下……!?」

　刺繡しているところをヴァルトに見られたくない。

　豊穣祭当日までにテーブルクロスへの刺繡を完成させて、ヴァルトを驚かせたいと思っているのだ。

　フェルリナはほんの少し扉を開けて、顔だけひょっこりと出した。

　クマのぬいぐるみを抱いたヴァルトが不思議そうにこちらを見ている。

「い、今は駄だ目めですっ！」

「何かしていたのか？」

「えっと、そ、その、豊穣祭の勉強をしていて……」

　噓うそを吐くことができないフェルリナは、思いきり目を泳がせて言った。

　その様子を見て、ヴァルトの眉まゆがぴくりと動いた。

「それなら、私でも教えられることがあると思うが？」

「だ、大丈夫です！　一人で集中したいのでっ！」

「しかし……」

「陛下も、今日はもうお疲つかれですよね？　わたしのことは気にせず、ルーと一緒にゆっくり休んでください！」

　これ以上誤ご魔ま化かせる自信がなくて、フェルリナは逃にげるように扉を閉めた。

　扉の向こう側では、ヴァルトがフェルリナの名を呼んでいたが、聞こえていないフリをする。

「だって、陛下はルーのことが好きなのよね……？」

　いつだって、ヴァルトの腕うでの中にいるのはクマのぬいぐるみだ。

　先日のヴァルトの告白を思い出し、フェルリナは複雑な気持ちになる。

　最初は、ヴァルトに少しでも近づきたくて、彼を癒したくて、彼をイメージしたぬいぐるみを作った。

　ヴァルトとの距離を縮めることにも癒すことにも大成功だったのだが、どうやら近づきすぎてしまったらしい。

　たしかにぬいぐるみは自分でも可愛くできたと思っているし、可愛がってもらえるのは嬉しい。

　ぬいぐるみとして、ヴァルトの側にいられる時間はフェルリナにとっても大切だ。

　それでも、素直に喜べない自分がいる。

　どうして、好きだと告白されたのがぬいぐるみなのだろう。

　あれ以来、ヴァルトがぬいぐるみを抱いているのを見る度に胸がチクリと痛む。

（どうすれば、陛下に好きになってもらえるのかな……って、何を考えているの！　わたしなんかを好きになってもらえるはずがないじゃない）

　何の価値もない自分がガルアド帝国の皇妃としてヴァルトの隣に立つことができる。

　これ以上何を望むというのか。

　そう頭では分かっているのに心が求めてしまう。

　ヴァルトに愛されたい。

　ぬいぐるみとしての自分ではなく、本当のフェルリナ自身を。

「いたっ」

　珍しく、針で指を刺さしてしまった。

　ぷっくりと出る血を見て、フェルリナは突とつ如じょがんと殴なぐられたように頭が痛む。




　──お前が幸せになるなんて、許さないわ！




　まるで、分ぶん不ふ相そう応おうな願いを抱いたフェルリナに釘くぎを刺すかのようなルビクス王おう妃ひの冷たい声が聞こえた気がした。

　目を閉じると、鞭むちを振るうルビクス王妃の姿が浮かび上がる。

「ひっ……」

　震ふるえる肩を抱きながら、フェルリナは深呼吸を繰くり返す。

（大丈夫……ここは、ルビクス王国じゃないもの）

　フェルリナが幸せになることを許さなかったルビクス王妃はいないのだ。




　しかし、豊穣祭まで十日となったその日、帝てい都との民が牙きばをむいた。
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　フェルリナは、体力づくりの日課の一つ──庭園の散歩をリジアと楽しんでいた。

「この花はなんていう名前ですか？」

「それは、スズランですね」

　フェルリナの問いに、リジアが笑え顔がおで答えてくれる。

　毎日同じルートで歩いていても、日によって花が見せてくれる顔は違ちがう。

　ただ愛めでるだけでも十分楽しいが、最近は花のことをもっと知りたくなって、色々とリジアに聞いているのだ。

　そして今、ふと目についたのは、釣つり鐘がね状の真っ白な花が連なって咲さいている花だった。

　ヴァルトがルーを好きだと告白したあの草原にも、似たような花が咲いていた気がする。

　ほんの少し苦い気持ちになるも、花に罪はない。

「スズラン、小さくて可愛かわいいお花ですね」

「可愛らしい見た目ですが、スズランには毒があるんですよ」

「えっ、毒が？」

「はい。でも、観かん賞しょうする分には問題ありません。豊ほう穣じょう祭の絵付け皿でも、スズランの絵え柄がらは人気ですわ」

「たしかに、視察の時にスズランの刺し繡しゅうや絵柄をよく見た気がします」

「見た目が可愛らしいのももちろんですが、スズランには〝幸せの再来〟という花言葉もありますからね」

　今回の豊穣祭は二年ぶりの開かい催さいだ。

　戦争によって苦しい時期もあったが、再び幸せが訪おとずれることを願ってスズランをモチーフにしているのだろう。

「素す敵てきな花言葉ですね。わたしも、皆みなさんのためにもっと頑がん張ばらないと！」

「妃ひ殿でん下かは十分頑張っていると思いますわ。ダンスも、順調に陛へい下かと練習を重ねているようですし、本番が楽しみです」

「が、頑張ります……」

　ぬいぐるみに憑ひょう依いするせいでヴァルトとのダンス練習はまともに進んでいない、なんて言えない。

「大だい丈じょう夫ぶですよ。いざとなったら、陛下がなんとかしてくれます」

「……でも、陛下はぬいぐるみの方が」

　ヴァルトはぬいぐるみのルーが好きなのだ。

　可愛がってやる──といういつかの言葉はきっと、ルーに向けられたもの。

　フェルリナがぬいぐるみに憑依する度たびに、心なしか嬉うれしそうに見えるのも気になっている。

　自信の持てないフェルリナの小さな呟つぶやきは、どこからか聞こえてきた叫さけび声に遮さえぎられた。

「何かあったのでしょうか？」

「確かく認にんしてまいります」

　フェルリナの護衛騎き士しの一人が様子を見に行ってくれる。

　聞こえてくる声は一人や二人ではない。

　集団で、声を合わせて何かを訴うったえている。

　その声が一つにまとまった時、それは言葉となってフェルリナの耳にも届く。

「「「よそ者の皇こう妃ひは豊穣祭に出るな！」」」

「「「我々の豊穣祭を穢けがすな！」」」

　その意味を理解して、フェルリナの体は強こわ張ばった。

（どうしていきなり……？　視察の時は、皇妃の悪い噂うわさはあってもここまで反対する声はなかったのに）

　拒きょ絶ぜつの声に震ふるえるフェルリナの肩かたをリジアが支える。

「妃殿下、ひとまず部屋へ戻もどりましょう」

「……はい」

　リジアの言葉に力なく頷うなずき、皇妃の部屋に戻ってからも、民衆の声が耳から離はなれなかった。

「城門前に民衆が押しかけているようです。そして、こんな物が」

　様子を確認してきた騎士が状じょう況きょうを報告し、ある物をリジアに見せる。

　それは城門に投げ込まれた石だった。石は新聞紙に包まれている。

「これは……っ」

　恐おそる恐る記事の内容を読んだリジアは、あまりのショックに口元を押さえた。

　その拍ひょう子しに、ひらりと記事がフェルリナの足もとに落ちてしまう。

（きっと、わたしに関わることなのね）

　何が書かれているのか。怖こわいけれど、知ることから逃にげてはいけない。

「妃殿下、いけませんっ！」

　慌あわててリジアが止めようとするが、フェルリナは記事を拾って読んだ。

　見出しには、大きく『号外！』と書かれている。




『──この度ガルアド帝てい国こくの皇妃となったフェルリナ妃ひは卑いやしい生まれで、教養もなく、容姿も目を背そむけたくなるほどに醜みにくい。ルビクス王おう妃ひの慈じ悲ひにより、王女としての待たい遇ぐうを許されていたにもかかわらず、すべての教育を拒きょ否ひし、我わが儘ままの限りを尽つくしていた。ルビクス王国でも持て余していた王女を娶めとることになった皇こう帝てい陛下のなんと憐あわれなことか。ガルアド帝国に嫁とついだ後も贅ぜい沢たく三ざん昧まいで遊び惚ほうけ、いまだ公務をしたことがない皇妃。そんな彼女が我々帝国民にとって重要な豊穣祭の祈いのりの儀ぎ式しきで踊おどるという。そもそも敵国の人質王女が、帝国のために祈りを捧ささげる心を持っているわけがない。帝国民の伝統的な祭りが穢されようとしている。このまま、皇妃の横暴を許してもよいものか。ガルアド帝国の民たみに問いたい』




　記事を持つ手が震えた。

　あまりの衝しょう撃げきに、フェルリナの体は動けなくなる。

　──教養もなく、醜くて卑しいお前が生きているのは、わたくしの慈悲のおかげなのよ。

　治り始めたはずの背中の傷がじくじくと疼うずく。

　この痛みは、傷は、フェルリナが罪人である証あかし。

　幸せになることは許されない、という戒いましめ。

　呼吸もうまくできなくなり、視界がぼやける。

「ごめ、なさ……わた、し」

「妃殿下っ！　ゆっくり、深呼吸しましょう」

[image: ]

　リジアが声をかけてくれるが、フェルリナの耳には届かない。

　──だから言ったでしょう？　お前は幸せになれないって。

　聞こえるのは、ルビクス王妃の嘲ちょう笑しょうだけ。

　頭の中が恐きょう怖ふで埋うめ尽くされ、フェルリナの意識は途と切ぎれていた。




「おかあさま……おかあさま、どこにいるの？」

　母が罪人となり、フェルリナの前から姿を消したのは六歳の時だった。

　どうして急に母に会えなくなり、それまで過ごしていた部屋を追い出され、離り宮きゅうに住むことになったのか。

　幼いフェルリナには理解できず、寂さびしくなっては元いた宮きゅう殿でんへ母を探しに行っていた。

　その度にルビクス王妃はフェルリナの前に現れた。

「本当に醜い子ね。自分の立場もわきまえず、そんな汚きたならしい恰かっ好こうでわたくしたちの宮殿へ来るなんて」

「も、申し訳ありません……でも、おかあさまを探していて……」

「お前の母親は、お前のせいで罪人になり、死んだのよ。分かる？　もう二度と会えないの」

「ど、どうして……？」

　蔑さげすんだ目で、冷ややかに見下ろして、絶望を突つきつけるのだ。

「言ったでしょう？　すべてはお前のせいなのよ。お前が生まれなければ、わたくしの幸せが奪うばわれることも、お前の母親が罪人になることもなく、幸せでいられたの。お前は生きているだけで、誰だれかを不幸にしているのよ」

　──わたしは、誰かを不幸にするために生まれてきたの？

　生まれてこなければよかったと何度自分を責めたか知れない。

『近ちか寄よるな』

　兄王子ロイスの冷たい眼まな差ざし。

『いやだ、みすぼらしい』

『本当に醜い子ねぇ』

　くすくすと笑う、姉王女マーガレットとマリベル。

　ぐるぐると皆がフェルリナを囲み、嘲笑を浴びせかける。

「お前は罪人の子なのだから、母親の代わりにその罪を償つぐなわなくてはならないの」

　王妃はフェルリナを生きたまま玩がん具ぐにしていたぶることで、嫉しっ妬と心と憎ぞう悪おを発散させていたのだが、幼いフェルリナは真実だと素す直なおに受け取ってしまう。

「お前を愛する者なんて誰もいないわ」

　王妃の、呪じゅ詛そのような言葉。

　そうやって、王妃はフェルリナの自尊心を奪っていった。

　卑しい自分は王妃の慈悲で生かされている。

　だから、王妃に感謝しなければならない。罪を償わなくてはならない。

　母がいなければ、誰もフェルリナを守ってくれなかった。

　責められるだけの毎日に、心が壊こわれてしまいそう。

　それでも、もしかしたら。いつか。

　フェルリナがいい子にしていれば、愛してもらえる日がくるかもしれない。

　父である国王には見向きもされず、王妃には躾しつけだと鞭むち打たれ、兄王子や姉王女たちには虐いじめられ、使用人たちに雑に扱あつかわれていても。

　──お前が幸せになるなんて、許さないわ！

　フェルリナは痛みに蓋ふたをして、ただ耐たえていたのだ。
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　城門には人が詰つめ寄り、「人質王女、参加反対！」と叫んでいる。

　ガルアド帝国の民にとって大切な豊穣祭の儀式に、元敵国の人質王女が参加することに反対するデモ隊だ。

　民衆のほとんどが、よそ者の皇妃を認めていない。

　つい先日まで、たしかに豊穣祭の準備に向けて一いっ致ち団結して動いていたはずだった。

　それがどうして突とつ然ぜん、皇妃に対するデモを起こしたのか。

　きっかけとなったのは、新聞の号外記事だった。

　しかし、よく見ればガルアド帝国内の新聞社が発行したものではない。

「なんだ、これは……」

　胸むな糞くそ悪い文章が書かれた記事をビリビリに破り捨て、ヴァルトは目の前の捕とらえた男を見下ろす。

「どういうことか説明しろ」

「ひぃっ……お、俺は、記事の内容は何も知らなかったんです！　ただ、その、金を積まれて、配るように言われて……」

「不ふ敬けい罪ざいで首が飛ぶとは思わなかったのか？」

「そ、そんな、皇こう妃ひ殿でん下かを貶おとしめる内容の記事だとは思わず……も、申し訳ございませんっ！　命だけは、命だけは助けてくださいっ！」

　男の懇こん願がんには答えず、ヴァルトは冷ややかな声で「連れて行け」とだけ命じた。

　地下牢ろうへ連行される男の悲鳴が、ひどく耳みみ障ざわりだった。

　その足で城の隠かくし通路へ向かい、ヴァルトは【黒】を呼ぶ。

　皇帝直属の諜ちょう報ほう部隊【黒】。

　少数精せい鋭えいの彼らは、皇帝の命令であればどのような内容でも忠実にこなす。

　表おもて舞ぶ台たいでは裁けない者たちを人知れず消すことも可能だ。

　そういった命令を下すつもりはないが、今回ばかりは一いっ瞬しゅん頭をよぎってしまった。

「記事はすべて回収できたか？」

「いえ。おそらく、回収は無意味かと。すでに記事の内容は人々の口から伝わり、尾おひれもついて広まっています」

「……分かった。引き続き、帝てい都との様子に注意していてくれ」

　額ひたいを押さえて、ヴァルトは感情を押し殺して言った。

　デモ隊の声は、城内にまで聞こえるほど大きい。

　フェルリナに隠し通すことはできないだろう。

（しかし、あの記事は誰が、何のために書いたんだ……？）

　何のために、豊穣祭の前にフェルリナを貶めるような記事をばらまいたのか。

　記事には、公表していないはずのフェルリナの出自などについて書かれていた。

　ガルアド帝国内では、ヴァルトとグランしか知り得ない情報だ。

　そんな情報を持つ人物としてすぐに思い浮うかぶのは、フェルリナを蔑んでいたルビクス王家の人間だ。

（本気で和平を反故ほごにするつもりなのか……？）

　先日届いた密書の返事は、簡潔なものだった。

『和平を望む』

　ルビクス王国側の真意が全く見えず、ヴァルトは苛いら立だつ。

　もし、あの記事の裏にルビクス王国が関わっているならば、和平の意志は見せかけだけと言えるだろう。

（だが、まだルビクス王国の仕し業わざだと断定はできない）

　フェルリナがルビクス王国でどのような立場だったのかは、ルビクス王国に伝つ手てがあれば探さぐることはできるのだ。

　前回の事件のように、国内の者である可能性も捨てきれない。

　記事の出所も気になるが、今はデモ隊を鎮ちん静せい化する方が先だ。

　武力行使で抑おさえつけるのは簡単だが、ガルアド帝国にとって重要な豊穣祭が最悪のものとなるだろう。

　いまだに戦後の復興に追われている地区もある。

　今年の豊穣祭は、そういった地区を復興に向けて盛り立てていく意味合いもあるのだ。

　ここで民を抑えつけるようなことはしたくない。

　できることなら、デモ隊を説得し、平和的に解決したい。

　しかしどうやって……──？

　頭を悩なやませながら執しつ務む室に戻ると、グランがすでに待機していた。

「それで、デモ隊の主張は？」

「デモに参加している者たちの中でも、皇妃が参加するのなら豊穣祭は中止にすべきだと主張する側と、皇妃の参加は認めないが豊穣祭は開催したいと主張する側で、意見が二つに分かれている。どちらも、皇妃には批判的だという点では同じだけどね」

　グランには、デモ隊の様子を見てくるよう頼たのんでいた。

　その報告に、ヴァルトの纏まとう空気が急速に冷える。

　一いっ生しょう懸けん命めいにこの国のために学び、努力しているフェルリナの姿を知っているから、何も知らない人間たちが彼女を貶めていることが許せない。

　激しい怒いかりの炎ほのおが自身の内側で燃えているのが分かる。

　これだけの怒りを感じたのは、母が殺された時以来だ。

「グラン、後は頼む。彼女が心配だ」

　ヴァルトが執務室を出ようとした時、慌てた様子でフェルリナの護衛騎士がやってくる。

「妃殿下が、お倒たおれになりました！」

「！」

　騎士の報告を最後まで聞くことなく、ヴァルトは駆かけ出していた。




「フェルリナ！」

　皇妃の寝しん室しつでは、フェルリナが気を失って眠ねむっていた。

「妃殿下は、これを見てお倒れになりました……」

　フェルリナの側にいたリジアが、ヴァルトの入室に気づいて何があったのか報告する。

　デモ隊の声を聞いただけでなく、あの誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうだらけの記事もフェルリナは読んでしまったのか。

（守れなかった……）

　ヴァルトはぐっと拳こぶしを握にぎる。

　フェルリナの顔をよく見ようとベッドに近づくが、ヴァルトは妙みょうな既き視し感かんを覚える。

「……おそらく、フェルリナは今ぬいぐるみに憑依している状態だ」

「えっ？　眠っておられるのではないのですか」

「あぁ。私には分かる」

　何度も、目の前で意識を失ったフェルリナを抱だき留とめて、ベッドに運んだ。

　だから分かる。今ここに、フェルリナの魂たましいはいない。

「このことが他の侍じ女じょたちにバレないよう、倒れた皇妃の世話をしているフリをしておいてくれ」

　そう言って、ヴァルトは皇帝の部屋へと急ぐ。

（こんなことなら、抱いていればよかったか……）

　デモへの対処を行うため、ぬいぐるみは安全のために連れていなかった。

　それに、フェルリナにデモのことは隠しておきたかったから。

　結局、最悪な形で知られてしまったが。

「……ルー？」

　今朝と同じ場所──ソファにぬいぐるみはいたが、その体勢は少し変わっている。

　ぐったりと横たわっている姿を見るに、まだ中のフェルリナも眠っているようだ。

「フェルリナ、すまなかった」

　そう言って、ヴァルトはふわふわのぬいぐるみの体をそっと抱き上げた。

「……ごめ、なさ……」

「ルー？」

「……うぅ」

　苦しそうに謝罪の言葉を口にして、うなされている。

　その様子に胸が痛む。

「大丈夫だ、君は悪くない」

　ルビクス王国では虐しいたげられ、ガルアド帝国に来ても皇妃を反対するデモが起きた。

　今、彼女の心は深く傷ついている。悪夢を見てしまうほどに。

　フェルリナは、すべて自分のせいだと思ってしまう癖くせがついている。

　それはきっと、ルビクス王国で虐げられた日々が影えい響きょうしている。

　ルビクス王国の呪じゅ縛ばくから、フェルリナを早く解放してやりたい。

「これからは、私が君を守るから」

　──だから、安心して眠るといい。

　何度も大丈夫だと声をかけながら、震えるぬいぐるみを抱きしめた。
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　優やさしい手が触ふれるのを感じて、フェルリナは目を覚ます。

　一番に目に入ってきたのは、ヴァルトの心配そうな顔。

　視界いっぱいにヴァルトが広がって、そのあまりの近さにフェルリナは軽くパニックになる。

「よかった……なかなか目覚めないから心配した」

　ヴァルトがほっと息をつく。

「えっ、どうして陛下が……？　あれ、わたし」

　ヴァルトの腕うでにすっぽり包み込まれているような？

　既視感のあるこの距きょ離り感は、まさか。

　視線をずらすと、もふもふの白銀の体が見えた。

（ど、どうしてぬいぐるみになっているの──!?）

　距離が近かったのは、言うまでもなくヴァルトに抱きしめられていたからだった。

　つい先ほどまで、フェルリナはリジアと一いっ緒しょにいたはずだ。

　それがどうして、ヴァルトの腕の中に抱かれているのだろう。

　わけが分からなくて、フェルリナはさらに動どう揺ようする。

　意識を失う直前、何があったのか。

（そっか……わたし、ショックで憑依してしまったんだわ）

　豊穣祭に人質王女が参加することを、国民たちは認めていない。

　それどころか、フェルリナに教養がないことが多くの人たちに知られてしまった。

　きっともう皇妃として立つことはできないだろう。

　何の価値もない自分が認められるはずがない。

　──分かっていたはずだった。

　ガルアド帝国に来たからといって、フェルリナ自身の罪も、価値も、何一つ変わらないと。

　誰かに愛されるはずがない。愛される資格はない。

　フェルリナの存在は、誰かを不幸にするだけだ。

　それなのに、何を浮かれていたのだろう。

　ヴァルトはフェルリナを人質ではなく、ガルアド帝国の人間だと受け入れてくれたけれど、誰もがそれを認めてくれるわけではない。

　民衆たちの拒絶の声が、フェルリナの耳に残っている。

（わたしのせいで豊穣祭が台無しになってしまったらどうしよう……）

　視察の時、楽しそうに準備をする人々を間近で見た。

　二年ぶりの開催だから張り切っているのだと笑顔を見せてくれる人もいた。

　この国に住まう者皆が、豊穣祭を心待ちにしていた。

　それなのに、フェルリナが皇妃であるせいで、彼らの楽しみや幸せが奪われてしまったら。

　そして何より、ヴァルトが皇帝になって初めての豊穣祭。

　絶対に成功させたかった。

　ヴァルトのために、国民のために、フェルリナも頑張りたかった。

　たくさん勉強して、少しでも力になれるように。

　でも、それがきっと良くなかった。過分な願いだったのだ。

　人質らしく、自分の立場を理解して、出しゃばらずに大人しくしていれば──。

「へ、陛下……申し訳ございません。実は、わたしのせいで民衆の皆さんが……」

「あぁ。知っている」

「そ、そうですよね……」

　フェルリナはしゅんと俯うつむく。

　あれだけの騒さわぎだ。皇帝であるヴァルトが知らないはずがない。

　今までかけてきた迷めい惑わくの中でも、今回のことはフェルリナの手に負えないほど大きすぎる。

　さすがのヴァルトも、今回の件でフェルリナを見限ったのではないか。

（もう陛下の側にいられなくなる……？）

　どん底に沈しずんでいる今、フェルリナはヴァルトの表情を見る余よ裕ゆうはなかった。

「だが、君のせいではない。あんなものが出回る前に気づけなかった私の責任だ」

「そんなっ、陛下のせいではありません！」

　思わず反論して顔を上げると、悲痛な表情を浮かべるヴァルトと目が合った。

「君を守ると決めていたのにな」

　すまない、とヴァルトは謝罪の言葉を口にする。

　あの記事がなくても、ルビクス王国でのフェルリナを知る者が悪意ある噂を流していたかもしれない。

　教養がないのも、容姿が醜いのも、事実なのだから。

（どうして、陛下が謝るの？　悪いのは、わたしなのに……）

　初めてぬいぐるみに憑依した時もそうだった。

　フェルリナが自身の境きょう遇ぐうを告白した時でさえ、ヴァルトがフェルリナを責めたことは一度もない。

　いつも優しく受け入れてくれる。

　フェルリナに価値を見み出いだして、居場所を作ってくれて……。

　どうしてそこまでしてくれるのだろう。

　その優しさにフェルリナはどれだけのものを返せているだろうか。

　ぬいぐるみとしてヴァルトを癒いやすことはできても、皇妃としては反対に迷惑しかかけていない。

「陛下は悪くありません。わたしは欠席しますから、どうか豊穣祭は中止にしないでください」

「大丈夫だ。あんな記事で豊穣祭は中止にならない」

「でも、あれは噓うそでは」

「フェルリナ。では聞くが、あの記事に書かれていたように、君は一度でも勉強が嫌いやだと言って投げ出したか？　ダンスの練習を放り出したか？　我儘を一つでも言ったか？　本当の君は違うだろう」

　ヴァルトが真しん剣けんな眼差しで、フェルリナに問う。

「君は豊穣祭のために我が国のことを知ろうと学んでくれている。視察では、民にも手を差さし伸のべてくれた。慣れないダンスも、毎日練習していただろう？　私の皇妃は教養もあり、美しく、この国を想おもう優しい人だ」

　ヴァルトはフェルリナの頑張りを認めてくれている。

　しかし、フェルリナは存在するだけで誰かを不幸にしてしまう。

　それは、ルビクス王国で刷り込まれた恐怖だった。

「でも、わたしのせいで……陛下が、不幸になったら……」

「それはあり得ないな」

「え？」

　きっぱりと言い切ったヴァルトに、フェルリナの方が驚おどろく。

「私は君のおかげで毎日が幸せだ。不幸になるというのなら、それは君がいなくなった時だろう。だから、私の幸せを願うのなら、側にいてくれ」

　ヴァルトはぬいぐるみをふわりと抱きしめて、額を合わせた。

「ルビクス王国での記き憶おくが君から自信を奪うのなら、君自身が信じられるまで私が何度でも言おう。君は価値のある人間で、私の大切な皇妃だと」

「陛下……」

　ルビクス王国での辛つらい日々は、簡単に忘れられるものではない。

　それでも、ヴァルトの優しい言葉が降り積もり、フェルリナの心を蝕むしばむルビクス王妃の呪詛を弱めていく。

「何ものからも君を守る」

　皇妃参加に反対するデモ隊からも、皇妃を認めない者からも、ルビクス王国からも。

　──フェルリナを傷つけるものすべてから。

「だから、豊穣祭の開催も、君が参加することも問題はない。それに、私は君と一緒に豊穣祭での思い出を作りたいと言っただろう」

　胸がいっぱいになって、フェルリナは何も言えなくなる。

　彼に抱かれた状態では目を逸そらすこともできず、フェルリナはその視線から逃げるようにヴァルトに抱きついた。

　そうすれば、彼を見なくて済む。

（ぬいぐるみの体でよかった……）

　元の体であれば、自分からヴァルトに抱きつくなんてことは絶対にできなかった。

　彼のたくましい体を感じるのはとても心臓に悪いから。

　しかし、これではフェルリナが甘えているようではないか。

　そう気づいた時には遅おそかった。

「ル、ルーの方から甘えてくれた……っ？」

　ヴァルトがぎゅうぎゅうとぬいぐるみの体を抱きしめる。

「へ、陛下、くるし……」

「す、すまない」

　本当に苦しいわけではないが、視界がヴァルト一色になってしまうのは緊きん張ちょうする。

　腕の力が緩ゆるみ、周囲を見回すと、窓の外では星がきらめいていた。

　美しい夜の空は、ヴァルトの瞳ひとみを思わせる。

（でも、陛下の瞳の方がずっと……）

　ヴァルトを見上げると、頭をそっと撫なでられた。

「今日は色々あって疲つかれただろう。何も心配せず、ゆっくり眠るといい」

　ヴァルトの声が、疲ひ弊へいした心を優しく包み込む。

　何よりも安心できる腕に守られて、フェルリナはいつの間にか眠りについていた。
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「陛下、わたしが参加することで、本当にご迷惑をおかけしたりしませんか？」

　不覚にもヴァルトに抱きしめられて、寝ね落おちしてしまった翌朝。

　フェルリナは気を取り直してヴァルトに問う。

　とはいえ、まだぬいぐるみ姿で、当然のように彼に抱かれているのだが。

「あぁ。国民が一番望んでいるものは豊穣祭の開催だ。あの記事の内容は噓ばかりなのだから、堂々と証明すればいい。だから、今は儀式を成功させることを考えよう」

「でも、その重要なダンスがまだ……」

　ぬいぐるみに憑依するせいで、まともに合わせられていない。

　こんな状態で人々の前に出たら、それこそブーイングの嵐あらしではないか。

「それなら、今から一緒に踊ろう」

「え、今からですか？　じゃあ元に」

「いや、このままで」

　ヴァルトは不敵な笑えみを浮かべて言った。

（ぬいぐるみのまま──!?）

　しかし、張り切って支し度たくを整え、宮きゅう廷てい楽団まで招集してしまったヴァルトを止められる者はいなかった。




　城内の大広間で、美しいメロディーが奏かなでられている。

　いつもは広い城内の一角に与あたえられた棟とうで練習している楽団員たちが、なぜか急に皇帝陛下の命令で舞ぶ踏とう会用の大広間で練習するように言われたためだ。

　大広間の壁かべ際ぎわに用意されたオーケストラ用の空間で、豊穣祭に向けた曲を演奏している。

　しかし、なぜか大広間の様子が見えないようにカーテンで仕切られており、楽団員たちの頭には疑ぎ問もん符ふが浮かんでいた。

　一人の楽団員が、出来心でカーテンの隙すき間まからそっと大広間の様子をのぞく。

　そこには、クマのぬいぐるみを抱いて、ステップを刻む皇帝陛下の姿があった。

　しかも、時々語りかけるように話しているではないか。

　その光景を見なかったことにしようと、きっちりとカーテンを閉める。

「おい、お前何してんだよ。練習に戻れ」

　カーテンを開けるな、という命令に逆らった男のもとに、彼の先せん輩ぱい楽団員が近づいた。

「……お、俺は見てはいけないものを見てしまいました」

「な、何を見たんだ……？」

「言えません。ここで死にたくなければ、見ない方がいいです。俺も、もし見たことを知られれば消されるかもしれない……っ」

　楽団員の顔は顔面蒼そう白はくになっていた。

「そ、そんな恐ろしいものが……！」

　ガクブルと震える楽団員二人は、仕切られたカーテンから目を逸らし、演奏だけに集中することにした。




（うぅ……どうして陛下はこんなことを？）

　舞踏会さながらの演奏が流れる大広間で、フェルリナは萎い縮しゅくしていた。

　今、この場にいるのはヴァルトとクマのぬいぐるみだけ。

　音楽に乗って体を揺ゆらし、ステップを踏ふんでいるのは、当然ヴァルトだ。

　彼に抱かれている今、ぬいぐるみの足は宙に浮いている。

　これはダンスの練習と言えるのだろうか。

　しかし、元の体ではこんな風にヴァルトと密着したまま、音楽に身を委ねることなどできなかったかもしれない。

「ルー、楽しんでいるか？」

「ふぇっ」

　こつんと額を合わせて、ヴァルトが至近距離で聞いてきたせいで、変な声を出してしまった。

（た、楽しむ余裕なんてありません……っ！）

　こうして時間を潰つぶしていて本当に大丈夫なのか。

　デモの状況はどうなっているのか。

　フェルリナが皇妃として参加することを皆が認めてくれるのか。

　気がかりなことが多い今、ダンスに集中できるはずもない。

「心ここに在あらず、といった様子だな。それなら、ほら」

「きゃあっ！」

　ヴァルトが両りょう腕うでを上げて、ぬいぐるみの体を高く掲かかげた。

　背の高いヴァルトを見下ろすことになり、はるか遠くにホールの床ゆかが見えてフェルリナは恐怖する。

「お、下ろしてくださいっ」

「大丈夫だ。絶対に落としたりしないから」

　そう言うと、ヴァルトはぬいぐるみを持ち上げたまま、くるくると回ってみせる。

「へ、陛下──っ!?」

　ちょうど曲も最高潮に盛り上がった時で、フェルリナの悲鳴は管楽器の音色にかき消された。

　ふとヴァルトに視線を向けると、口元には笑みが浮かんでいる。

（どうして、陛下は楽しそうなの？）

　ヴァルトはそんなにダンスが好きだったのだろうか。

　しかし、豊穣祭でダンスを踊ることになった時、リジアが言っていた。

　ヴァルトは帝国の皇おう子じでありながら、一度も社交界で踊ったことがない──と。

　後こう継けい者しゃ争いや戦争でそれどころではなかったというのも理由の一つだろうが、ヴァルトのために戦勝パーティーが開かれた時でさえ、踊らなかったという。

　そのため、皆はヴァルトがダンス嫌ぎらいだと思っていたそうだ。

　一緒に頑張ろうと言ってくれたのはそういう意味だったのか。

　そう納なっ得とくしかけたが、豊穣祭のダンス練習の時、緊張していたのはフェルリナばかりで、ヴァルトは落ち着いていた。

　その余裕はダンス初心者とは思えないものだった。

　かといってダンスが嫌いなようには見えなかったが、楽しんでいるのかも分からなかった。

　だから、こんな風に楽しそうに踊っているのを見るのは初めてだ。

　やはり相手がぬいぐるみだからなのか。

（でも、陛下がわたしと一緒にいて楽しんでくれているのなら、それだけで十分だわ）

　それに、大切な皇妃だとヴァルトはもう一度言ってくれた。

　たとえぬいぐるみの方が好きだったとしても、それがなんだというのか。

　せっかく一緒にいられるのに、後ろ向きなことばかり考えているのはもったいない。

　なんだか吹ふっ切れたような気持ちになったフェルリナは、ヴァルトの動きに身を任せる。

　もはやダンスの練習でも何でもない無茶苦茶な動きを始めたヴァルトに、フェルリナは思わず声を出して笑っていた。

「ふふっ、あははっ」

「……ようやく、笑ってくれたな」

「え？」

「いや、何でもない。もう一曲、踊ろう」

「はいっ！」

　新しい曲が始まると、ヴァルトはぬいぐるみをそっと床に下ろした。

　そして、そのふわふわの手を取って跪ひざまずく。

「今度は、君がリードしてくれないか？」

　ぬいぐるみに目線を合わせ、ヴァルトは言う。

　美形の上うわ目め遣づかいにときめきすぎて悲鳴を上げかけたが、なんとか堪こらえた。

　ヴァルトの美び貌ぼうへの耐たい性せいが少しだけついてきたのかもしれない。

　ぬいぐるみの体で踊るのは初めてだが、ダンスのステップは覚えている。

　きっと、踊れるはず。そう思い、フェルリナは頷いた。

「よろしくお願いします」

　次の曲は、ゆったりとしたメロディーだった。

　ヴァルトはぬいぐるみの背せ丈たけに合わせ、中ちゅう腰ごしで踊っている。

「か、可愛すぎる……っ」

　短い足で一生懸命にステップを踏む様子にヴァルトが思わず声を漏もらすが、必死なフェルリナは気づかない。

（えっと、右足をこうして、こう……）

　曲のリズムを体で刻みながら、ステップを踏んだり、くるりと回ってみせる。




　クマのぬいぐるみとダンスをする冷れい酷こく皇こう帝てい。

　大広間の内部をうっかり見てしまった見張りの騎士はその日、仕事が手につかなかったという。

　楽団員や騎士たちに密ひそかに影響を与えながら、ダンス練習は続いていった。
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「今日、皆みなに集まってもらったのは他でもない、帝てい都とで起きているデモへの対応を話し合うためだ」

　皇こう帝ていであるヴァルトの言葉に神しん妙みょうな顔で頷うなずくのは、帝てい国こく内の役職を持つ貴族たち。

　帝都で起きたデモのため、貴族議会が臨時で開かい催さいされることとなった。

　重じゅう厚こうな樫かしの机がロの字型に並べられた議場の上かみ座ざに座る皇帝は、今日はぬいぐるみを抱だいていない。

　それだけ深刻な事態ということだろう。

　いつも以上に、ヴァルトの纏まとう空気が冷たい。

　ぬいぐるみがどれだけ空気を和なごませてくれていたのか、出席者は今いま更さらながら気づく。

「結論から言うが、私は豊ほう穣じょう祭を中止にする気も、皇こう妃ひを欠席させる気もない」

　ヴァルトの発言に皆がざわつく。

「大だい丈じょう夫ぶなのですか？　あれだけの民たみがデモに参加しているのです。もし陛へい下かや妃ひ殿でん下かの身に何かあっては……」

「何も起こさせませんよ」

　と、口を挟はさんだのは帝国騎き士し団長ガイヤだ。

　当日は、民が祈いのりの儀ぎ式しきの舞ぶ台たいに近づけないよう広場から大聖堂への大階段はすべて封ふう鎖さし、階段下にもバリケードを設置する。

　大階段は長く、舞台の高さも建物の二階程度はあるから、何か投げたとしても届かない距きょ離りだ。

　その上、騎士団総出で万ばん全ぜんの警備体制で臨のぞむことを報告する。

「そもそも、デモが起きたのは皇妃殿下の出しゅつ自じや過去の素そ行こうに問題があるからではありませんか？　本当に我が国の伝統ある祈りの儀式をお任せしてもよいのでしょうか？」

　古こ参さんの重臣の一人が、厭いや味みったらしく問う。

　この男は先せん帝てい時代のように周辺国を支配する強い帝国を求めているのだ。

　行動を起こした反和平派のような過激派ではないが、ルビクス王国との和平を快く思っていないのは誰だれの目から見ても明らかだった。

　他にも、彼に賛同するように頷く者たちが数名。

　豊穣祭決定の際には皇妃が不可欠な祈りの儀式の復活に賛同しておいて、簡単に手の平を返す。

　彼らに目を向けて、ヴァルトは冷静に口を開く。

「貴き殿でんらもあのデマに流されるとは驚おどろいた。調べてみたが、あの新聞記事は我が国で発行されたものではない。その時点で、あの記事は信用できない。そんなものに惑まどわされ、我が国の伝統が廃すたれていく方が問題だとは思わぬか？」

「では、陛下はあの記事の内容は全くの噓うそだとお考えなのですね」

「あぁ、もちろんだ。あの記事に真実など一つもない。だから、すべて当初の予定通りに開催する。私はデマに踊おどらされる皇帝になるつもりはない」

　今年の豊穣祭は二年ぶりというだけでなく、ルビクス王国との和平が成立し、皇帝が結けっ婚こんした特別な年だ。

　それも、ヴァルトが即そく位いして初めての開催。

　中止にするという選せん択たく肢しはヴァルトの中にはなかった。

「陛下のご意向は分かりました。ですが、デモはどう対処するおつもりなのですか？」

「豊穣祭当日、広場に集まった皆に私から直接説明する」

　皆が驚きょう愕がくの表情を浮うかべた。

「しかし、あのデモ隊が話を聞くだけで納なっ得とくするでしょうか……」

「そうですよ、危険です！」

「いっそ広場にも入れないよう騎士団で鎮ちん圧あつしましょう」

「説得できなければ強きょう硬こう手段を取らざるを得ないが、豊穣祭を楽しみにしている民たちを力で抑おさえつけるような真ま似ねはしたくはない」

　戦後、帝都中がこんなにも活気づいているのは初めてだ。

　もし、皇帝が民を武力で抑えつけたとなれば、帝都は恐きょう怖ふに包まれるだろう。

　そしてヴァルトは、民の声を聞かず、力でねじ伏ふせる皇帝に成り下がってしまう。

「それに、私は私の皇妃を信じている」

　きっぱりとヴァルトは言い切った。

　その一言で、議場がしんと静まり返った。

　初めて皇妃が議会へ参加した日、この場にいる者たちはその姿を目にしている。

　記事に書かれていたような内容とは、見た目も態度もたしかに違ちがっていた。

　しかし、本当にそれだけで民衆を納得させることができるのだろうか。

　皇帝の言葉になんと返せばよいのか、皆が視線をさ迷わせている。

「私は、民から楽しみや幸せを奪うばいたくはない。豊穣祭は、皆も知ってのとおり、我が国にとって大切な祭りだ。そして、今回、デモに参加している者たちも、豊穣祭を大切に思う気持ちは同じだろう。だから、皆にも無事に開催できるよう力を貸してほしい」

　ヴァルト自身の率そっ直ちょくな想おもいを議会で話すことは初めてだった。

　まして皇帝がこのように皆に協力を願うなど、先帝時代を合わせても一度もなかった。

　それ故ゆえに、貴族たちのヴァルトを見る目と姿勢が変わる。

「豊穣祭の伝統を守ることは、我が国を守ることです。私は陛下の意向に従います」

「私も、陛下への助力は惜おしみません」

「実は、祈りのダンスの復活を心待ちにしていたんですよ」

　ヴァルトの変化を前に、次々と賛同する声が上がった。

　皇帝を変えたのが、デモの渦か中ちゅうにいる皇妃だとすれば。

　まことしやかに囁ささやかれている不仲説も怪あやしいかもしれない。

　腹の内で皇妃への接し方を計算している者たちも中にはいたが、皆が願うのはただ一つ。

　──豊穣祭の成功だ。

　そうして、臨時で開催された議会は終しゅう了りょうした。




　議会が終わると、ヴァルトは急いで執しつ務む室へ向かう。

　本を読んで待っているであろうぬいぐるみを思い、知らず足早になっていた。

「ルー？」

　豊穣祭への参加を皆が認めてくれるのか。

　フェルリナが気にしていたことの一つが解決したと報告しようと思っていたのだが、肝かん心じんのぬいぐるみからの返事がない。

「……寝ねているのか」

　ソファの上でこてんと転がっているぬいぐるみを発見し、ヴァルトはほっと息をつく。

　起こさないようにそっと抱き上げて、自らの膝ひざに寝かせた。

「……ん、陛下？」

「あぁ。起きたか」

　まだ寝ぼけているのか、状じょう況きょうが分からずにきょろきょろしている。

　その動きが可愛かわいくて、ヴァルトは思わず口元を押さえた。

「ハッ！　わたし、寝てしまって……あ、グラン様の授業！」

　デモが起きて倒たおれたばかりだというのに、真っ先に心配するのが皇妃としての予定とは。

　ヴァルトは慌あわてる彼女を安心させるように言った。

「大丈夫だ。今日一日の皇妃の予定はすべてキャンセルしておいた」

「え？」

　ポカンと固まるぬいぐるみ。

　そんなぬいぐるみに目線を合わせて、自分と同じダークブルーの瞳ひとみをのぞき込む。

「皇妃は皇帝を支えるのも仕事の一つだろう？」

　甘えてほしいと言っても、フェルリナは頷いてはくれないだろう。

「今日はこのまま一いっ緒しょにいたい」

　けれど、ぬいぐるみ姿ならばヴァルトが思いきり甘やかしてあげられる。

　ぬいぐるみがコクリと頷いたのを確かく認にんして、ヴァルトはもう一度その柔やわらかな体をぎゅっと抱きしめた。




　結局、夜になってもフェルリナはぬいぐるみ姿でヴァルトに抱かれたままだった。

　彼が仕事をしている側で、夢中になって本を読んでいたら、あっという間に時間が過ぎていた。

　さすがにもう元の体に戻もどった方がいいのでは──と思っていたが、「今日はまだ終わっていない」と寝しん室しつまでお持ち帰りされてしまった。

　そして今、フェルリナはヴァルトと共にベッドの中にいる。

　しかし、だ。

「えっ、このまま眠ねむるのですか？」

「あぁ」

　ヴァルトはぬいぐるみを胸部に乗せて、向かい合うようにして抱きしめているのだ。

（こ、こんな状態では眠れませんっ！）

　共とも寝ねするだけでもまだ恥はずかしいのに、まさかヴァルトの上に乗っかる日が来ようとは。

　フェルリナは内心で絶ぜっ叫きょうする。

「……あの、寝苦しくないですか？」

「君には安あん眠みん効果があると思う」

　ヴァルトが真顔で言った。

（そ、それはわたしではなく、ぬいぐるみの抱き心ごこ地ちの問題では……!?）

　しかし、ヴァルトはぬいぐるみを下ろす気はないようだった。

　その上、何故なぜかダークブルーの瞳はずっとぬいぐるみを映していて、眠る気配がない。

「へ、陛下……？　眠らないのですか？」

「君が眠ったら、私も寝る」

　フェルリナが眠るまで寝ないつもりらしい。

（そ、それなら、わたしは寝ているフリをします！）

　ぬいぐるみ姿では起きているか寝ているか見た目では分からない。

　じっとしていれば、ヴァルトの目を誤ご魔ま化かせるはず。

　フェルリナはこれまで培つちかってきたぬいぐるみスキルを発揮しようと奮起する。

　しかし。

　ヴァルトは時折ぬいぐるみの頭を撫なでてくるのだ。

「……っ！」

　その度に、動いてしまわないよう我が慢まんするのが大変だった。

　起きていることがバレている!?

　いや、そんなはずはない。

　きっと、ヴァルトは普ふ段だんもぬいぐるみにこうしているのだ。

　なんて羨うらやましい……じゃなくて！

（ど、どうして陛下は寝てくれないんですかぁ〜っ！）

　結局、フェルリナの奮ふん闘とう空むなしく、先に眠ったのは自分の方だった。

「ぬいぐるみの時以外でも、こうして触ふれられればいいんだがな……」

　というヴァルトの願いは、すでに眠るフェルリナの耳には届かない。

　そして、ヴァルトはまたしてもぬいぐるみを可愛がるだけで告白できなかったと後こう悔かいするのだった。
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　──フェルリナ、可愛い私の天使。

　母に抱きしめられて、愛しているとキスをもらう。

　まだ母と一緒にいた頃ころの、今はもう忘れてしまっていた幸せな日々。

　母の顔は白くぼやけていてよく見えない。

　それでも、笑っていることは分かる。

　フェルリナの体は幼くて、よちよちと不安定な歩みで母のもとへ歩く。

　──フェルリナのために、お友達を作ったのよ。

　もらったのは、小さなクマのマスコットだった。

　嬉うれしい！　とフェルリナは全力で喜ぶ。

　こんな可愛いお友達をどうやって作ったの？

　母は冗じょう談だんめかして、これは魔ま法ほうなのだと笑う。

　目の前で丁てい寧ねいに縫ぬい上げられるマスコットを見て、フェルリナは本物の魔法だと思っていた。

　ただの布や綿や糸が、母の手によって様々なものに姿を変える。

　その魔法を一番近くで見られる瞬しゅん間かんが大好きだった。

　母のように自分も魔法を使えるようになりたい。

　そう思い、ある日真似してマスコットを作ってみた。

　──おかあさまにも、お友達あげる！

　くちゃくちゃにした布切れを丸めて、糸で結んで形を整えただけのマスコットだったけれど、母は喜んでくれた。

　すごいすごいと褒ほめてくれて、母は肌はだ身み離はなさずマスコットを持ち歩いていた。

　でも、幼いフェルリナは自分よりもずっと一緒で大事にされるマスコットが羨ましい。

　ならば自分が、誰かを幸せにできるマスコットになりたい。

　どうしたら、君のようになれるの？

　頰ほおを伝う涙なみだが、母がくれたマスコットにぽたりと落ちる。

　──あらあら。どうして泣いているの？

　──わたしよりもマスコットが大事なんでしょ？　だったらわたしもマスコットになる。

　──大好きなフェルリナからの贈おくり物だから、大切にしているのよ。私にとっては、フェルリナのことも、あなたが作ってくれたマスコットも、どちらも宝物なのだもの。

　そう言って、母はあたたかな抱ほう擁ようをくれた──。




　ハッと意識が覚かく醒せいする。

　目の前には、すやすやと眠るヴァルトの寝顔。

　夢で会えた母への思いがまだ心に残っていたフェルリナは、思わずヴァルトに抱きついていた。

（あっ、陛下を起こしてしまったらどうしよう）

　それに、多た忙ぼうな皇帝の眠りを妨さまたげた理由が、母の夢を見て胸が締しめ付けられたからなんて。

　あわあわと内心で焦あせっていると、ヴァルトが身じろぎした。

「……フェルリナ？」

　寝ぼけながらも、ヴァルトはぬいぐるみの体を抱きしめてくれる。

「大丈夫だ、何も心配はいらない」

　ヴァルトの優しい腕うでに包み込まれて、胸を締め付けていた切なさも和やわらいでいく。

（さっき、ルーではなくわたしの名前を……？）

　ぬいぐるみではなくフェルリナの名を呼んでくれたことに、胸がぎゅっとなる。

　いつの間にか、ぬいぐるみに嫉しっ妬としてしまうくらいヴァルトのことが大好きになっていた。

　そういえば、子どもの頃も母に贈ったマスコットに嫉妬していた。

　──私にとっては、フェルリナのことも、あなたが作ってくれたマスコットも、どちらも宝物なのだもの。

　恐怖しかないと思っていた夢の中から、母のあたたかな言葉が蘇よみがえる。

　フェルリナが母を想って作ったマスコットは、毎日母の側にあった。

　毎日ぬいぐるみを抱いている、今のヴァルトのように。

　ぬいぐるみにばかり嫉妬していたけれど──。

（ルーも、わたしだわ）

　それも、フェルリナの想いがたくさん詰つまったぬいぐるみ。

　皇妃としても、ルーとしてもヴァルトを支えることができれば、それが一番いいのではないか。

　ずっと、ぬいぐるみに憑ひょう依いすることは悪いことで、駄だ目めなことだと思っていたけれど。

　皇妃は和平の象しょう徴ちょうとなり、ぬいぐるみは彼の癒いやしになれる。

（一人二役これは、わたしにしかできないことよね……）

　ヴァルトは、フェルリナの時もルーの時も、いつも守ってくれていた。

　もう、ぬいぐるみになっても心配する必要はない。

　そう思うと、どこかほっとする。

　ぬいぐるみに憑依しないよう言い聞かせていたせいで、常に張りつめていた状態だった。

　だからこそ、余計にぬいぐるみに憑依しやすくなっていたのかもしれない。

（それに、わたしはルーが羨ましかった……）

　心のどこかでぬいぐるみになることを望んでいたのだ。

　ぬいぐるみに憑依してはいけないという気持ちと、ぬいぐるみが羨ましいという相あい反はんした気持ちが同居していた。

　ぬいぐるみのルーも、皇妃としてのフェルリナも、同じ自分なのに。

（どちらもわたしなら、自分の力で憑依をコントロールすることだってできるんじゃ……）
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　そう考えたフェルリナは──。
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　バタバタ、と慌てた様子で皇妃の部屋に入ってきたのは、ぬいぐるみを抱いたヴァルトだ。

「フェルリナ、も、戻れたのか!?」

「はい。陛下、ご心配をおかけしました」

　無事に元の体に戻ることができたフェルリナは、ヴァルトに頭を下げる。

「だが、どうやって……？」

「それは……」

　フェルリナはなんと説明すればいいのかと口ごもる。

　しかし、それをあらぬ方向に勘かん違ちがいしたヴァルトの表情が険しくなった。

「もしや、私以外の誰かにキスをしてもらったのか？」

「そ、そんなこと、できるはずがありません！」

「それなら、ちゃんと話してほしい」

　ダークブルーの瞳にまっすぐ見つめられ、フェルリナはドキドキしそうな胸を押さえる。

「……わたし、ずっとぬいぐるみに憑依しちゃ駄目だって思っていました。でも、そう思えば思うほど、陛下とずっと一緒にいられるルーが羨ましくて。何もできないわたしよりも、せめて陛下を癒すことができるルーになって、側にいたいと。皇妃として頑がん張ばりたいと思っていたことも本当なのに、ルーに逃にげていたんだと思います」

　ドキドキしすぎて耐たえられない時、ぬいぐるみなら──と頭の隅すみで考えていた。

　そして、今回デモで倒れたのは、ルビクス王国でのトラウマを思い出し、無意識にヴァルトに助けを求めたからだろう。

「でも、気づいたんです。陛下は皇妃としてのわたしも、ルーとしてのわたしも受け入れてくれていたことに。だから、わたしもどちらの自分も受け入れて、皇妃としても、ルーとしても陛下を支えたいと思ったら……」

　どちらか一方を否定し、どちらかのみを選ぶのではなく。

　どちらも自分なのだと受け入れてしまえば、あんなにコントロールできないと思っていた憑依が、不思議と体に馴な染じんだ。

　ヴァルトの力を借りなくても、フェルリナの心次し第だいで元に戻ることができたのだ。

　──まるで、元から自分のものであったかのように。

「ありがとう。君の想いに応えられる人間でありたいものだな」

　そう言って、ヴァルトは目元を和らげた。

「そんな、お礼を言うのはわたしの方です！　いつもわたしを守ってくださって、ありがとうございます」

「大切な君を守るのは当然のことだろう」

　ふわふわのローズピンクの髪かみに触れ、頭を優しく撫でる。

　ぬいぐるみにしていた時と同じように。

　すると、大きな赤あか紫むらさきの瞳からぽたりと涙がこぼれ落ちた。

「うぅっ、どうして、陛下はいつもわたしなんかのためにそこまで……っ」

「フェルリナが好きだからだ」

「ふぇ……？」

　聞き間違いだろうか。

　今、ヴァルトはフェルリナを好きだと言わなかったか。

　驚きのあまり、こぼれていた涙が止まる。

「で、でも……陛下はぬいぐるみのルーが好き、なんですよね？」

「もちろん、ルーも好きだ。だがそれは、フェルリナだからだ」

　どうしてそんな当たり前のことを、というようにヴァルトはさらりと言った。

　しかし、フェルリナはしっかりと記き憶おくしている。

　ヴァルトがルーを好きだと告白したことを。

「え、じゃあ、あの視察での告白って……」

「まさか聞こえていたのか？」

「はい。ルーが好きって聞こえましたが……」

「なんでそんな中ちゅう途と半はん端ぱに……あの風め……！　違うんだ、あれはフェルリナが好きだと言ったんだ！　信じてくれるか？」

　ヴァルトは必死になって弁解する。

　言葉の意味は分かるのに、まだ心がついていかない。

「で、でも、なかなか目を合わせてくれない時や距離を感じる時もありました……」

「うっ……誤解を与あたえてしまってすまない。実は、元に戻ってすぐの頃は君があまりに可愛すぎて直視できなかったんだ」

　ヴァルトはぐっと拳こぶしを握にぎりながらそう言った。

　照れているのか、心なしか耳が赤くなっている。

（え、本当に、陛下はわたしのことが好きなの？）

　これこそ、夢ではないだろうか。

　幸せになる資格なんてないと思っていた自分が、こんなに幸せでいいのだろうか。

　誰にも愛されないと諦あきらめていた自分が、大好きな人に好かれている。

　止まっていた涙が、再び流れ出す。

「リィナ？　私の気持ちは受け入れられないのか？」

「ち、違いますっ！　ただ、わたしを皇妃だと言ってくれただけでなく、好きになってもらえるだなんて、そんな夢みたいな話、まだ信じられなくて……っ」

「夢ではないと証明しよう」

　涙を流しているフェルリナをそっと抱き寄せて、ヴァルトは言った。

　たしかにこのぬくもりは夢ではあり得ない。

「フェルリナ、君を愛している」

　耳元で囁かれた愛の言葉に、フェルリナの心臓は止まりそうだった。

　告白されただけでも許容量を超こえていたのに。

（へ、陛下、いきなり飛ばしすぎではありませんか……!?）

　そんなことは口が裂さけても言えない。その代わりに、慌てて顔を逸そらす。

　いつもの癖くせでぬいぐるみに憑依してしまわないよう、フェルリナはこの体に留まるために意識を集中させる必要があった。

　しかし、ついに想いを伝えることに成功したヴァルトは、フェルリナを放っておいてくれるはずもなく。

「どうして、私を見てくれないんだ？」

　フェルリナの両りょう頰ほおを大きな手で包み込み、ヴァルトが問う。

「ひゃっ!?　そ、それは……」

「ん？」

「……ぬいぐるみに憑依する条件は、ドキドキすることなんです！　だから、陛下に見つめられたり、触れられたりすると、どうしてもドキドキしてしまって……憑依しそうになるんです！」

　言ってしまった。フェルリナの心臓は今にも限界を迎むかえそうだったが、なんとか耐える。

　ヴァルトをちらりと見上げると、口元を押さえて目を輝かがやかせていた。

「つまり、君が今まで私といて憑依することが多かったのは、ドキドキしていたからなのか？」

　コクリと頷くと、ヴァルトはほっと安あん堵どの息をつく。

「よかった……君に嫌きらわれていたらどうしようかと」

「陛下を嫌うはずがありません！」

「じゃあ、私と同じ気持ちだと思っても？」

　ダークブルーの瞳に映る自分は、自分でも驚くほど幸せそうな表情を浮かべていた。

「……はい」

　大好きです──という告白は、ヴァルトにぎゅっと抱きしめられたせいで言葉にならなかった。

　けれど、ヴァルトの心臓もフェルリナと同じくらいドキドキしていることを感じて、胸いっぱいに幸せが広がる。

　そうして、痺しびれを切らしたグランが呼びにくるまで、二人はそっと抱きしめ合っていた。
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　ヴァルトに告白された。ぬいぐるみではなく、フェルリナ自身が。

　まだ夢を見ているのだろうか。

　フェルリナは自分の頰をつねってみる。

「いひゃい……」

　現実だった。そう実感すると、今度は頰が緩ゆるんでしまう。

（まだデモは解決していないのに、元げん凶きょうのわたしがニヤニヤしていてどうするの）

　ぱちん、と自分の頰を叩たたいて、気を引き締め直す。

　そこへ、ノックの音が響ひびいた。

　フェルリナが目覚めたことの報しらせを受けたリジアだった。

「妃殿下、本当に申し訳ございませんでした」

　フェルリナの顔を見るなり、リジアは謝罪の言葉を口にする。

「私が妃殿下にあんな記事を見せたりしなければ……」

「リジアさんのせいではありません！　それに、わたしが関わることなのに、知らないままでいるのは嫌いやでしたから」

　目の前で倒れてしまったから、責任を感じているのだろう。

　しかし、フェルリナはあの記事を知らずに、自分だけ平和だと思って過ごしたいとは思わない。

　だから、記事の存在を知れたのはよかった。

（でも、リジアさんもあの記事を読んだはずなのに……）

　悪意ある記事ではあったが、事実も含ふくまれていた。

　元々、リジアはルビクス王国の王女であるフェルリナに良い印象を持っていなかった。

　もしかしたら、また避さけられるのではないか。

　ふとそんな不安がよぎる。

「リジアさん……あの記事を読んでも、わたしの侍じ女じょでいてくれるのですか？」

　恐おそる恐る問えば、リジアは力強く頷いてくれた。

「もちろんです！　私は記事の内容よりも、目の前にいる妃殿下を信じておりますから」

「あ、ありがとうございますっ！」

「デモ隊の人たちだって、かつての私のように噂うわさ話ばなしだけで妃殿下を誤解しているのです。きっと、妃殿下のことを知れば皆の考えも変わりますわ」

　リジアの言葉に勇気をもらう。

　ヴァルトだけではなく、リジアもフェルリナを信じてくれている。

（ぬいぐるみ憑依問題もひとまず解決したもの。あとは、わたしにできることを頑張るだけだわ）

　ぐっと拳を握り、フェルリナは気合を入れた。

　そうして、リジアはいつものようにフェルリナの支し度たくを整えていく。

「本当に妃殿下が倒れた時には驚いたのですよ」

「ご心配をおかけしてすみません」

「それは気にしないでください。でも、陛下はすごいですね」

「……え？」

　ヴァルトがすごいことは知っているが、なぜ今の流れでそうなったのだろう。

「実は、妃殿下が気を失った時、私は近くにルー様もいませんでしたし、妃殿下は眠っているだけだと思っていたんです。でも、陛下はすぐにルー様の中に妃殿下がいると確信していたのですよ」

　リジアの言葉に、フェルリナは驚く。

（じゃあ、あの時ルーを抱いていたのは偶ぐう然ぜんじゃなかったってこと──!?）

　まさかヴァルトはフェルリナが憑依しているぬいぐるみの見分けがつくというのだろうか。

　本当にヴァルトはぬいぐるみではなく、フェルリナを見てくれていたのだ。

　そのことに胸がときめく。

「愛の力ですね」

　というリジアの笑え顔がおに、フェルリナは真っ赤な顔で頷くことしかできなかった。
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「それで、練習の成果は出てるのか？」

　皇帝の執務室で書類を確認しながら、グランは気安く問うた。

　視線の先には、難しい顔で恋れん愛あい指南書を読む皇帝陛下。

「あぁ。もちろんだ」

　ヴァルトが得意げに本から顔を上げた。

　まさか肯こう定ていの言葉が返ってくるとは思わなかったので、グランは驚く。

「なんだ、その顔は。私が大切な皇妃に告白もできない男だと思っていたのか？」

「いや、だって、なぁ？」

　適切な距離というものを計れず、極きょく端たんな行動ばかりとっていた親友を据すわった目で見つめる。

「でもまぁ、おめでと？」

「あぁ」

　表情筋は全く動いていないが、ヴァルトは心なしか嬉しそうに頷いた。

　本気で、フェルリナに愛情を抱いているのだ。

（妃殿下も、頑張ってたしな）

　授業中、ガルアド帝国のことを知りたいという意欲に溢あふれていた。

　ヴァルトの隣となりに立つ皇妃として、どうあればいいのか。それを自分の中で模も索さくしているようだった。

　本当はフェルリナを探さぐる思おも惑わくもあったグランだが、その一いっ生しょう懸けん命めい努力している姿に毒気を抜ぬかれてしまった。

　ヴァルトが大切にしようとするのも頷ける。

　しかし、この通り恋愛に関しては使いものにならないので、自分がしっかり警けい戒かいしておかなければとも思うのだ。

「はは、本当によかったね。即位後に古ふる狸だぬきたちに言われるがまま結婚してなくて」

　ヴァルトが即位することが決定すると、真っ先に持ち上がったのは皇妃の件だった。

　皇帝としての地位を盤ばん石じゃくなものとするために、国内の有力貴族や周辺国の王族など、皇妃を据えるよう勧すすめる声は多かった。

　それらをすべて断っていた矢先、ルビクス王国との戦争が始まり、皇妃の話は立ち消えた。

　まさか、敵国であったルビクス王国と和平を結び、結婚するという判断になるとは思わなかったが、今思えば最良の選せん択たくだったのだろう。

　鉄仮面のように表情や感情が表に出ない親友が、これほどまでに面おも白しろくなるとは。

　フェルリナには感謝しなければならない。

「でもさ、いつまでぬいぐるみを抱いてるつもり？」

「は？　何故抱かないという選択肢がある？」

　本気で意味が分からない、というように問い返された。

　肌身離さず側に置いているクマのぬいぐるみ。

（妃殿下自身との関係も良好なのに、どうしてここまで頑かたくなにぬいぐるみを抱いているんだ？）

　フェルリナの療りょう養よう期間ならまだしも、今は本人が近くにいるのだ。

　わざわざぬいぐるみを抱いて周囲をけん制せずともよいはずである。

（絶対、なんかあるよなぁ）

　だてにヴァルトと長い月日を過ごしていない。

　ヴァルトがモノにここまでの執しゅう着ちゃくを見せたのは初めてなのだ。

「何を見ている……？」

「別にいいじゃん」

「駄目だ」

　グランの視界から隠かくすように、ヴァルトがぬいぐるみを抱いて背を向けた。

　さらには、威い嚇かくするように睨にらんでくる。

　ぬいぐるみを見ていただけなのに、どうしてここまで過か剰じょう反応されるのか。

　この調子だから、ぬいぐるみを抱いている皇帝──〝ぬいぐるみ皇帝〟なんて呼ばれるのだ。

　一部の者たちからそう呼ばれていることをヴァルトも知らないわけではないだろう。

（そういえば、妃殿下もぬいぐるみの話題には敏びん感かんだよな）

　ただの贈り物というわけではないのかもしれない。

　国政に関わる重要な秘密であれば、ヴァルトはグランに話してくれるはず。

　秘密にしているということは、グランにも言えないほど重要な何かがあるのか、それともただ知られたくないほど恥ずかしいことなのか。

　グランの予想では後者だ。

　だって、こんなにも愛くるしい見た目のぬいぐるみがどんな実害を起こせるというのだろう。

「ま、告白が成功したなら、儀式の踊りも完かん璧ぺきだろうね」

　楽しみにしているから、としっかりとプレッシャーを与えておく。

　深夜遅おそくまで女性パートのダンス練習に付き合わされたこちらの身にもなってほしい。

　にっこりと笑えみを向けると、ヴァルトの表情が強こわ張ばった。

（妃殿下にいいところを見せたいっていうのは分かるけど、オレと妃殿下じゃ身長も体格も違うだろうが）

　事前練習が必ひっ須すだ！　と張り切っていたヴァルトの手には、恋愛指南書『ダンスで魅みせる、あなたの魅み力りょく』があった。

　一体どんな内容が書かれているのか。

　怖こわいもの見たさで聞いてみたが、何故かグランに嫉妬心むき出しのヴァルトは一いっ切さい本の内容については口を開いてくれなかった。

「そ、そろそろ彼女とのダンス練習の時間だ！」

　そう言って、ヴァルトは逃げるように執務室を去っていく。

　その背を見送って、グランはやれやれと肩かたをすくめた。

　しかし、順調にダンス練習は進んでいるようで安心する。

　恋愛指南書が役に立っているのかは知らないが、もうこれ以上、恋愛指南書の被ひ害がい者しゃにはなりたくないと思うグランであった。
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　ダンスの練習を終え、皇妃の部屋でフェルリナはいそいそと手を動かしていた。

（スズランの花、こんな感じかな？）

　リジアとの散歩で見た花を思い出しながら、チクチクと針を刺さしていく。

　今は、テーブルクロスへの刺し繡しゅうを進めているところだ。

「さすが妃殿下。裁さい縫ほうが得意なだけあって、刺繡も上達が早いですね」

「ありがとうございます！」

　マスコット作りで針仕事に慣れていたおかげだろう。

　フェルリナはリジアに笑みを向ける。

「それは、スズランですか？」

「はい！　ちゃんとスズランだって分かりますか？」

「えぇ。とてもお上手ですわ」

　リジアの言葉にほっとする。

　テーブルクロスへの刺繡は、思い出や願いを込める。

　フェルリナが勘違いしてしまった視察での告白も、実は自分に向けられたものだった。

　あの草原に咲さいていた花はスズランで、豊穣祭の絵え柄がらでよく使われる花でもある。

（陛下、喜んでくれるかな……）

　ヴァルトのことを思うと、ぼんっと顔から火が出そうになる。

　するとそこへ、何と本人が登場した。

「何をしているんだ？」

「へ、陛下っ!?」

「ちゃんとノックはしたぞ」

　悪戯いたずらが成功した子どものようにニッと笑い、ヴァルトはフェルリナの隣に座った。

　ヴァルトと入れ替かわるように退室したのか、リジアの姿はもうない。

「お仕事は終わったのですか？」

　そっと手元のテーブルクロスをかき集めながら、フェルリナは問う。

　今更隠しても、絶対に遅いと分かっているけれど。

「あぁ。重要な案件はほとんど片づけてきた。書類仕事はまだ残っているが、グランもいるし、少しくらい休きゅう憩けいしてもいいだろう」

「そ、それなら、ちゃんとお体を休めませんと！」

　ヴァルトの貴重な休憩時間だ。

　フェルリナに構っている暇ひまなどないのでは──と思っていたのだが。

「問題ない。リィナと一緒にいれば癒される」

　ぽん、と頭に乗せられたのはヴァルトの大きな手で。

　フェルリナは照てれ隠しに「今はルーではありません」と小声で抗こう議ぎする。

　もちろんヴァルトは聞こえていないフリをして、フェルリナのふわふわの髪を優しく撫でている。

　あの告白から、ヴァルトは二人きりの時はフェルリナのことを愛あい称しょうで呼ぶようになった。

　お忍しのびデートの延長線のようでドキドキする。

　フェルリナだけが好きなのではなく、ヴァルトもフェルリナのことが好き。

　そんな奇き跡せきのようなことが起こっているなんて、いまだに信じられない。

「それで、何を持っているんだ？」

　ヴァルトの視線がフェルリナの手元に向けられる。

（……あぁ〜！　やっぱり気になりますよね！）

　できることなら内ない緒しょにしておきたかったけれど、観念してフェルリナはテーブルクロスを見せる。

「えっと、わたしも豊穣祭を楽しみたいなと思いまして……」

　本当はヴァルトに贈るつもりで始めたことは秘密だ。

「これ、全部リィナが？」

　テーブルクロスを見て、ヴァルトが驚いたように問う。

　そこにはすでに、ガルアド帝国の美味おいしかった料理や、視察の時に見たもの、印象に残っているものが刺繡されている。

　もちろん、ルーも。

「はい……刺繡は初めてなので上手にできたか自信はありませんけれど」

「いや、とても綺き麗れいだ。職人が作ったのだと言われても信じてしまいそうだ。それにこれなら、民衆を納得させられるかもしれない……」

　真しん剣けんな表情でヴァルトがフェルリナの刺繡をじっと見つめている。

「どういうことですか？」

「──いや。リィナの手はこんな美しい模様を生み出せるのかと思ってな。まるで魔法のようだ」

　その言葉に、フェルリナは幼い頃の母と自分を思い出す。

「わたし、母が裁縫をしているのを見るのがとても好きでした。一枚の布がドレスに変わったり、綺麗な絵柄を糸で描えがいたり、それが魔法みたいですごくワクワクして、いつかわたしも母のようになりたいと思って、最初は見み様よう見み真ま似ねで裁縫を始めたんです」

　だから最初は失敗ばかりだったこと。針子たちの仕事を盗ぬすみ見て覚えていったこと。

　少しずつ形になっていくのがとても楽しかったこと。

　フェルリナの話をヴァルトは相あい槌づちを打ちながら、優しく聞いてくれた。

　誰かに裁縫を始めた理由やルビクス王国での思い出を話すのは、初めてだった。

　緊きん張ちょうと怯おびえがなかったといえば噓になる。

　特に最近は、ルビクス王国での日々が悪夢として蘇り、フェルリナの心を蝕むしばんでいたから。

　それでもこうして前を向けているのは、ヴァルトのおかげだ。

「わたしも、少しは母に近づけたのでしょうか……」

「あぁ、きっとリィナの母上も誇ほこらしく思っているだろう」

　優しい声が、言葉が、胸に響く。

　もうはっきりとは思い出せない母の笑顔が、ぼんやりと思い浮かんだ。

「それに、リィナが作ったものは不思議と心を癒してくれる。この刺繡も、見ているだけであたたかな気持ちになれる。ぬいぐるみに憑依してしまう魔法がどういうものなのかは分からないが、優しい君らしいとても素す敵てきな魔法だと思う」

「……ありがとうございます」

　ヴァルトはどれだけフェルリナの心をすくい上げてくれるのだろう。

　受け入れて、抱きしめて、守ってくれる。

　ヴァルトがいてくれるだけで、フェルリナの心はぽかぽかとあたたかな気持ちになる。

　ルビクス王おう妃ひの言葉を思い出して開いた心の傷は、すでにヴァルトによって塞ふさがれていた。

　辛つらい過去を思い出して、自分自身を蔑さげすむのはもうやめにしよう。

　フェルリナは今を、未来を、ヴァルトと生きていきたい。幸せに手を伸のばしたい。

　誰に何を言われようとも、自分がヴァルトの妻で、皇妃なのだと胸を張っていられるように、もっと強くなりたい。

「陛下」

　ヴァルトがくれたもの以上を返すことはまだできないけれど、気持ちを伝えることはできる。

　フェルリナはヴァルトをまっすぐ見上げた。

「私の名前は呼んでくれないのか？」

　拗すねたような口調で問われ、フェルリナはハッとする。

　視察デートの時にも、城に帰ったら名前で呼んでほしいというようなことを言われていた。

　それなのに、フェルリナはずっと『陛下』呼びだった。

「……ヴァ、ルト様」

　おずおずと口にすると、ヴァルトの頰が少しだけ赤く染まった。

　ヴァルトも、フェルリナにドキドキしてくれているのだろうか。

「リィナ」

　その声に引き寄せられるように見つめると、ダークブルーの瞳には真っ赤な顔をした自分が映っていた。

　好き。ただそれだけを伝えようと思っていたのに、甘く優しく見つめられては動どう悸きが激しくなるばかりで気持ちなど伝えられそうになかった。

　その上、ゆっくりとヴァルトの顔が近づいてくる。

　フェルリナに逃げる余地を与えるようにゆっくりと、けれど確実にじわじわと距離を詰めてくる。

　キスをされるのだ。両想いを自覚して初めての。

（ひゃぁ〜〜〜っ！　し、心臓が持ちそうにありません……！）

　ドキドキするがここで逃げてはいけない。

　覚かく悟ごを決めて目を閉じた時──ノックの音が響いた。

「陛下、もう休憩は終わりですよ〜！　自分だけ癒されてないで仕事してください」

　聞こえてきたのはグランの声で、ヴァルトは思い切り顔をしかめて「ちっ」と舌打ちをした。

　キスの雰ふん囲い気きが一いっ瞬しゅんで霧む散さんし、気恥ずかしさだけが残る。

　顔が熱くて、フェルリナは両手でパタパタと自分を扇あおぐ。

「そろそろ戻る。あいつはしつこいからな」

「聞こえてるぞ〜」

　グランの文句が扉とびら越ごしに聞こえ、フェルリナは思わず笑ってしまう。

「お二人は本当に仲が良いのですね」

　ヴァルトとグランの気の置けない会話は、友人がいないフェルリナからすればとても羨ましい。

「オレは、妃殿下とも仲良くしたいと思っていますからね」

　扉を開けて、ひょっこり顔を出したグランがにっこりと笑って言う。

　その言葉が嬉しくて、フェルリナも笑みを返した。

「ありがとうございます！」

「リィナ。こいつとは別に仲良くしなくてもいい」

「おいおい、臨時とはいえ、妃殿下の教育係としてオレだって頑張ってるからね？　少しくらい仲良くしてもいいだろうが」

「駄目だ。許さん……というか、お前が私より先に名前を呼ばれていたことも許してはいないからな！」

「はぁ〜。オレにすらそんな嫉妬むき出しで、これからどうするんだよ」

　呆あきれたようなため息を吐ついて、グランが金茶色の髪をくしゃりとかいた。

　そんなグランの首根っこを摑つかみ、引きずるようにしてヴァルトが部屋を出る。

（……名前？　そういえば、わたしグラン様のことは最初から名前で呼んでいたわ！）

　ぬいぐるみに憑依していた時に、ヴァルトがグランの名を呼ぶのを近くで聞いていたから、無意識のうちに名前で呼んでいたのだ。

　ヴァルトのことは逆に意識しすぎて、名前を呼ぶなんて考えられなかったけれど。

「じゃあ、行ってくる。今日は少し遅くなると思う」

　ヴァルトはフェルリナを振ふり返り、笑みを浮かべた。

「はい、いってらっしゃいませ。どうかご無理なさらないでくださいね」

「あぁ。リィナのおかげで癒されたから頑張れそうだ。それと、豊穣祭のことは何も心配しなくていい」

　そう言うと、ヴァルトはグランを引っ張って仕事へ向かった。

　先ほど向けられた力強い言葉と眼まな差ざしに、胸が高鳴る。

　そして、いつか憧あこがれていた夫の見送りが自然とできていることにフェルリナは感動していた。




　豊穣祭まであと一週間。

　皇妃の参加を反対するデモはいまだ続いている。

　けれど、フェルリナはヴァルトの言葉を信じ、儀式を成功させることだけに集中して、練習を重ねていった。
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　豊ほう穣じょう祭当日。帝てい都との空気はひりついていた。

　ここ最近、帝都に出回っている皇こう妃ひの噂うわさのせいである。

　醜みにくく、教養のない人ひと質じち王女が敗戦国出身であることも忘れ、ガルアド帝てい国こくを見下している。

　そんな皇妃を豊穣祭の儀ぎ式しきに参加させてはならない。

　とある記事の情報から脚きゃく色しょくされた様々な噂が、帝都の民たみたちの不安と不満を煽あおっていた。

　二年前のルビクス王国との戦争は、当然ガルアド帝国にも被ひ害がいをもたらした。

　それはまだ人々の記き憶おくにも新しい。ルビクス王国との和平に複雑な感情を抱いだいている者は少なくない。

　デモに参加していなくとも、民衆の心に不ふ穏おんな影かげがよぎっているのは間ま違ちがいない。

　そしてそれは、貴族にとっても同じことだった。

　豊穣祭は一いっ般ぱん市民、貴族など身分関係なく、ガルアド帝国にとって重要な祭りである。

　本当に元敵国の王女をただ一人の皇妃に据すえていていいものか。

　皇こう帝ていが大事にしているぬいぐるみは皇妃の手作りだというが、どうにも二人が仲なか睦むつまじく一いっ緒しょにいる様子を見た者はいない。互たがいを拒きょ絶ぜつするように離はなれて歩いている姿を見た者はいるが。

　城内から漏もれ出た不仲説は、今や社交界全体、帝都中に広がっている。

　皇妃は結けっ婚こんして一度も公おおやけの場に出てきていないので、貴族議会に出席している者以外、貴族も民衆も誰だれ一人皇妃の顔を知らなかった。

　だから、憶おく測そくでしかない噂だとしても、信じる者は多かった。

　貴族にとって情報は武器である。

　もし不仲説が事実であれば、いずれ別の妃きさきを娶めとる可能性もあるのだ。適てき齢れいの娘むすめがいる貴族たちは、自分の娘を妃にしようと目論もくろむ。

　また、醜く、教養のない王女を人質として差し出したことが事実であれば、和平を結んでいるルビクス王国への反発心も生まれるだろう。

　しかし、ある時から真逆の噂も流れ始めた。

　皇帝は皇妃を溺でき愛あいしている──その噂は、皇帝に近い貴族議会の面々から広がっていた。

　一体、どちらの噂が真実なのか。

　様々な思おも惑わくや憶測が絡からみ合う中で、豊穣祭は始まる。

　帝都の広場には、すでに多くの人が集まっていた。

　祈いのりの儀式までまだ時間はあるが、皇帝より儀式の前に重要な話があると新聞が報じていたからだ。

　皇妃の情報を流した時と同じ手法を使って、皇帝が動いた。

　その時点で皇帝の静かな怒いかりに勘かんづく者もいたが、それはほんの一部だけで、出回った噂が刷り込みのように皆みなの心に巣食い、醜い皇妃を娶った皇帝への同情が高まるばかりだった。

　今回は戦争の影えい響きょうで二年ぶりとなるばかりか、ヴァルトが皇帝に即そく位いして開かい催さいされる初めての豊穣祭だ。

　ガルアド帝国を勝利に導き、国内の復興に力を注いでくれている皇帝の姿を一目見たい。

　皇妃のこととは関係なく、純じゅん粋すいに皇帝の話を聞きたいという者たちも広場には集まっている。

　皆が見つめる先にあるのは、セリス大聖堂前の舞ぶ台たい。

「「「よそ者の皇妃は参加するな！」」」

「「「豊穣祭を穢けがすな！」」」

　デモ隊の集団は、今こそ声を上げるべきだと叫さけぶ。

　警備の騎き士したちの制止も聞かず、集まった民衆も同調し、その声はますます大きくなっていく。

　それらの野次が響ひびく中、セリス大聖堂の両開きの扉とびらが開かれた。

　ガルアド帝国皇帝ヴァルト゠シア゠ガルアドの登場である。

　陽光を受けて輝かがやく白銀の髪かみ、深い夜を思わせるダークブルーの瞳ひとみ。

　儀式用の衣い装しょうに身を包んだ皇帝は、その冷たい美び貌ぼうも相まって神話からそのまま飛び出したような神こう々ごうしさを放つ。

　しかし、熱を上げているデモ隊の者たちは、皇帝の登場にも気づかない。

　そして、皇帝がエスコートしているのは、彼にとって唯ゆい一いつの皇妃。

　柔やわらかなローズピンクの髪は後ろで編み込まれ、草花をモチーフにした髪かみ飾かざりがきらめく。胸むな元もとにオリーブの葉の装そう飾しょくが施ほどこされた儀式用の白いドレスは、どこか神秘的な印象を与あたえる。

　皇妃は前を見据えるが、デモ隊の声に体を震ふるわせ、俯うつむいてしまう。

　そんな皇妃の手を優やさしく握にぎって、皇帝は民衆が集まった広場を見下ろす。

　──ゴォーン、ゴォーン。

　セリス大聖堂の鐘しょう楼ろうが合図のように鳴なり響くと、鐘楼からばさりと白い布が垂れ下がった。

　スズランの花、オリーブ、絵付け皿、帝都広場の街並み。

　白い布に精せい緻ちな刺し繡しゅうが施されているのが、遠目にも分かる。

　誰もがその布に気をとられ、しんと静まり返る。

　民衆の注目を集めた後、皇帝は口を開いた。




「これは、皇妃が我が国を見て、感じて、想おもいを込こめて作ったものである」




　そう言ったヴァルトの声に、初めて民衆の前に出てガチガチだったフェルリナは何のことかと驚おどろく。

　皆の視線の先を辿たどると──。

（あ！　あれは、わたしが昨日完成させて、陛へい下かに贈おくったテーブルクロス!?　ど、どうしてあんなところに？）

　素人しろうとが趣しゅ味みで刺さしたような刺繡が、大衆の前に晒さらされるなんて。

　たしかに豊穣祭を楽しみたいとは言ったが、あんな不ぶ恰かっ好こうなものを見せたら、ますます民衆からの支持が下がるのでは……とフェルリナは内心で焦あせる。

　しかし、大だい丈じょう夫ぶだというようにヴァルトの手に力がこもり、そのぬくもりに震えが止まった。

「皆が気にしている例の記事は出所不明であり、そこに書かれた内容も全くのでたらめである。誤った情報に惑まどわされ、皇妃を批判することこそが我が国の伝統を穢す行こう為いであろう」
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　きっぱりとヴァルトは記事の内容すべてを否定した。

「教養がなければあのように美しい刺繡を皇妃自身が刺せるわけもなく、我が国を見下しているのならそもそも豊穣祭のために刺繡などしないはずだ。皇妃は慣れない我が国の文化を学び、知ろうとしている。それに、我が皇妃はとても美しい」

　一歩、ヴァルトがフェルリナの手を引いてさらに前へ出た。

（陛下はわたしが皆さんを納なっ得とくさせられると信じてくれているのだわ）

　一いっ生しょう懸けん命めいに刺繡したテーブルクロスは、豊穣祭の中心となるセリス大聖堂の鐘楼に飾られた。

　羞しゅう恥ちはあるものの、褒ほめられたことも、飾ってもらえたことも、とても嬉うれしい。

　それに何より、ヴァルトの言葉にフェルリナは感激していた。

　ヴァルトの期待に応えたい。

　自分のすべてを肯こう定ていすることも、認めることもまだ難しいけれど。

　フェルリナは俯いていた顔を上げて、まっすぐに民衆を見つめた。

　すると、フェルリナの姿を目にした者たちがハッと息をのむ。

　誰もが、その姿に目を奪うばわれた。

「あ、あれが、醜い人質王女？」

「とても美しい人だ……」

「凛りんとした佇たたずまいには気品も感じられるぞ」

「まるで女め神がみ様のようだわ」

　今まで自分たちが想像していた人物像との違いに、人々の間に戸と惑まどいが広がっていく。

　ルビクス王国にいた時は体を清めることもできず、食事もまともにとれず栄養失調気味で、美しく着飾ることもなかった。

　その上、王おう妃ひから受ける躾しつけのせいで、白い柔やわ肌はだには傷が刻まれていく。

　髪はぼさぼさで常に青白い顔をしたフェルリナは、たしかに醜かっただろう。

　ルビクス王国でフェルリナを美しいと思う者など一人もいなかった。

　だからこそ、フェルリナにとってあの記事は真実だった。

　ルビクス王国での姿しか知らない者にとってもそうだろう。

　しかし、フェルリナはガルアド帝国に来て変わった。

　規則正しい生活をして、侍じ女じょに身の回りの世話をしてもらい、夫であるヴァルトには大切に守られている。

　フェルリナを受け入れ、支えてくれる皆のあたたかい心こころ遣づかいのおかげで、元々の可か憐れんさが磨みがき上げられ、幸福というきらめきが追加されていた。

　幸せになる資格はないと諦あきらめていた心に、光を灯ともしてくれたのはヴァルトだ。

（陛下がここまでしてくださったのだもの。次は、わたしが皆さんに認めてもらえるように、顔を上げなくちゃ）

　元敵国出身で人質としての意味合いを持つフェルリナが皇妃として皆に認められることは、そう簡単なことではない。

　それは初めから分かっていたことだ。向き合うことから逃にげてはいけない。

「ルビクス王国より嫁とついでまいりました、フェルリナと申します。わたしを認められない皆さんのお気持ちは分かります。ですが……わたしは争うためではなく、和平のためにここにいます。この国の皇妃として、この国のために尽つくし、生きる覚かく悟ごはできています。それだけは、どうか分かっていただきたいのです！」

　フェルリナの声を聞いて、民衆の中で驚きに声を上げる者たちがいた。

「もしかして、飾りつけの準備を手伝ってくれた……あの子じゃない？」

「本当だ、よく見れば髪の色は違うけど、リィナちゃんにそっくりだ」

「え、リィナちゃんが、皇妃殿でん下か……!?」

　まさか皇妃に手伝わせていたなんて──と驚きょう愕がくしながらも、噂とは違い、一般市民である自分たちのことを見下さず、優しく笑いかけてくれていたことを思い出す。

「──ってことは、あの時迎むかえに来ていた旦だん那な様って、皇帝陛下……？」

　そして、皇帝夫妻がお忍しのびで帝都デートをするほどの仲だったことに気づく。

「あの時はありがとうございました！」

「とても助かりました！」

　という声があちこちから届く。

　思いもよらなかった感謝の声に、今度はフェルリナがあっけにとられた。

　しかし、その声に対たい抗こうするようにデモに参加していた者たちも叫ぶ。

「し、信じないぞ！　ルビクス王国の王女の言うことなんて！」

「そうだ！　本当は俺たちを騙だましているんだろう！」

　彼らを制止するためにヴァルトが声を発するよりも先に動いたのは、民衆の方だった。

　ベチン！　と叫んでいたデモ隊のうちの一人の頭を誰かが叩たたき、憤ふん慨がいする。

「馬鹿だね！　新聞がデマだったんだよ！」

「で、でも……」

「騙されていたっていうなら、新聞にだろうが！」

「実際に皇妃殿下に何かされたことがあんのかい？　えぇ？」

「ない、けど……」

「あんただって、あの刺繡を見たら分かるだろう？　それに、あんなに可愛かわいい子が醜いだなんてよく言えるね？」

「ぐっ、それは……」

　まだくすぶっていたデモの火種も、皇妃を擁よう護ごする者たちによってだんだんと消されていった。

　その様子を見て、ヴァルトがこっそりとフェルリナに耳打ちする。

「リィナ自身の頑がん張ばりが、皆の心を変えたんだ。本当にリィナはすごいな」

「へ、陛下がいてくださったおかげです」

「いや、私だけの力では彼らを本当の意味で納得させることはできなかっただろう」

「でも、わたし一人では勇気が出ませんでした」

　フェルリナが頑張りたいと思えたのも、過去と向き合う決心がついたのも、ヴァルトの隣となりに立ちたいという思いがあったから。

　そして、ヴァルトが守ると言ってくれたから。

（陛下がいなければ、わたしはきっと弱いままだった……）

「ありがとうございます」

　フェルリナは頰ほおを染めながら、ヴァルトと繫つないだ手にきゅっと力を込めた。

　舞台上でコソコソ話しながら、頰を染め合う皇帝と皇妃を見て、民衆たちは不仲説もデタラメであることを悟さとる。

　民衆のうちの誰かが、「皇妃殿下、万ばん歳ざい！」と叫び始めると、皆がそれに続く。

　まだ完全に受け入れてもらえたわけではないだろう。

　それでも、こうしてフェルリナを皇妃として認めてくれる人たちがいる。

　感激したフェルリナは、自ら民衆の方へ足を踏ふみ出した。

「皆さん、ありがとうございます！　皆さんの思いがたくさん込められた豊穣祭に参加できることを光栄に思います。儀式では、この国のために、一生懸命祈り、踊おどります！」

　こんなに大きな声を出したのは、生まれて初めてかもしれない。

　多くの人に感謝を、決意を伝えたかった。

　大好きになったこのガルアド帝国に、フェルリナは尽くしていきたい。

　この国の皇妃として、ヴァルトの妻として。

　純粋な願いと決意を込めたフェルリナの言葉と笑え顔がおは、民衆の心を鷲わし摑づかみにした。

　豊穣祭に皇妃が参加することに反対する者は、もう誰一人いなかった。




　そんなフェルリナを遠くから睨にらみつけている男が一人。

「あ、あり得ない……。何故なぜだ……！」

　男はとある命令を受け、観光客に交じってガルアド帝国に潜せん入にゅうしていた。

　──あの子は不幸でなくちゃいけないの。思い上がって皇妃の地位を謳おう歌かするなんて許されることではないわ。

　伝統的な豊穣祭で、皇妃が祈りの儀式を踊るのはとても名めい誉よなことだ。

　そんな舞台に憎にくい娘が立つことが許せなかったのだろう。

　フェルリナに自身の立場を思い知らせろ、と言われ、例の記事をばらまくよう手配した。

　誰にも認められず、誰からも求められず、責め立てられるように。

　かの人が思い描えがく不幸へとまっすぐに導くのが、男の任務だった。

　これは、絶対に失敗するはずのない計画だった。

　それなのに、テーブルクロスが現れ、皆が視線を奪われた直後、デモの熱はどんどん冷めていったのだ。あり得ない、そんなことは起こらないはずなのに。

　男はどうするか迷っていた。

　命令を遂すい行こうできなかった場合、自分の運命は決まっている。

　しかし、逃げることもまた難しい。

「ねぇ、さっきから何で妃ひ殿でん下かのことを殺気立って睨んでるのかな？」

　気配もなく現れた金茶色の髪を持つ男は、柔にゅう和わな笑えみとは裏腹に目は笑っていなかった。

「ちょっと話、聞かせてもらおうか」

　そう言うと、逃げようとした男をあっさりと捕つかまえて物もの陰かげへと消えていった。
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　青空の下、豊穣祭の祈りの儀式が始まる。

　セリス大聖堂前の舞台に、一人の女神が舞まい降おりる。

　不毛な土地に、女神は種を蒔まく。

　その種が芽め吹ぶき、やがては大地を覆おおう緑となるように女神は祈る。

　女神の祈りによって、眠ねむり続けていた大地の神が目覚めた。

　二人は共に手を取り合い、大地を豊かな緑に変えていく。




　皇帝と皇妃のダンスは、女神と大地の神が土地に緑を変えていくこの神話における最も重要なシーンだ。

　舞台上には緑の木々を模した布がなびき、よりドラマティックに演出する。

　緊きん張ちょうしながらも、フェルリナは無事に女神の登場シーンを終えた。

　曲調が変わり、ヴァルトが舞台に登場する。

　本物の神だと言われても納得してしまう圧あっ倒とう的てきな姿に、フェルリナは思わず見み惚とれそうになる。

（練習の時よりも、はるかに神々しさが増していませんか……!?）

　本番の衣装を着てダンスを合わせることはなかったので、今日初めてヴァルトの衣装を見た。

　衣装と音楽と本番の緊張も相まって、ヴァルトが一段とかっこよく見える。

（考えちゃダメ。今のわたしは豊穣をもたらす女神）

　そう自分に言い聞かせ、フェルリナはまっすぐヴァルトを見つめる。

　わずかに笑みを浮うかべて、ヴァルトがフェルリナに手を差し出す。

　その手を取ると、二人の距きょ離りは一気に縮む。

　ヴァルトの力強い手が腰こしに回され、体が密着する。

　一生懸命に努力して身につけたステップは、緊張の中にあっても体に染しみついていたらしい。

　ヴァルトの足を踏むことなく、音楽に乗って体が動く。

　もちろんヴァルトが踊りやすいようにリードしてくれているのも大きい。

　フェルリナがくるりとターンする度たびに、ふわりとドレスの裾すそが広がる。

　目立った装飾はないが、このドレスの生き地じには細かく砕くだかれた宝石の欠片かけらが使われていて、太陽の光を受けてきらめく。

　美しい光をまといながら、フェルリナは軽かろやかに踊る。

　そんな女神を支えるようにリードするヴァルトもまた、優ゆう雅がで力強いステップを踏む。

　曲はクライマックスに近づいた。

　ヴァルトがフェルリナの体を抱き上げ、恵めぐみをもたらす太陽へと祈りを届ける。

　フェルリナの体を危なげなく支えるたくましい腕うでに、キュンと胸が疼うずく。

（でも、今日は絶対、倒たおれたりしないわ……！）

　軽々とフェルリナの体を抱き上げたまま、ヴァルトが舞台を一周する。

　視線が高くなると、儀式を見守る民衆の姿が遠くまでよく見える。

　皇妃を受け止めてくれた彼らの姿に、フェルリナはぐっと込み上げるものがあった。

　民衆の一人ひとりに目を向けながら、ただただ感謝の気持ちでいっぱいになる。

　ガルアド帝国にはこんなにあたたかな民がいる。

　皇妃として、彼らの生活を、このあたたかな民を守っていきたい。

（どうか、これから先もガルアド帝国が豊かで、平和でありますように……）

　祈りを乗せて、両手を天へ伸のばす。

　空を見上げれば、眩まぶしい太陽と青空が目に入った。

　どこからか、白い鳩はとが飛んでいく。

　そして、曲のフィニッシュとともにヴァルトはフェルリナの体をそっと地面に降ろした。

（終わった……わたし、ちゃんとできたよね……？）

　自分が皇妃として、こんな舞台に立つことになるだなんて、嫁いできた時には想像もしていなかった。

　今になって抑おさえ込んでいた緊張がぶり返してきて、足が震える。

　しかし、隣でヴァルトが支えてくれるおかげで、立っていられた。

　儀式を終え、ヴァルトは集まった者たちの前に出る。

「この二年間、戦争に勝利したとはいえ、我が国に被害がなかったわけではなかった。その中でも、皆が力を合わせ、前を向いて進んでくれたおかげで、今こうして再び豊穣祭を開催できた。感謝する。これから先も、皆が当たり前のように大切な者たちと共に食事をとり、平和に過ごせる国となるよう私は力を尽くそう。そして……」

　そこで言葉を区切り、ヴァルトはフェルリナに視線を向けた。

「私はただ一人の皇妃を愛している。これからも我が皇妃を信じ、見守っていてくれ」

　ヴァルトの言葉に、フェルリナは感謝の気持ちが込み上げてきて、泣きそうだった。

（陛下……っ！）

　瞳を潤うるませたまま、感激してヴァルトを見上げると、何故か彼の顔が焦ったようなものに変わる。

「さて、儀式は無事終しゅう了りょうした。皆の者、二年ぶりの豊穣祭を思う存分楽しんでくれ！」

　早口で言うと、ヴァルトはフェルリナの手を取り、そそくさと民衆の前から退場する。

　大きな歓かん声せいに見送られ、フェルリナの初めての公務は幕を下ろした。




「妃殿下、めちゃくちゃ可愛かったなぁ」

「儀式の際中、俺と目が合ったぞ」

「陛下が溺愛するのも分かる気がする……」

　儀式の最中に見せた繊せん細さいな美しさと皇帝の隣で頰を赤く染めている可愛らしい様子のギャップ、そして何より愛らしいあの笑顔──皇妃フェルリナのファンは確実に増えていた。

　そして、ルビクス王国から嫁いできた王女は、ただの人質ではなく、正式な皇妃であることを皆が知ることとなった。




　和平のための政略結婚から始まった二人の間には、たしかに愛があるのだということも。
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「へ、陛下？　わたし、何か失敗してしまったのでしょうか？」

　慌あわてたように大聖堂内へ引っ込むことになったフェルリナは、もしや何か失態でもあったのかと焦あせる。

　ヴァルトはいまだフェルリナの腰こしを抱だいたままで、この距きょ離りにもドキドキしてしまう。

　しかし、ヴァルトはすぐに首を横に振ふった。

「違ちがう。君が、可愛かわいすぎるから……」

　──これ以上、誰だれにも見せたくないんだ！

　というヴァルトの心の叫さけびは幸い口には出ていなかった。

（か、可愛い……って）

　何度言われても照れてしまう。

　それに、何と答えればいいのかも分からない。

　恥はずかしくて俯うつむこうとすると、ヴァルトにそれを阻はばまれた。

「フェルリナ、本当によく頑がん張ばってくれた。ありがとう」

「そ、そんな、わたしは何も……」

「言っただろう？　デモが収まったのは、君の特技である裁さい縫ほうと我が国を思う努力があってこそだ」

　どれだけ努力しても、頑張っても、自分自身を認め、信じることは難しい。

　それでも、ヴァルトがフェルリナを肯こう定ていし、認めてくれたから、少しずつでも自分を信じられるようになってきた。

「皇こう妃ひとして、わたしは陛下のお役に立てたのでしょうか？」

　恐おそる恐る、フェルリナはヴァルトに問う。

　皇妃としてヴァルトの役に立ちたい──そのために、これまで頑張ってきた。

　豊ほう穣じょう祭が終われば、皇妃として皆みなの前にお披ひ露ろ目めをされたフェルリナは社交界とは無む縁えんではいられない。

　ヴァルトがいない場所でも、一人で公務をこなさなければならない時もあるだろう。

　今日という始まりの日、自分は皇妃として問題はなかっただろうか。

　無事儀ぎ式しきを終えたことにほっとしながらも、フェルリナの胸にはまだ不安があった。

「あぁ、もちろんだ」

　そう言って、ヴァルトが薄うすく微笑ほほえむ。

「隣となりに立つのが君ではなかったら、こんなにもこの日を待ち望むことはなかったし、祈いのりの儀式を復活しようなどとは考えもしなかっただろう」

「わたしだったから……？」

「あぁ。あんなデモが起きたにもかかわらず、君は誰のことも悪く言ったりしなかった。それどころか、彼らが楽しみにしていた豊穣祭の開かい催さいについて心配していただろう？　普ふ通つう、自分を悪く言う人間がいれば同じように攻こう撃げきしようとする者がほとんどだ。私自身、大切な君を貶おとしめる発言をした者は皆罰ばっしてしまいたいと考えていた」

「えっ、そんな！　皆さんは悪くありません！」

「君なら誰かを責めるようなことは嫌いやがると思ったから、私も別の方法を考えた」

「まさか、それでわたしの刺し繡しゅうを……？」

「君の刺繡はとても素す晴ばらしいものだったからな。皇妃がどれだけ心が美しく、優やさしい人なのかを皆に知ってもらいたくて、君に内ない緒しょで披ひ露ろうさせてもらった」

　そう言って、ヴァルトは軽く肩かたをすくめた。

「でも、どうして教えてくださらなかったのですか？」

「もし皆の前に披露すると話していたら、君は素す直なおに渡わたしてくれたか？」

「……うっ、こんなもの見せられないと断ったかもしれません」

　夢中になって刺繡していたのは、自分も一いっ緒しょに豊穣祭を楽しみたいと思っていたから。

　しかし、自分から一歩を踏ふみ出す勇気があの時のフェルリナにはなかった。

　刺繡を皆の前に披露すると言われれば、嬉うれしさよりも不安が大きくなっていただろう。

（陛下はいつもわたしの背中を押してくれる……）

　大だい丈じょう夫ぶだと背中を押してくれて、不安になっても、振り返ればヴァルトがそこにいてくれる。

「まだ自分に自信が持てないかもしれないが、今日で分かっただろう？　皆に我が国の皇妃であることを認めさせたのは、他の誰でもないリィナ自身だ」

「……はいっ！　でもやっぱり、陛下がいてくださったおかげです！　本当にありがとうございます。これからも、どうかよろしくお願いいたします」

「こちらこそ。これから公務で忙いそがしくなると思うが、よろしく頼たのむ」

「精せい一いっ杯ぱい頑張りますっ！」

　フェルリナは、両手の拳こぶしを胸の前で握にぎって気合を入れる。

　まっすぐにヴァルトを見上げると、交わったはずのダークブルーがふいと逸そらされた。

「陛下……？」

「すまない。これは君を避さけているわけではなくてだな……衣い装しょうの効果もあっていつも以上に可愛すぎて……」

　横を向いたまま、ヴァルトが胸を押さえながら言う。

　そんな姿すらかっこよくて、フェルリナは彼に見入っていた。

（本当に、とても綺き麗れい……）

　セリス大聖堂のステンドグラスから陽ひの光が差し込み、白銀の髪かみと冷たい美び貌ぼうを輝かがやかせる。

　本物の神だと言われても信じてしまう神こう々ごうしさだ。

　顔を背そむけているので、横顔のラインが綺麗に見える。

　少しばかり頰ほおが赤いのはきっと、儀式でダンスを踊おどったから。

　じんわりと額ひたいに浮うかぶ汗あせすらもその美貌を引き立たせ、色っぽさを醸かもし出す。

　ヴァルトに見み惚とれながらも、彼のダークブルーの瞳ひとみがフェルリナを映していないことが少し寂さびしかった。

「リィナ？　どうしたんだ？」

「へっ？」

　こちらを見てほしいと願った双そう眸ぼうが向けられて、フェルリナの鼓こ動どうは跳はねる。

　そして、彼の視線を辿たどって、自分の手がヴァルトの服をぎゅっと摑つかんでいたことに遅おくれて気づく。

（わ、わたしったら……！）

　パッと放そうとした手は、ヴァルトの大きな手に包まれた。

「ひゃぁっ」

「リィナも、こうしたいと思ってくれたわけではないのか？」

「え、えっと……それは……」

　優しいぬくもりに包まれてドキドキするものの、それ以上に心ここ地ちよさも感じている。

　大好きな人と触ふれ合うと、こんなにも胸があたたかくなるのか。

（そ、そうだわ。今度こそ、わたしもちゃんと気持ちを伝えたい……！）

　大好き。愛おしい。

　ヴァルトのことを思うと溢あふれてくる気持ちに、胸がきゅっと締しめ付けられる。

　その瞳に自分を映してほしい。もっと触れてほしい。抱きしめてほしい。

　側にいられるだけで十分だったはずなのに、それ以上を望んでしまう。

　いつから自分はこんなに我わが儘ままになってしまったのだろう。

　分ぶん不ふ相そう応おうな望みを持っていることを知られて嫌きらわれやしないか。

「フェルリナ、好きだ」

　まるで心を読んだかのようなタイミングで好きだと言われ、フェルリナは飛び上がりそうになる。

　手を握ったまま、ヴァルトは目の前で跪ひざまずいて、フェルリナの手の甲こうに口づけた。

「──っ！」

　ヴァルトの唇くちびるの感かん触しょくに、フェルリナは危あやうくぬいぐるみに憑ひょう依いしてしまうところだった。

　心臓は痛いくらいに暴れているが、意識を強く持てばぬいぐるみに憑依することは避けられる。

　ここ最近の練習で、コントロールできるようになってきたのだ。

　フェルリナは意識を強く保とうと覚かく悟ごを決めた。

　しかし、ヴァルトの猛もう攻こうは手の甲への口づけでは終わらなかった。

「皇妃としての重責が君を追い詰つめてしまうこともあるかもしれない。今回のようなことも二度とないとは言い切れない。それでも、私はリィナに側にいてほしい。そのために、私にできることならどんなことでもする」

　ダークブルーの瞳から目が逸らせない。

　呼吸すらも忘れて、ヴァルトを見つめる。

「フェルリナ゠ルビクス。君だけを生しょう涯がい愛し、守り抜ぬくと誓う」

　ステンドグラスが美しいセリス大聖堂内で、まるで結けっ婚こん式しきのような台詞せりふを紡つむぐ。

　初めて出会ったあの結婚式の日、互たがいに愛を誓う言葉は必要なかった。

　愛し合う二人の結婚式ではなかったから。

（あの時は、陛下に愛される未来なんて想像もできなかった……）

　冷たい眼まな差ざしを向けられて、涙なみだをこぼしたことを思い出す。
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　しかし、今目の前にいるヴァルトは、熱のこもった眼差しでフェルリナを見つめ、愛を誓っている。

　夢ではないか。

　何度もそう思ったが、指先から伝わる愛いとしい熱が夢ではないと教えてくれる。

　ヴァルトは、じっとフェルリナの言葉を待っている。

　ときめきで胸が苦しくて、涙で視界がにじんでしまう。

　それでも、これが夢ではないのなら。

「わ、わたしも、誓います。陛下を、あ、愛しています」

　言葉にしたら、ふわふわと心のうちで溢れていた想おもいがたしかな形になったような気がした。

　胸がいっぱいになって、大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちる。

　フェルリナがぽろぽろと涙を流すのを見て、ヴァルトがぎょっと目をむく。

「リィナ!?」

「あっ、ごめんなさ……っ」

　途と方ほうに暮れて泣いていたあの日とは違う。

　幸せすぎても人は号ごう泣きゅうしてしまうのだとフェルリナは初めて知った。

　泣きじゃくるフェルリナを前にあたふたしていたヴァルトは、さっと立ち上がり、両手を広げた。

「おいで」

　その声に導かれるままに、フェルリナはヴァルトの胸に飛び込んだ。

　優しく抱きしめてくれるその腕うでに心臓は痛いくらいにドキドキして、今にもこの体から魂たましいが抜けてしまいそう。

　それでも、この腕の中に留まりたくてフェルリナは想いを口に出す。

「陛下、大好きです……」

「うっ……妻が可愛すぎる……」

　ヴァルトの呻うめきは、自分の心臓の音がうるさすぎてフェルリナには聞こえていない。

　その上、羞しゅう恥ちから目を瞑つぶっているので、ヴァルトの顔が真っ赤に染まっていることにも気づかなかった。

「お〜い、あれ？　陛下はどこにいるんだ？」

「あっ、ソーラス様、今はまずいです！」

「え、なんで……って、あ〜そういうことか」

　というやり取りが耳に届いて、フェルリナはハッと顔を上げる。

　そういえば、この大聖堂内には当然、フェルリナの仕し度たくを整えた侍じ女じょたちや護衛騎き士しがいるわけで──つまり、先ほどまでのやり取りをすべて見られていた……!?

（いや〜〜〜っ！）

　せっかく我が慢まんしていたのに、人に見られていたことでフェルリナの羞恥心が限界を超こえた。

　体中が熱くなって、視界がふっと黒く染まる。

　どうか目覚めたら、ついさっきまでの出来事が夢でありますように。

　でも、互いに誓い合った愛だけは夢にはしたくない。

　そんなことを遠くなる意識の中で願っていた。
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「妃ひ殿でん下か、急に倒たおれたけど大丈夫なのか？」

「お前のせいだからな」

「いや、ここでいちゃつくなよ」

　グランの登場で気を失ってしまったフェルリナを横抱きにし、彼女を大聖堂の一室に運ぶ。

　ソファに寝ねかせると、リジアがタイミングを計ったかのように預けていたぬいぐるみを連れてきてくれた。

　まだ起きてはいないようだ。

「陛下、妃殿下のことは私にお任せください」

「あぁ、頼む」

　眠ねむるフェルリナをリジアに任せ、ヴァルトはぬいぐるみを抱いて部屋を出た。

　リジアとのやりとりを不思議そうに見ていたグランだが、ぬいぐるみに関しては何も言うまいと決めたようで、頼んでいた件くだんの報告に移った。

「あの記事を流した男を捕とらえた。予想通り、広場に来ていたよ」

「雇やとい主ぬしと目的は吐はいたのか？」

「いや……」

「あとで私が直接出向く。それよりも──」

　ヴァルトが言葉を続けようとした時、腕の中のぬいぐるみがびくんと動き出した。

「ふぁっ!?　う〜、せっかく我慢してたのに」

　ぬいぐるみに憑依してしまった、と落ち込んでいる。

　その様子が可愛くて、思わずにやけそうになったが。

「んんっ!?　今、ぬいぐるみから妃殿下の声がしたよな……？」

　グランの言葉に、ハッと我に返る。

「グラン、お前疲つかれているんじゃないのか」

「まぁ、ヴァルトのせいで日々疲れているのは事実だけどさ……」

　グランの緑の瞳は、ぬいぐるみを凝ぎょう視ししていた。

（それ以上見るな……！）

　ヴァルトは内心でだらだらと冷ひや汗をかく。

　きっと、フェルリナも同じ心境だろう。

　フェルリナの魂が憑依したぬいぐるみは自分が守りたい。

　だから、いつもぬいぐるみを抱いていたのだが、目覚めた瞬しゅん間かんの彼女に状じょう況きょうを把は握あくしろというのは酷こくな話で、ヴァルトが配はい慮りょしておくべきだった。

　ダンスの練習中にリジアにバレてしまったのはまだいい。

　侍女である彼女の協力があれば、フェルリナの周辺も異変に気づきにくいから。

　しかし、グランは駄だ目めだ。

　ヴァルトはグランの視界から隠かくすようにぬいぐるみをぎゅっと抱きしめるが、その目はもう誤ご魔ま化かせそうにない。

「ふぅん、ぬいぐるみに何か秘密があるだろうとは思っていたけど、まさかねぇ」

　無む駄だに頭の回転が速い親友は、気づいてほしくない事実にすぐに気づいた。

「お前がぬいぐるみをやたら抱いて可愛がっていたのは、そういうことだったのか〜」

　ニヤニヤと面おも白しろがってヴァルトを見ている。

「黙だまれ」

「へぇ、だからぬいぐるみ相手に告白練習をねぇ」

「よほど痛い目に遭あいたいらしいな？」

　ヴァルトが脅おどすように睨にらんでもどこ吹ふく風で、グランはにっこりと笑ってぬいぐるみに話しかける。

「妃殿下ですよね？」

「…………」

「そういえば、オレが妃殿下にぬいぐるみの話題を振る度たびに緊きん張ちょうして固まっていましたよね？」

　フェルリナは自分の失態でまたもやバレてしまったと内心焦っていることだろう。

　無言でぬいぐるみのフリに徹てっしている。

　しかし、すでにグランの中では確定事じ項こうだ。

「やっぱり、古いにしえの魔ま法ほうが残るルビクス王国の王女様なんですね」

「ルー……いや、リィナ。もう楽にしていい。こいつには私から話す」

　今までもぬいぐるみを怪あやしんでいた節ふしはあった。

　さすがにこれ以上グランの目を誤魔化すことはできないだろう。

　ヴァルトはふわりとぬいぐるみの頭を撫なでた。

「す、すみません。わたしが」

「大丈夫だ。グランに知られても問題はない」

　そう、グランのことは誰よりも信しん頼らいしている。

　本来であれば真っ先に相談すべき相手だ。

「妃殿下といつの間に仲良くなったのかずっと疑問に思ってたけど、これなら納なっ得とくだ。ってか、オレにまで隠すって、よっぽど妃殿下の可愛さを独どく占せんしたかったんだな」

　ぬいぐるみと執しつ務む中も離はなれず、四六時中ずっと一緒にいた。

　ぬいぐるみの彼女の愛らしさは、自分だけが知っていればいい。

　他の誰にも見せたくない。

　そんな独占欲があったことを見抜かれ、顔から火が出そうだ。

　しかし、もう噓うそをついても仕方がない。

　ヴァルトは開き直ることにした。

「あぁ、そうだ。可愛い妻を独ひとり占じめしたいと思うのは当然だろう」

「へ、陛下……！」

　ぬいぐるみが腕の中でこちらを見上げる。

　可愛すぎて頰が緩ゆるむからやめてほしい。

「だから、これからも指一本触れさせんからな。たとえお前でも」

「はいはい。せっかく実った初はつ恋こいだし、オレは邪じゃ魔ましないでおくよ」

「お前っ！」

　ちゃっかりフェルリナの前で初恋だとバラされてしまった。

　穴があったら入りたい。

　グランなりの意い趣しゅ返しだろう。

　だから知られるのが嫌だったんだ！

　ヴァルトはこれ以上グランが余計なことを喋しゃべる前に、と話題を変える。

「城に帰るぞ」

「じゃあ、またあとでじっくり聞かせてくれよ？」

　妃殿下との馴なれ初そめとか──。

「話すわけないだろう！」

　楽しそうに笑えみを浮かべたグランに、ヴァルトが一いっ喝かつした。

　そんな二人のやり取りを、やっぱり羨うらやましそうにフェルリナは見つめていたのだった。
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　ピシリ、と持っていた手鏡に大きくヒビが入る。

　つい先ほどまで見えていた光景が消え、蜂はち蜜みつ色の髪とオパールグリーンの瞳を持つ自分の顔が映った。

　それも、稲いな妻ずまのように入ったヒビのせいで、歪ゆがんでいる。

「これは、どういうことなのかしら……？」

　ルビクス王国王おう妃ひヴィエラは、真っ赤な唇に冷ややかな笑みを浮かべた。

　手鏡を持つ手が、怒いかりで震ふるえている。

「あの娘むすめが、皇妃として国民に受け入れられた？　そんなはずがないでしょう。あり得ないわ！」

　だって、ガルアド帝てい国こくの帝てい都とにばらまいた新聞記事には、不安や不信を増長させる魔法をかけていた。

　ガルアド帝国は、魔法に対たい抗こうする術すべを知らないはずだ。

　魔法の痕こん跡せきすら見つけられないだろう。

　それなのに、何故なぜだ。何故、魔法が効いていない？

　いや、確実に民衆は魔法にかかっていた。だからこそ、デモは起きたのだ。

　──まさか、何も知らないはずのあの娘が魔法を解いた？

　それこそあり得ない話だ。

　卑いやしい母を持つあの娘が魔法を使えるはずがない。

　ましてや、魔法を解くなんて。

「駄目よ、駄目……このままじゃ……」

　フェルリナが幸せになってしまう。

　冷酷皇帝と噂うわさされる夫によって、冷れい遇ぐうされ、元敵国からの人ひと質じちとして肩かた身みの狭せまい思いをしながら生きていくはずだったのだ──ヴィエラの思おも惑わくでは。

　最初の報告では、フェルリナは皇こう帝ていに相手にもされず、部屋にこもりがちだと聞いていた。

　次の報告では、城内に不仲説が流れていると連れん絡らくを受けた。

　そこまではよかったのだ。

　けれど、フェルリナが皇妃として豊穣祭に出るというではないか。

　表おもて舞ぶ台たいに立てるはずもない、みすぼらしく、醜みにくいあの娘が。

　もしや、ガルアド帝国ではルビクス王国にいた時よりも良いい待たい遇ぐうが与あたえられ、身のほどをわきまえずに生活しているのではないか。

（あの子には、不幸でいてもらわなければならないの）

　夫である国王の愛は、ヴィエラだけのものでなければならない。

　それなのに、愛の裏切りの証しょう拠ことなる娘が生まれてしまった。

　ただの義務として、政略結けっ婚こんで結ばれた自分と関わっていただけなのだと、フェルリナの母シーラといる時の夫を見て知った。

　今までヴィエラに見せたことのない笑え顔がおや表情。それらを当たり前のように向けられているシーラが心底妬ねたましく、憎にくかった。

　ヴィエラは王妃になるために育てられ、期待と責任を負わされ、国王以外の男を愛することは許されなかったのに。

　許せない。許せるはずがない。

　だからシーラを流る刑けいにし、フェルリナを人質に差し出した。

　それでうまくいったと思ったのに。

「あんな娘でも皇妃になれるなんて、さすが野や蛮ばんな帝国だこと」

　人の幸せを奪うばい、傷つけておいて、自分だけ幸せになるつもりだろうか。

　やはり人を雇うのではなかった。

　ただ新聞をばらまくだけの簡単な仕事のはずだったのに。

　あの男には失敗した時には記き憶おくを消すよう暗示をかけている。

　もし捕つかまったとしても、ヴィエラの名が出ることはないだろう。

「どうして、あんな、卑しい娘が……！」

　憤いきどおりのままに、手鏡を床ゆかに投げつける。

　バリン！　と鏡面が割れた。

　それでも、ヴィエラの怒りを受け止めるには足りなかった。

　シーラとフェルリナがいなくなっても、夫の心が、自分に向いたことはない。

　厄やっ介かい払ばらいができたと喜んでいたのに、これは一体どういうことか。

　十七年前の絶望と怒りが沸わき上がり、ヴィエラは手あたり次し第だいに物を投げる。

　そして、息むす子こであるロイスが止めにやってくるまで、ひたすら荒あれていた。
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『──皇こう妃ひ殿でん下かの境きょう遇ぐうに関する悪質な噂うわさは皇こう帝てい陛へい下か自らが正した。妃殿下が刺し繡しゅうしたテーブルクロスはセリス大聖堂の鐘しょう楼ろうに期間中いっぱい飾かざられる。妃殿下はデモ隊を罰ばっすることなく、彼らすらも受け入れる優やさしい心こころ根ねの持ち主であった。妃殿下の美しい容姿と丁てい寧ねいな刺繡、陛下との息の合ったダンスを見れば、先日出回った情報が誤りであることは明らかだ。政略結けっ婚こんで結ばれたお二ふた方かたではあるが、そこにはたしかな愛情があることを皆みなの前で示してくれた。関係者の話によると、儀ぎ式しき後にセリス教会で愛を誓ちかい合う場面もあったという。ガルアド帝てい国こくの将来は安あん泰たいだろう──』




　豊ほう穣じょう祭二日目の朝、リジアが目を輝かがやかせて手て渡わたしてくれた新聞記事。

　豊穣祭についての情報があると聞いて読んでみたら、まさか自分のことが書かれているなんて。

「こ、これは……この国の皆さんが読んでいるのですか？」

「はい。あ、今回はちゃんと国営の帝国新聞社が発行している新聞ですから安心してくださいね。それに、帝国内の貴族も情報収集のために読んでいるはずですわ」

　もう不仲説が流れる心配はありませんね、とにっこり笑うリジア。

　違ちがう、そういう心配をしているのではない。

「うぅ……」

　フェルリナは記事を抱だきしめたまま、ソファに倒たおれ込こむ。

　ここ最近、ヴァルトとのあれこれを思い出しては悶もん絶ぜつする、ということを繰くり返してなかなか眠ねむれなかったというのに、皆に知られてしまうなんて。

　それに、この記事に書かれた皇妃が褒ほめられすぎていて、自分のこととは思えない。

　しかし、これからは皆がこの記事の情報を信じてフェルリナと接することになるのだろう。

　皇帝と皇妃は政略結婚でありながら、愛し合う夫ふう婦ふになった。

　つまり、皇帝が愛する皇妃を軽かろんじることはできなくなる。

　一種のけん制のために強調して書かれているのだろう。

（きっと、陛下が何かしてくださったのだわ）

　これからフェルリナは皇妃として公務に励はげむことになる。

　その時に周囲の人間から軽んじられないように、ヴァルトはフェルリナを守ろうとしてくれている。

　ヴァルトに守られていることを感じて、フェルリナはむずがゆい気持ちになった。

「リィナ」

　胸がいっぱいになって赤面していたフェルリナの耳に、愛いとしい人の声が届いた。

「はわわっ、陛下!?」

　記事を握にぎったままソファで悶絶していたフェルリナは、慌あわてて立ち上がる。

　ヴァルトの腕うでには、今日もクマのぬいぐるみが抱かれている。

　それでも、もうモヤモヤはしなかった。

「もう記事を読んだのだな」

「は、はい」

「これで、皆が知ったはずだ。私が溺愛しているのは皇妃である君だと」

　夜空を映したような美しい瞳ひとみが、たしかな熱を持ってまっすぐ向けられる。

　あの教会での誓いを思い出してしまい、フェルリナの鼓こ動どうがどくんと跳はねた。

「フェルリナ。今から少し時間をもらえるか？」

「は、はい！　大だい丈じょう夫ぶです！」

　フェルリナが頷うなずくと、ヴァルトは城内のとある一室に案内した。

　そこにあったのは──。

「これは、もしかして絵付け皿ですか!?」

　真っ白な陶とう磁じ器きの大皿とカラフルな絵具えのぐと絵筆などが机の上には並べられていた。

「あぁ。私は絵が得意ではないし、君のように手先が器用でもないが、せっかくの豊穣祭だ。君と一いっ緒しょに思い出を残したい。一緒にやってくれるか？」

「もちろんです！　わたしも、陛下との思い出を残したいです」

　まさかヴァルトと一緒に絵付けができるなんて思ってもみなかった。

　フェルリナは目を輝かせて頷く。

「……じゃあ、早さっ速そく始めようか」

「はいっ！」

　そうして、二人は絵筆を手に取り、一つの白い大皿に向かう。

「初めて陛下と見たテーブルナプキンは──ん〜、こんな感じかな？」

　夢中になって描えがいているフェルリナの隣となりで、ヴァルトが何やら難しそうな顔でうなっていた。

「ううむ。簡単そうに見えて、花の形もなかなか難しいな……」

「陛下のそれは……？」

「これは、オリーブの花だ」

「えっ、あ、そうなのですね」

　花ではなく昆こん虫ちゅうだと思ってしまったことは黙だまっておく。

　そういえば、オリーブの花は祈いのりの儀式の衣い装しょうデザインにも用いられていた。

〝平和〟を花言葉に持つオリーブは、和平のために結ばれた自分たちにはぴったりの花だ。

「ルーはやっぱり君が描いてくれ」

「でも、ルーは陛下に描いてほしそうに見ていますよ？」

「言ったな？　後こう悔かいしても知らないぞ」

　二人で楽しく話しながら、絵筆を動かす。

　一緒に食べたワッフルやカラフルなテーブルナプキン。

　勘かん違ちがいを生んだ告白の場所に咲さいていたスズランの花や、オリーブの花。

　二人の心を繫つなげた、クマのぬいぐるみ。

　だんだんと白い大皿が二人の思い出で彩いろどられていく。

「君の瞳の色は、これが近いか……」

「わたしも、陛下の瞳の色を探します！」

　最後に互たがいの瞳の色で皿の縁ふちを仕上げれば、二人だけの絵付け皿が出来上がる。

　決して上手とは言えないかもしれないけれど、フェルリナにとっては最高の宝物だ。

「あっ、陛下、絵具がついていますよ？」

「君の頰ほおにもついているぞ？」

　夢中になって描いていたせいで、二人の頰には赤や青の絵具が。

　互いの顔を見合わせて、思わず笑えみをこぼした。

　そして、ヴァルトは真しん剣けんな眼まな差ざしをフェルリナに向ける。

「リィナ。これから毎年、絵付け皿に描ききれないほど幸せな思い出を二人で作ろう」

「はい、ヴァルト様」

　幸せをかみしめながら、フェルリナはヴァルトを見上げる。

　ダークブルーの瞳と赤あか紫むらさきの瞳が交わって。

　二人の唇くちびるが、引き寄せられるように重なった。

（これから先も、陛下とずっと幸せでいられますように……）

　いつもの刺し激げき的てきなドキドキではなく、あたたかな幸せに満たされる。

　ヴァルトと過ごした初めての豊穣祭をフェルリナは生しょう涯がい忘れないだろう。




　愛し合う二人のキスを、クマのぬいぐるみだけが見つめていた。





end
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　こんにちは、奏かなで舞まい音ねです。

　この度たびは『冷れい酷こく皇こう帝ていは人ひと質じち王おう女じょを溺でき愛あい中ちゅう ２　なぜかぬいぐるみになって抱だかれています』をお手に取っていただき、心より御おん礼れい申もうし上げます。

　皆みな様さまのあたたかな応おう援えんのおかげで、二巻を刊行することができました。ぬいぐるみ皇帝を愛してくださって本当にありがとうございます！

　まだまだ書きたいことがたくさんあったので、もう一度ぬいぐるみ皇帝の世界を紡つむぐ機会を頂けたことを心から嬉うれしく思います。




　さて、一巻ではぬいぐるみに憑ひょう依いして皇こう妃ひの仕事ができなかったフェルリナですが、二巻ではついに皇妃としてヴァルトの隣となりに立つことに。ところが、ぬいぐるみ憑依問題は完全には解決していないし、なんだかヴァルトもよそよそしい!?　と、一巻とはまた違ちがった問題が発生します。

　もしこちらのあとがきから読んで、冷酷皇帝に戻もどったの？　と心配された方、ご安心ください。ヴァルトの溺愛度は一巻より増しています。ただ、恋れん愛あいにおけるポンコツ度も同時に上がっているので、別の意味で作者は心配になりました。いや〜、ヴァルト視点を書くのは非常に楽しかったです！　グランもいい仕事をしてくれました。

　今回のぬいぐるみは、フェルリナが憑依しているか憑依していないかで、扱あつかいが変わってきます。特にヴァルトの（笑）。

　ぬいぐるみ皇帝の執しっ筆ぴつ中ちゅうは、良くも悪くも小ネタばかりが浮うかんでしまって、ボツになったネタがまだあるので、どこかで出せたらいいなと思います。

　ちなみに、私のお気に入りのぬいぐるみシーンは、告白練習とダンス練習です！　本編の構成を考える前から絶対に書きたいと思っていたので、書くことができて満足です。

　皆様のお気に入りのシーンはどこでしょうか。

　少しでも皆様の心に残る作品であることを願うばかりです。




　ここからは、本作の刊行にあたり、お世話になった方々への謝しゃ辞じを。

　一巻に引き続き、イラストを担当してくださったｃｏｍｅｔ様。今回も一目見ただけで胸を撃うち抜ぬかれる可愛かわいすぎるイラストの数々をありがとうございます。一巻刊行時に引き続き、すべての壁かべ紙がみをぬいぐるみ皇帝のイラストに設定して生活しているので毎日が幸せです。

　迷めい宮きゅう入りする私の手をいつも優やさしく引いてくださる担当Ｙ様。何度か袋ふくろ小こう路じに迷まよい込こみましたが、担当様のおかげで抜け出すことができました。本当にありがとうございます。

　他にも、校正様、デザイナー様、ビーズログ文庫編集部の皆様、営業様、印刷所の皆様、本作の刊行にご尽じん力りょくくださったすべての方々に厚く御礼申し上げます。

　また、執筆中、悩なやむ私を𠮟しっ咤た激げき励れいしてくれた母と妹の存在には本当に救われました。支えてくれる家族、友人には感謝しかありません。




　そして最後に、ここまで読んでくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。

　皆様の応援が何よりの励はげみとなります。

　どうか二巻でも、皆様の心に癒いやしとときめきをお届けできますように。




　次の作品でもお会いできることを祈いのって──。








奏 舞音










電子書籍特典　書き下ろし短編

『ぬいぐるみのマッサージ疑惑』









「えいっ！」

　ぽす。

　ぬいぐるみ渾身こんしんのパンチが、なんとヴァルトの背中に当たってしまった。

「ん？」

　振り返ったヴァルトと目が合って、フェルリナは内心で悲鳴を上げる。

（わ、わたしったらなんてことを～～っ！）




　──数十分前のこと。

　ヴァルトとのダンス練習で、フェルリナはまたもやぬいぐるみに憑ひょう依いしてしまった。

　とりあえず、今日のところはやめにして、執しつ務む室で元の体に戻るまでの時間を過ごすことになった。

　ヴァルトは執務机で書類に目を通していたし、フェルリナも勉強しようと本を読んでいたのだが。

（……これは、護ご身しん術じゅつ？）

　護身術について記載されているページを発見した。

　ルーは、今や皇帝の大切なぬいぐるみである。

　もしまた攫さらわれてしまった時のために自己防衛できるよう護身術を覚えた方がいいのでは!?　とフェルリナは思い立つ。

　少しずつぬいぐるみの体に慣れてきたので、できることを増やしたいとも思っていたのだ。

　そして、夢中になってパンチの練習をしていたせいで、ヴァルトがソファに座ったことにも気づかず、渾身の一撃をお見舞いしてしまったというわけだ。

「へ、陛へい下か！　ご無事ですかっ!?」

「あぁ。無事だが、急にどうした？」

　何事だ、と逆にヴァルトが心配そうにこちらを見ている。

　怪我けががないようでホッとしながら、フェルリナは謝罪する。

「申し訳ございません。さっき、わたしのパンチが陛下に当たってしまいました……」

「そうだったのか。全然気づかなかった」

　フェルリナとしては渾身の一撃だったのだが、ヴァルトには全く効いていなかったらしい。

　もっと鍛きたえなければ、ぬいぐるみ誘拐犯ゆうかいはんを撃退することは難しそうだ。

　しかし、ぬいぐるみの体では力を込めても伝わらないのかもしれない。

　ということに気が付き、フェルリナは首を傾かしげる。

（……あれ？）

　そういえば、とフェルリナは思い出す。

　以前、ヴァルトにマッサージをした時のことを。

　あの時、ヴァルトはたしかに「いい」と言ってくれていたはずだが、渾身のパンチすら無効であるのなら、本当にあのマッサージに効果はあったのだろうか。

「陛下、もしかして実はマッサージが効いていなかったのではないですか!?」

「はっ!?　いや、そんなはずないだろう！」

「で、でも、マッサージの時は先ほどのパンチよりも力を抜いていましたし……」

　ふわもこの手でいくらツボを押したところで、効果なんてなかったのでは？

　ヴァルトは優しいから、フェルリナのために噓をついたのでは？

（陛下に気を遣わせるなんて……！）

　皇妃は皇帝を支えるのが仕事であるのに。

　しゅんと肩かたを落とす。

　フェルリナの反応を見て、ヴァルトが慌あわてて言い募つのる。

「あのマッサージのおかげでとても良く眠れたし、効果は絶大だった！」

　本当のところ、ぬいぐるみの手ではそもそもツボに入らないし、筋肉質なヴァルトの体をほぐせるはずもない。

　しかし、心をほぐすマッサージとしては最高だった。

　とにかく可愛かわいいし、癒いやされる。

　不思議と疲れもとれ、快眠だったのは間違いない。

「ほ、本当ですか？」

「あぁ」

「それなら、よかったです……」

　力強く頷うなずいたヴァルトに、フェルリナは自分が少しでも役に立てたのだと嬉しく思う。

「もしよかったら、またやってくれないか？」

「もちろんですっ！」

　フェルリナが張り切って答えると、ヴァルトはソファに仰向けに寝そべった。

　そして、ぬいぐるみの体を腹部に乗せる。

「えっ、この体勢ですか？」

「あぁ。前回は背中をほぐしてもらったから、今度は腕うでや手などをお願いしたい」

「な、なるほど！　分かりました！」

　何故なぜ、ヴァルトの上に乗った状態になったのかは不思議だったが、使命感に燃えるフェルリナは深く考えなかった。




「まずは、右手をほぐしますね！」

　右手をぬいぐるみの丸っこい手に包まれて、もみもみ──もふもふされる。

　ふわふわの感触に、ヴァルトの口元が緩ゆるみそうになる。

「陛下、ちゃんと効いていますか？」

「あぁ。ものすごく効いている」

　──可愛すぎる光景に、心が癒されていく。

　しかも、時折ヴァルトの反応を気にしてちらちらと顔を向けてくるのだ。

（か、可愛すぎか……!?）

　語彙力が死ぬ。可愛いしか出てこない。

　あまりにも癒し効果が絶大で、ヴァルトの表情筋までほぐれてきた。

　このままでは、ニヤニヤとだらしない顔をフェルリナに見せてしまうことになる。

　マッサージするぬいぐるみを見たいがために仰向けになったことを早々に後悔した。

　右手と左手のマッサージ（もふもふタイム）を終える頃には、ヴァルトの顔は穏やかなものになっていた。

「ありがとう。とても癒された」

「それならよかったです！」

　達成感でいっぱいのぬいぐるみに、ヴァルトはキスを落とす。

「そろそろ時間だろう？」

「ひゃっ!?」

　こてん、とぬいぐるみの体から力が抜ける。

　その体をぎゅっと抱きしめて、ヴァルトは執務室を出た。

　皇妃の部屋へ行くと、すでにフェルリナは目覚めていた。

「大丈夫か？」

「は、はい……」

　恥ずかしそうに俯うつむいているので、フェルリナの顔がローズピンクの髪で隠れてしまう。

　そっと髪を耳にかけてやると、真っ赤に染まった頰ほおが見えた。

　ぬいぐるみの時には分からない表情の変化。

　今すぐ抱きしめたいが、グッと我が慢まんする。

　恋愛指南書によると、ベタベタ触れる男は嫌われるらしいのだ。

　だから、ヴァルトはフェルリナに触れることを自分に禁じていた。

（こんなに可愛いのに触れてはいけないなど、これこそ拷問ごうもんではないか!?）

　ヴァルトが必死に抑えていると、フェルリナが覚悟を決めた顔で見つめてきた。

「あの、陛下……改めて、マッサージをさせてください！」

「い、今か!?」

「はい！　やっぱり、ぬいぐるみの手ではツボに入っていないような気がして。陛下の体をちゃんとほぐしたいんです！」

「いや、大丈夫だ。ほら、さっきマッサージしてくれたおかげで肩が軽い」

　ぐるぐると肩を回してみせる。

「でも、肩はマッサージしていません」

「……その、ルーの癒し効果はすごいな。マッサージした部位だけでなく、全身に影響があるなんて」

　苦し紛れの言い訳であるが、素直なフェルリナは信じてくれたようだ。

「そ、そういうものでしょうか？」

「あぁ。それに、一日に何度もマッサージするのは良くない」

「え、そうなのですか!?　申し訳ありません、わたし何も知らずに」

　フェルリナの謝罪にちくりと胸が痛むものの、今触れられたら、彼女に触れることを我慢できる気がしない。

　ヴァルトなりの苦肉の策である。

「いや、いいんだ。君が側にいるだけで癒し効果は続いているからな」

「それって、やっぱりぬいぐるみのマッサージが効いていないんじゃ」

　というフェルリナの疑惑は聞こえなかったフリをして、ヴァルトは仕事に戻った。




　後日、真偽を確かめようとリジアにもぬいぐるみに憑依した際にマッサージを決行したが、ぬいぐるみの癒し効果が絶大であることは間違いないと断言されてしまった。

（本当に、効いているのかしら？）

　疑問は残ったものの、皆が癒されているならそれでいいと思うフェルリナであった。
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